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　結婚式は丘の上の小さな古こ城じようで行われる。

　花はな嫁よめが乗った、たくさんの白い花で飾かざられた馬車は、港を出発してからたっぷり二時間かけて丘おかの上に到着した。

　馬車は二台ある。花嫁は港から、花はな婿むこはスタホードの城前から、それぞれ白い花、赤い花で飾られた馬車に乗って出発し、中間地点となる丘の上で合流するのだ。

　馬車が通る道の両側はやはり同じ色の花で飾られ、丘の上の古城まで馬車の屋根に乗った子供二人が、お金を包んだおひねりを投げる。

　街の人たちはおひねりを拾って、代わりに花を投げるのだ。

　いかに港に近い、また城に近い場所から馬車を出発させられるかで、その挙きよ式しきの規き模ぼがわかるらしい。

　今回はどちらとも最短の距離だ。困こん窮きゆうしたスタホードにとって賑にぎやかな結婚式は、久しぶりに訪れたお祭りのようなものだった。

「足あし下もとにお気をつけて」

　介かい添ぞえ役やくのローラによって馬車の扉とびらが開かれると、みかるは花嫁衣い装しようの裾すそを踏ふまないように細心の注意を払って降り立った。

　幾いく重えにも重かさなるレースのドレスに、たっぷり縫ぬい込まれた色とりどりの宝石が、太陽の光に煌きらめく。目以外を覆おおう、総そう刺し繡しゆうのベールにまで宝石が縫い込まれているため、かなり重い。

「素す敵てきね～」

「綺き麗れい……」

　美しい衣装の花嫁に、招待客たちだけでなく、久しぶりの豪華な結婚式を一ひと目め見ようと集まった街の人たちからも感かん嘆たんのため息が漏もれる。

　みかるは最高潮に達しそうな緊きん張ちよう感かんを抑えるよう、深しん呼こ吸きゆうをしながらベールの隙すき間まから周囲を窺うかがった。

　目前にある古城は現代の教会に似た建物で、臙えん脂じ色の煉れん瓦がに三さん角かく錐すいの屋根が可か愛わいらしい。明るい茶色の扉や窓まど枠わくは長い年月を経て、飴あめ色に光っている。

　一応、スタホードの国が管理する土地建物だ。もともとは二階となる高い塔とうの上に、民みん間かん人じんに扮ふんした兵士が常じよう住じゆうし、海からの侵入者を監かん視ししていたそうだ。だが今は誰だれも住んでおらず、国の所有物であるのは変わらないが、街の人たちによって集会場として利用され、補ほ修しゆうもされていた。

　また、王が王おう妃ひにプロポーズをした場所だということで、結婚式場としてもかなり人気の場所らしい。もっともみかるの祖そ父ふでもあり、スタホード国の王であるジュリアンに聞けば、そんな事実はないそうだ。

「花婿の馬車もやってきましたよ」

　ローラは笑顔だが、彼女が心の中ではこの結婚式を不満に思っていることがわかる。

　それでもいつも剣士の格かつ好こうをして、スタホード国の姫ひめ君ぎみであるエレノアの護ご衛えいをしている彼女が、今日は女性らしいドレスを身に纏まとい、花嫁であるみかるの介添役をしてくれていた。

　ローラのウエーブの効いた赤い髪かみは、薄うすピンクのドレスにとても映はえているのだが、本人はこういう格好は苦手らしい。

「どうぞ、お先に」

　みかるはローラの差し出す手を取り、古城の中へと入った。

　この国のしきたりでは、神ではなく、参列者の前で永と遠わの愛を誓ちかうのだそうだ。また式場には花嫁の方が先に入り上かみ座ざに用意された二つある椅い子すの向かって左側に座り、花婿の到着を待つのだ。

　みかるは、扉から上座までまっすぐ続くバージンロードをゆっくりと歩き、椅子のところまで来ると、左右の参列者に挨あい拶さつをして、座った。

　なんだかもう、心しん臓ぞうがバクバクとすさまじい勢いで鼓こ動どうをしていて、近くに控ひかえるローラに聞こえるのではないかと思うほどだ。

　自分の知っている結婚式とは違う様さま々ざまなしきたりに、ちょっぴりとまどいながらも、わくわくする気持ちもある。

　だが現実にこの日を迎え、朝から緊張と興奮がずっと交互にやってきていて、平へい静せいを保たもつのが本当に難しい。

　みかるはそんな気持ちを落ち着かせるために、ベールに隠されずに唯ゆい一いつ露あらわになっている目で、周囲を窺った。

　招待客はスタホード以外の国からやってきた人が多く、みな金持ちらしく身なりがいい。いや、どちらかというと成なり金きんっぽく見える人たちばかりだ。

　彼らはバージンロードの両側にいて、赤と白の花、その中に一輪だけ黄色の花を持って立っている。

　花の色が三種類あるのは、花嫁や花婿がそれぞれバージンロードを歩いて上座まで向かう間、花を飛ばしてお祝いをするためだが、黄色だけは意味が違う。黄色はこの結婚に賛さん成せいしない場合、使われるものだからだ。

「成金のはしたなさってどうして服装に表れるのかしらね」

　脇わきに控えているローラの呟つぶやきに、みかるは噴き出しそうになるのを、なんとか堪こらえた。

　確かにみかるの知るこの世界の金持ちはもう少しセンスがある。だがここに招待された客たちは、ありったけの宝石を身につけていたり、金や銀、赤や黄色といったやたらと派は手でな衣装を着ているのだ。

　類るいは友を呼ぶ。

　これからやってくる花婿も似たようなものなのだ。

「来たわよ」

　花婿であるナジェルが入り口に立ち、招待客の拍はく手しゆを受けていた。

　真っ白なマントに金きん糸しの刺繡がびっしり入っていて、その下のシャツは宝石が縫い込まれた煌びやかなものだった。

　ナジェルは別の意味でかなり変わっているのだが、誰もそこに触ふれない。

　けれど、見た目はやや童どう顔がんで、笑うと爽さわやかな男性だ。

　黒髪は神経質なほど梳くしけずられていて、深い緑の瞳はどちらかというと可愛い印象がある。

　彼はクリミナに鉱こう山ざんを持ち、若くして成功した、スタホード一の金持ちだ。

「……何度見ても……何事って感じだわ」

　ローラはみかるの緊張をほぐそうとしてくれているのだろうが、笑いが漏れるようなことは言わないでほしい。

　みかるは右手でローラの膝ひざを軽く叩たたいて、背筋を伸ばす。

　花婿はみかるの側まで来ると、膝をついて身体からだを屈かがめ、芝しば居いがかった声で宣せん言げんする。

「僕の友達でもあり、信頼できる人たちの前で、今日、僕は永遠の愛を誓う」

　ナジェルがそう言って振り上げた左手には、彼を可愛らしくしたようなマペットがあり、口をぱくぱくと動かしていた。

　どういうわけかナジェルは、自分でしゃべっているにもかかわらず、左手に被かぶせたマペットの口まで動かす。

「キャリー、僕は君に出会ったときから、結婚する相手は君だと決めていた。君はいつも僕の背を押し励はげまし、微笑ほほえんでいてくれた」

　マペットとナジェルがこちらを見つめて、みかるの手を取り、さらに言葉は続く。

「その微笑みを永遠に僕だけのものにすることを。ともに生き、ともに死ぬことを許してくれないか？」

　ナジェルはみかるに、立つように促うながしてくる。みかるはゆっくりと腰を上げ、ナジェルの傍かたわらに立つ。

「僕たちの結婚に不満がある者は、この場で異い義ぎを申し立てるがいい」

　腰に回された右手に身体を引き寄せられ、みかるは花嫁としてそっとナジェルに寄り添う。

　しばらくの沈ちん黙もくの後、黄色以外の花が招待客の手によって投げられ、式は終了するはずだった。

「異議はあるっ！」

　男の声が響ひびき渡るのと同時に、入り口から真っ黒な馬が走ってくる。

　馬上の男はみかるがよく知った相手でもあり、知らぬ人間はいない有名人でもあった。

「幸しあわせ仮か面めんさん!?」

　彼はあちこちの国に出没する義ぎ賊ぞくで、『幸せ仮面』と呼ばれている。彼に会うと、くじが当たったり素敵な出会いがあったりと、一日いいことがあるらしい。

　そのせいか、ファンも多い。

「きゃ～！　幸せ仮面様よ～！」

　女性の招待客は驚きよう喜きの声を上げ、男性たちは啞あ然ぜんとしていた。

　幸せ仮面は鼻から上、目を覆うようにマスクをしており、腰まである金髪は後ろで一つに束たばねている。長いマントの下には、シャツにハイウエストのズボン。太めのベルトには短剣、左脇に長い剣を携たずさえていた。
















「……君は義賊だろう？　どうしてここに？」

　幸せ仮面は、ナジェルの驚きの言葉に答えるよりも先に、傍らに立つみかるを自みずからの馬に乗せた。

「……えっ!?」

「悪いが花嫁をいただいていく」

　馬を反転させながらそう言い、胸元に挿さしていた黄色い花をナジェルに投げると、幸せ仮面は猛もうスピードで馬を出口へと走らせる。

「おい、待て……彼女は……待て────っ！」

　背後から聞こえるナジェルの声はすぐさま小さくなって消え、大地を蹴ける蹄ひづめの音だけが耳に伝わってきた。

　どうして幸せ仮面がここにいて、ナジェルの花嫁を奪ったのだろう。

　それを問おうとしても、馬が勢いよく駆かけているために、みかるは声が出せない。

　混乱したまま、それでもたてがみをしっかり摑つかんでいると、馬はいつしか街並みを外はずれ、山道を走っていた。

「……あのっ……！　あのっ……幸せ仮面さんっ！」

「そっ……その声は……みかる!?」

　幸せ仮面でもあり、ノークレーブスの王子でもあるフィリップが、みかるの声を聞いて、ようやく手た綱づなを引いた。

　馬はブルルと鼻を鳴らし、歩あゆみを止める。

「うん」

「……ああ、撒まいたようだな。ここまで来れば大丈夫か」

　フィリップは背はい後ごを窺い、誰も追ってこないことを確認すると、今度は馬をゆっくり歩かせた。

「それで……どうしてみかるがキャリーの身代わりになっているんだい？」

「ナジェルさんはスタホードにお金を貸してくれているんだけど……それで……花嫁の身代わりになったら利り子しを免めん除じよしてくれるっていうから、協力したの。ベールからのぞく緑の目や、髪の色と、身長が同じだから、ナジェルさんも都つ合ごうがいいって言って……」

「ジュリアン王は許可されたのかい？」

「ううん。王様は反対されたけど、それっていつものことだし……」

　やはりジュリアンはみかるの行動に難なん色しよくを示していたが、そこはいつものこと。強ごう引いんに押し切った。

「みかるはどういう理由で本当の花嫁が花婿の元から姿を消したのか、聞いてないのかい？」

「ナジェルさんはどうしてキャリーさんが姿を消したのか知らないの。ただ結婚式を取りやめるには日が近すぎるのと、延期や中止は体面にかかわるから、背格好とか目の色が似てる私が身代わりになったんだけど……王子様はどうして？」

　みかるが見上げてそう聞くと、フィリップは逆にみかるを見下ろし、苦く笑しようしていた。

「……幸せ仮面のフィルってことにしてくれないかな」

「フィルって呼び名、お気に入りなんだ」

「幸せ仮面よりも呼びやすいだろう？」

　ついこの間、みかるはフィリップとともに海かい賊ぞく船せんに乗って財ざい宝ほうを探しに出かけた。そのときフィリップが自分につけた別名が『フィル』だったのだ。

「うん」

「ああ……私の方の理由だけど、ナジェルさんの婚約者のキャリーに協力を頼まれたんだよ。こういうことは普通引き受けないんだが……二日ほど前、いつものようにお金を包んだ袋を投げ入れているところを見つかってね。そこで頼み込まれたんだ。事情を聞いて同情するところもあって、身代わりの花嫁を連れ出すことだけ引き受けた」

　大国の王子という身分でありながら、フィリップは困った人を放っておけない質たちのようで、頼まれたら嫌いやと言えないようだ。

　けれど、そんな王子らしからぬフィリップのことが、みかるは好きだった。

「それで……今はどこへ向かってるの？」

「身代わりの花嫁を、本当の花嫁のところへ連れて行く予定だったから、みかるをキャリーに紹介するよ。よかったらキャリーの力になってやってくれないかな。彼女の話を聞くときっとみかるも放っておけなくなるよ」

「私でよかったらキャリーさんの力になるけど……フィルは？」

「私はしばらく本ほん来らいの仕事を放置していたからね。父の名みよう代だいで明日、行かなければならない国があって、今夜にでも船に乗らなくてはならない。しばらく滞たい在ざいすることになるだろうから、よかったらみかるに助けてもらいたいんだ」

　確かにフィリップはたっぷり一ヶ月はスタホードにいたことになる。もっともずっとではなく、海賊船に乗って冒ぼう険けんに出ていた時期も入れてだが。

　とはいえノークレーブスに王子が三人いたとしても、フィリップが暇ひまなわけがないのだ。きっとフィリップが不在の間、誰かが代行していたに違いない。

「いいよ。でも……フィルは王子様だってこと、こうしてると忘れちゃうけど、ちゃんと王子様の仕事があるんだよね」

「私も時々忘れるよ。準備のために私は行かなくてはならないんだが、船は遅くに出る予定なんだ。それまでに一度、城の方へみかるを訪ねていくよ。いいかな？」

「もちろん、いいよ。でも……いつものフィルでよかった」

　みかるは変わらないフィリップの様子に、実はホッと胸を撫なで下ろしていた。

　あることがあって、そのことが頭からずっと離れず、痛みを抱かかえていたからだ。

「どうしたんだい？　何か変だったかな」

「ううん。ほら……海賊のことがあってから、しばらくお城に滞在してたでしょ？　そのとき……いろいろあったから」

　フィリップは海賊の財宝騒さわぎが終わった後も、しばらくスタホードの城に滞在していた。

　けれど、スタホードは召めし使つかいがほとんどいない。だからみんなが協力して城の用事をこなしているのだが、剣の腕は立っても、雑用に関しては、上う手まくいかなかった。

　フィリップ自身もそれについては、申し訳なく感じていたようで、ちょっぴりぎくしゃくすることがあった。

　ただでさえ、はっきりとした態度を示さないエレノアに、心を乱されていたであろうフィリップだ。そこへあのデリカシーの欠片かけらもないディーンが、『王子ってやつぁ、お偉えらい身分だよな』などと言って、拍はく車しやをかけたものだから、みかるは胃まで痛くなったほどだ。

　当然、当人であるフィリップはもっと気にしていたに違いない。

　だからこそ帰国の日に見せた、寂さびしさの中にどこか安あん堵どの混じるフィリップの顔が、今も目に焼き付いている。

「あ……ああ……あ～そうだったね。でも、みかるが気にすることはないよ」

　みかるの心配をよそに、フィリップは本当にいつもと変わりのない笑顔を浮かべている。

　だが、みかるは問わずにおれなかった。

「本当に？」

「本当だよ」

「……わかった」

　フィリップは本当に優やさしい男だ。

　自分のことよりみかるのことを気遣ってくれているのがよくわかる。

「ああ……ここがキャリーが身を隠している家だよ。さあ、下りて」

　フィリップの言葉に顔を上げると、小さな山小屋が建っているのが見えた。

　あまり使われていなかったのか、丸まる太たで組まれた壁かべには、蔦つたや苔こけがへばりついている。窓はしっかり閉められ、内側のカーテンが中の様子を窺えなくしていた。それでも煙えん突とつから薄く煙けむりが上っていることから、誰かが住んでいることだけはわかった。

　みかるはフィリップの助けを借りて馬から下りる。

　そこに建物の裏手から薪まきを持ってやってきた女性がこちらに気づき、駆け寄ってくる。

「……幸せ仮面様、お戻りになられたんですね。お怪け我がはありませんか？」

　みかるよりも心持ち背が高いが、目は確かによく似ていた。だが体型はどちらかというとふっくらしていて、みかるが今着ている花嫁衣装は、おそらくサイズが合わないだろう。

「やあ、キャリー。花婿はとても驚いていたが、矢を放たれるようなことにはならなかった。安心しなさい」

「それを伺うかがってホッとしました。……そちらが身代わりになってくださった方？」

　フィリップの背後に隠れるように立つみかるをのぞき込み、キャリーは微笑む。

「ええ、彼女はみかるといって私の友達でもある。みかるはとても信頼のおける子だから、君の力になってくれるはずだよ。今後は彼女に相談するといい」

「ありがとうございます。よろしくね、みかる」

「あ……はい」

「じゃあ、私はこれで」

　フィリップは現れたのと同じだけ素早い動きで馬にまたがると、来た道を戻っていった。

　後ろ姿が見えなくなるまでフィリップの姿を見送り、消えてしまってしばらくすると、キャリーは感嘆のため息をついた。

「本当に素敵な方。きっと身分のある人の仮の姿だと思わない？　物腰は優ゆう雅がだし、とても紳しん士し的な方だもの。……あ、ごめんなさい。ええっとみかるちゃんでいいのかしら」

「はい。キャリーさんですよね？」

「さんはいらないわ。キャリーって呼んでね」

　声は穏おだやかで、キャリーからはとても柔やわらかい雰ふん囲い気きが伝わってくる。

　ナジェルから聞いていたような嫌なタイプの女性にはとても見えないが、外そと面づらがいいだけかもしれない。

　いや、そういう先せん入にゆう観かんはよくないだろう。

「じゃあ、私のこともみかるって呼んでください」

「わかったわ、みかるね。ここで立ち話もなんだから、よかったら中に入って。その格好はとても苦しいでしょうし、私の服でよかったら着替えを用意するわね」

「ありがとう」

　キャリーはポーチに上がり、みかるもドレスの裾を持ち上げ、後を追う。

　中には古ぼけたテーブルや椅子があり、年代物のタンスが置かれていた。窓まど際ぎわには一いち輪りん挿ざしがあって、可愛らしい花が生いけられている。

「どうぞ、座って。ここは叔お父じが大昔に使っていた山小屋で、ナジェルも知らない場所なの。しばらくはここに身を隠そうと思って。お掃そう除じはすんでいるんだけど、まだちょっと埃ほこりっぽいのは許してね」

「ううん。埃なんて見あたらないです」

「あ、ちょっと待っていてね。着替えを持ってくるから」

　キャリーはそう言うと階段を駆け上り、二階へと姿を消した。みかるはようやくベールを外して、ドレスを脱ぐと、腰に巻いていたきついコルセットを外す。

「ふ～……結構きつかった」

「これなら、合うと思うわ。どうかしら？」

　戻ってきたキャリーが、薄水色のワンピースをみかるに差し出す。それを受け取り着替えたところで、みかるはようやくホッと息をつくことができた。

「それでどうしてみかるが私の身代わりになったの？」

　みかるはこうなったいきさつを最初から話した。
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　スタホードの港は、占せん拠きよしていた海かい賊ぞくが出て行ったため、本ほん来らいの機き能のうを取り戻していた。

　収しゆう穫かくされた果物フルーツを買い付けにやってきた商人の船からは入港料と停てい泊はく料りようが徴ちよう収しゆうされて、国こつ庫こに入る。もちろん、果物フルーツが商人たちに売られるとそこに税金が課かされるため、さらに国の税収が上がる予定だ。

　そのため、港の役人や兵士を再さい雇こ用ようすることができた。また船の出入りが多くなったことで、港は訪れる人々で賑にぎわい、宿や食堂は活かつ気きを取り戻していた。

　明るい話題が続いたところで、毎週開かれている借金返済対策会議も、今までと違って緊きん張ちよう感かんが和やわらいだ雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　もっともライオネルだけは相変わらず眉み間けんに皺しわを寄せていたが。

「いいわね。今年から税金を上げなさいよ。特産物の果物フルーツだけじゃなくて、農作物も相当売れているんだから」

　ライオネルは金貸し屋で、スタホードの国王であるジュリアンにも金を貸している。

　彼は一いつ風ぷう変わっており、男のくせに濃こい化け粧しようをして、女のような口く調ちようで話す。

　いつも様さま々ざまな種類のカツラを被かぶっているが、今日は黒に近い紫むらさきの縦たてロールだ。

　アイシャドーで塗ぬりつぶした小さい目、バサバサと音がしそうなほどの長い睫まつげに、目め尻じりのほくろはどこかしら色っぽい。

　ドレスは、たいてい「そんなのどこに売ってるの？」と思わせる、彼らしい個性的なもので、金持ちであっても成なり金きんの人間とは一線を画していた

　ライオネルはもともとジュリアンに対し、自分を王おう妃ひにすれば借金は棒引きにしてやると詰め寄っていた。

　だがみかるの機転で利り子しを支払ったことから、王妃の座を諦あきらめ、今のところスタホード国の『復興大臣』という肩書で満足しているようだ。

「いや、この二年の困こん窮きゆうはそうそう解消はできないはずだ。今年いっぱい、低い税金で様よう子すを見て、来年から徐々に戻すのがいいだろう」

　上かみ座ざに座る、みかるの祖そ父ふでスタホードの王でもあるジュリアンが言った。

「いいえ、違うわよ、ジュリアン。一いち律りつじゃだめ。私が言いたいのは、金儲もうけしそうな奴やつを監かん視しして、申告をチェックするってことよ。どうせ本当の儲けは隠すに違いないから。そういう奴からは、見せしめのためにも、ごっそりとぶん取ってやるの。そうすれば誤ご魔ま化かそうとするせこい人間は減るわ」

「それは……そうだねえ。皆はどう思う？」

　ジュリアンが大臣たちに意見を求めると、みなライオネルの意見に賛さん成せいした。

　もちろんみかるも賛成だ。

「まあ……王様に金勘かん定じようをしろっていうのがそもそもの間違いなのよ。でもねえ、今週末に控ひかえてるナジェル・ヘンドリックへの支払いをどうするか。考えてる？　他は多少待ってくれているけど、ここはいい返事をもらってないのよ」

「挙きよ式しきの準備のために今日、戻ってくる連絡は受けているよ。とりあえず午後から話し合いを持ってくれるそうだ」

「話し合いってねえ……ヘンドリックはとても変わっているけど……大丈夫なの？」

　誰よりも変わっているはずのライオネルがそう言ったことで、ジュリアンは苦笑し、大臣たちは咳せき払ばらいをしたり、意味ありげに顔を背そむけた。

「どうしたの？　私、おかしなことを言ったかしら」

　周囲の当惑に気づいたのか、ライオネルはキョロキョロとしている。

「ねえ、ライオネル。ヘンドリックという名をわたくし初めて耳にします。その方もライオネルと同じなのですか？」

　スタホードはあちこちから金を借りていて、利子の返済だけでいっぱいいっぱいなのだが、ナジェル・ヘンドリックの名前は初めて聞いたのだ。

「違うわよ、お姫様。スタホード出身だけどクリミナに鉱こう山ざんを持っている成功者ね。こことクリミナに豪ごう邸ていを持ってるわよ。ここの生まれだから、スタホードにかなりの金額を貸してくれているの。もっとも変わった男でね……」

「よしなさい、ライオネル。彼は……まあ、悪い男ではないんだから」

「そうなの……」

「エレノア？」

「あ……すみません、お父様。ぼんやりしてしまって……」

　会議に集中しているつもりなのだが、ふと気づくとフィリップのことを考えてしまうのだ。

　今はエレノアに変身しているのだから、意識を集中させなければならないのに、上う手まくいかない。

「いいんだよ。今日はもう、部屋で休みなさい。来客があろうと、立ち合う必要はない。いいね」

「いえ……わたくしは……」

「緊急の用件はないからね。ショーン」

　ジュリアンはみかるがどうしてそういう状態になっているのかを理解してくれている。だからといって問うことはなく、ただそっと見守り、こうやって気遣ってくれるのだ。

「かしこまりました。姫様、お部屋に戻りましょう」

「え……ええ」

　ショーンによって廊ろう下かに連れ出されると、みかるはゆっくりと深しん呼こ吸きゆうをした。

　いろいろありすぎて、どれから考えたらいいのか、わからない。

「確かにジュリアン様のおっしゃるように、お元気がありませんね」

「気がつくと……いろいろ考えちゃって」

「そろそろエレノア様の身代わりにお疲れになっているのではありませんか？」

「え、そんなんじゃないよ」

　夏休みに入ってすぐ、みかるの母親が突然「お母さんは異世界から来たの」と言いだした。

　母親の母、みかるにとっての祖そ母ぼがエルフだという事実も聞かされたが、もちろんすぐには信じなかった。

　それでも自分の世界と母親の生まれた世界を行き来することのできるネックレス『静かなる星』を身につけたみかるは、文明社会とは無む縁えんの世界に足を踏ふみ入れることができた。

　期待に胸を膨ふくらませていたものの、母親の生まれ故こ郷きようであるスタホードの国は、莫ばく大だいな借金を抱かかえていて、兵士や侍じ女じよも解かい雇こされ、城の補ほ修しゆうをすることもままならない経済状態だった。

　母はそんな貧びん乏ぼうな国の姫ひめ君ぎみであり、エレノア・ソールズと呼ばれていた

　最大の問題は、みかるの母親はみかるの生まれた世界へ来て十六年が経たち、すでに三十三歳になるのだが、この世界では母が消えてからまだ二年しか経っていなかったことだろう。

　さらに母親はノークレーブス国の第二王子であるフィリップと『婚こん約やくの華はな』を交かわしていて、それは今も継続中だった。

『婚約の華』は男女ともにあり、ノークレーブスのような大国にのみ認められた制度だ。

　まず伴はん侶りよにしたい相手を五名まで選ぶ。『婚約の華』を交わしている間、選ばれた五名は他の男性、女性と婚約や結婚することはできない。その中から王子が最終的に一人の女性を選び、『華の誓ちかい』を立てると、結婚の運びとなるらしい。

　エレノアはすでに結婚しているし、みかるという娘もいる。だからエレノアを一いち途ずに想おもうフィリップとの『婚約の華』を解消したいのだが、契約中に半年ごと支払われる準備金を頼りにしていることもあり、できないでいる。

　だからこのスタホードの借金を少しでも減らすべく、みかるは日々、エレノアに変身して、姫としての役目を果はたしつつ、みかるとしても奮ふん闘とうしている最さい中ちゆうだった。

「では……フィリップ王子のことですか？」

「うん」

「気になさることではありませんよ」

「みんなで傷つけてしまったのに？」

「姫様、仕方がなかったことですよ」

　そう確かに仕方がなかったことだ。

　生まれ育った環境が違うのだから、フィリップがこの城の中でとまどうことがあっても当然だ。もしみかるがノークレーブスの城で同じように暮らすことになっていたら、もっと大変だったに違いない。

　ただ、それだけのことだと思えたらいいのだが。

「私は本当の姫じゃ……ないし……」

　みかるは左の人差し指にはまっている青い石のついた指輪をそっと撫なでて、ため息をつく。

　魔導師のホワイトが作ってくれたこの指輪こそが、みかるがエレノアに変身できるアイテムだった。

　変身することができるのは一日三時間。石の向きを回すと変身し、石が赤く変わってきたら、変身がとける警けい告こくだ。真っ赤になったら元のみかるの姿に戻る。石が青色に戻ると、また変身ができるのだ。

　最初は、スタホード国のためにエレノアに変身していたが、フィリップに対する気持ちが膨らむにつれて、みかるは罪ざい悪あく感かんを持つようになった。

「バルコニーでお茶を飲めるよう、準備いたしましょうか？」

「ううん。ベッドで横になるつもりだし、お茶はローラが用意してくれるから、いいよ」

　みかるがショーンと話していると、背はい後ごから唐とう突とつに声をかけられた。

「話がある」

「ホワイトっ……も～ビックリした」

　いつもホワイトは唐突に現れ、それを知っていても、みかるはどきっとしてしまう。

　男にしては美しすぎるホワイトの容よう貌ぼうは、まるで星の見えない夜に、煌こう々こうと輝く月のようだ。

　どちらかというと喜き怒ど哀あい楽らくの表情に乏とぼしく、この世のあらゆることを超ちよう越えつしたようにも見えて、美び貌ぼうの下に隠された性格はやけに複雑だった。

　ただ、ホワイトは天あまの邪じや鬼くで気まぐれな男だが、彼が他に類るいを見ない力を持つ魔導師であることは、この国の小さな子供から近きん隣りん諸しよ国こくの名だたる王までよく知られた事実だ。

「その姿でいるときは……忘れるなと言っているだろうが。ほら、さっさと来い」

「……じゃあ、ショーンまた後で」

　みかるはホワイトに引きずられるようにして自分の部屋に戻ってくると、椅い子すに座って何度目かわからないため息をついた。

「……話って？」

「最近のおまえはどうかしているぞ」

「ごめんなさい」

　自分のピンクブロンドの髪かみを手で弄もとあそびながら、みかるは呟つぶやいた。

　フィリップが帰国してからというもの、みかるはぼんやりすることが増えた。そのことで、失敗も増え、周囲を心配させている。

「謝あやまるということは、自覚しているわけだな」

「してるよ。してるんだけど……」

「では、なんだ？」

「フィリップ王子が傷ついた顔で帰っていったのが忘れられないの」

　ついこの間、エレノアに対してフィリップは、本当に真しん摯しな態度で求婚をした。

　それをはぐらかしたのはみかるだ。

　フィリップの真心を踏みにじったような気がして、みかるはずっとあの日のことを後こう悔かいしている。とはいえ、だからといって、求婚を受けられるわけもない。この、いつまでも八はつ方ぽう塞ふさがりな状態は、息苦しくてたまらないのだ。

「エレノアには振られ、無能扱あつかいされたからか？」

「も～やめてよ」

「解決策は一つ」

「……何？」

　ホワイトを見上げると、彼はうっすらと微び笑しようしていた。

「エレノアとみかる、どちらでもいいが、フィリップの求婚を受け入れてやればいい」

「はあ？　そんなのできるわけないでしょ」

「なぜだ？　簡単だろうが。結婚したいというのだから、してやればいい。フィリップも元気になるぞ」

　みかるはピクニックに誘われているわけではないのだ。

　簡単に返事ができる内容なら、もうしている。なのにホワイトは解決にはほど遠い提案ばかりしてくるのだからどうしようもない。

「……私をからかってるの？」

「いや。……では、他に何か解決策があるのか？」

「そんなこと聞かれても…」

　策がないから困っているのだ。

　フィリップが納得してくれるような答えを用意できたらいいのだが、みかるの頭には何一ついい知恵など浮かばない。

「……もう少しましな提案をしてよ。現実にできそうなの」

「私はすでにしているぞ。……だいたい、事情を知らない人間から見れば、エレノアはフィリップを弄んでいるとしか思えないからな」

「ええっ！　そんな噂うわさ、あるの？」

「以前とは状況が変わってきている。スタホードの借金がエレノアの決断を遅らせている原因になっていることは、みな知っている。それをものともしないフィリップの一途な求婚は、また同じように知られているからな。このままエレノアが返事を保留し続けると、せっかくの評判を下げることにもなりかねん」

　確かによく考えると、そういう噂が流れても仕方がないのかもしれない。

　弄んではいないが、フィリップの求婚を決してエレノアは受けないのだから、そう思う人たちがでてくるのは自然だろう。

「……ホワイトの言うこと、すっごくよくわかるよ。もちろん……フィリップ王子の気持ちもわかるけど……王子が本当に好きな相手はいないんだよ。しかも私のお母さん」

「私がフィリップの妻になるわけではないからな。そこまで面倒は見れん。おまえがなんとかすべきことだ」

「……そうなんだけど……もう、私一人じゃどうにもならないところまできてない？」

「今頃気づいたか」

　ホワイトはあっさりとそう言い、クスリとも笑わない。

　まだ笑い飛ばしてくれた方が気持ちも楽になるのだが、あらゆることを達たつ観かんしているホワイトに、それを求めても無理なのだろう。

「……何それ」

「借金返済だけのためにここにいるのなら、さっさとフィリップを振ってやれ。それができないのなら覚かく悟ごを決めろ」

「覚悟……って」

「……聞くな。自分の馬ば鹿かさ加減を証明するだけだぞ」

　たぶん、ホワイトの言う意味は説明されなくても理解している。ただ、その覚悟を決めるにも、様々な問題が残っていることもまた、みかるは知っているのだ。

「姫様、お茶の用意ができました……。あら、ホワイト、ここで何してるの？　ジュリアン様がお探しだったわよ」

　ローラがカップを載のせたトレーを持って入ってくると、みかるの側にホワイトを見つけて、言った。

「ああ、知っている」

　ホワイトはみかるに一度は背を向けたが、肩越しに振り返った。

「いいな、よく考えろ」

　みかるがわかったというように手を振ると、ホワイトはいつものように、姿を消した。

　ローラはテーブルにカップを置いてみかるに勧すすめると、自みずからも椅子に座ってこちらの様子を窺うかがう。

「あのへっぽこと何を話してたの？」

「いろいろ」

「またいじめられたっぽいわね」

「ホワイトは言葉はあんなだけど……一応、私のことを気遣ってくれてるみたい」

「……それは。確かにそうよね。よく考えると、ホワイトってみかるのことは構かまっているわ。今、気づいた。すごいことだわ」

　ホワイトは好き嫌きらいが激しいのか、人によって対応が違う。嫌いやみであっても言葉を返すのはまだいい方で、馬番のマイクなど、恐る恐る声を掛けても、一いち瞥べつすらしない。

　そのためマイクはホワイトの姿を見ると逃げ出すようになった。

　確かにホワイトの冷ひえた眼まな差ざしは、普通にしていても怖こわいし、人間離れした美貌は、異質にさえ感じる。

　もっとも今は、自分のことより借金の問題が優先だ。

「ねえ、ローラ」

「何？」

「私、今日初めて聞いたんだけど、ナジェル・ヘンドリックってどういう人？　この国にお金を貸してくれてるみたいなんだけど……」

「ヘンドリックはこの国の農家に生まれたそうよ。でも十八のときにちょっとした遺い産さんを手に入れて、クリミナのはげ山を買ったの。当時はあんな何もない山を買うなんて馬鹿だって言われてたんだけど、出たのよ、鉱こう石せきが」

「すごい人だね。見てみたい……」

「さっきいらしたんだけど……」

　ローラはどこか遠くを見るような目をして、どういうわけか口元に微笑を浮かべた。

　こういう表情をするローラは珍めずらしい。

「すごく……格かつ好こういいとか？」

「え、いえ。容姿は普通。でもまさに、成金、って感じだったわ。そんなに派は手でにしなくても金持ちってわかるわよ……って言いたいくらい。でも私が気になったのは……」

　今度は、目を三み日か月づき型にして、ローラはにんまりと笑った。

　どうして先ほどからナジェルのことになると、こんな奇き妙みような表情になるのだろうか。

「何？」

「説明するより、見た方が早いかもしれないわ」

「王様は支払いの期限を延ばしてもらおうとしていたみたいだけど……してもらえそうかな」

「どうかしら……そこまではわからないわね。じゃあ、みかるに姿が戻ったことだし、見に行ってみる？」

「うん。見に行く！」

　みかるは侍女の服を引っ張り出して着替えて、ローラと一緒に客間へ向かうと、扉とびらの前にはディーンが立っていた。

　彼は濃い茶色のベストに黒のパンツ、黒いブーツに青のプロテクターをつけている。青紫のマントは鮮あざやかで、金色の留とめ金がねが全体の色を引き締めていた。

　黒髪の毛先はちょっぴりはねていて、金色の瞳を持つ目は切れ長。日焼けした肌はだは健康的な小麦色をしていて、野や性せい味みに溢あふれている。

　もっとも驚くべきことは、ディーンは何か呪のろいをかけられているらしく、昼間は人間、夜になるとオオカミに変身する。ホワイトはその呪いを解とくことができるらしいが、面おも白しろがって放ほう置ちされているそうだ。

「おう、なんの用だ？」

「ううん。ちょっとね……話し合いはどうなったのかな～って思って」

「外まで聞こえてこねえからな。後でショーンに聞けばいいんじゃねえの？　さっき戻ってきて入ったからな。おっと……」

　不意に扉が開いて、ナジェルらしき男が出てきた。

　金きん糸しで刺し繡しゆうがされた真っ白なジャケットに、首からは宝石をジャラジャラぶら下げている。確かに彼はローラの言うように、見るからに金持ちだとアピールしているような装いだ。

　だが問題は、彼の格好ではない。

「……申し訳ないが、僕の挙式に参列していただけないのなら、支払い期限を延ばすことはできませんね。王のお立場はよく理解しているつもりですが、僕の立場も理解してほしい」

　ナジェルはそう言って去ろうとしたが、みかるはあるものの存在に目が釘くぎ付づけになっていた。

　みかるはローラとともに道を譲ゆずるよう脇わきへと下がったが、やはり視線はナジェルの左手から離れない。

　そこにはナジェルによく似たマペットがあって、胴どう体たいは左手の肘ひじ近くまで覆おおっている。どういうわけかナジェルは自分が話すのと同時に、マペットの口もぱくぱくと動かしているのだ。

「……ローラ、あれって……腹ふく話わ術じゆつ？」

「そういうわけでもないみたいよ。でも、何がしゃべってるのかわからなくて不ぶ気き味みでしょ」

「う……うん」

「……そこの女中」

　ナジェルと左手のマペットが扉の脇に立つみかるたちの方を向いた。

　こちらに近づいてくると、ナジェルはマペットを被せた左手とともに、みかるを品しな定さだめするように見つめてくる。

「ええっと……私？」

「みたいね」

「背格好も、瞳の色も……一緒だ」

「あの……」

「名前は？」

「みかる……天あま城ぎみかるっていいます。貴方あなたは……ナジェル・ヘンドリックさんですか？」

「ああ、そうだ」

　ナジェルはマペットとともに笑顔を作る。

　この世界で、いろいろ変な人は見てきたが、マペットと一緒に話すナジェルはその中でもかなり変わっている方だろう。

「……ええっと、じゃあ、あの……人形に名前はあるんですか？」

「ナジェル・ヘンドリックだ」

　こちらの疑問が理解できないのか、それともマペットはそこにあることこそ普通なのか、みかるにはわからない。

　ただ、ナジェルが笑顔で胸を張っていることだけは確かだ。

「みかる、そっとしておくべきことじゃないの？」

「そ……そうかな。うん。そうする」

　ローラにそっと耳打ちされたみかるは、とりあえずマペットのことは無視することにした。
















「ヘンドリック……話はまだ……みかるっ！」

　ナジェルを追って出てきたジュリアンだったが、廊下にみかるやローラを見つけて、目を見開いて驚く。

　どうしてここにいるんだという呆あきれた表情に、笑って誤魔化そうとしたみかるの耳に、ナジェルのとんでもない提案が入ってきた

「王様、提案があります。みかるという女中をしばらく僕に貸していただけませんか？　協力してほしいことがあるんですよ。その代わり、利子は免めん除じよ。支払期限も延ばしましょう」

「そんな話を私が許可するわけなかろう」

「王様、王様っ！　私は構いません。利子免除のためなら、なんだってしますっ！」

　みかるが手を挙げて叫さけぶと、ジュリアンはいつものように困った顔をして、首を左右に振る。

　ディーンは扉の前で立ったままあくびをして、ショーンはそわそわとジュリアンの背後を行ったり来たりしていた。

　ローラといえば、みかるのことを気にしつつ、ナジェルのマペットが気になるようだ。

「いいですよね？」

「……本当に困った子だね。だが、まずは話を聞いてからだよ。……ヘンドリック、君の言う協力とは一体、なんだね？」

「彼女には僕と結婚式を挙げてほしい」

　ナジェルは生き真ま面じ目めな顔のまま、手に持っているマペットの口をぱくぱくと動かした。
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「……というわけで、ナジェルさんに協力することになったんですけど……キャリーさんが逃げ出したのはやっぱりナジェルさんのマペットのせい？」

　ナジェルによるとキャリーは結婚式の二日前に姿を消したそうだ。

　理由も告げず、書き置きの一つも残さず。

「マペットはいいの」

「そこは、いいんだ……」

「……あの人、昔はとてもいい人だったのよ。少し引っ込み思じ案あんで口下べ手ただけど、心の優やさしい人だった。私はそんなナジェルが大好き……だったの」

　キャリーは大好き……と言って、しばらくして思い出したように、だったの……と続けた。

　きっとまだナジェルのことが好きなのだろう。だから後から過去形にしたのだ。

「今は嫌きらいになったの？」

「いいえ……ただ、今のあの人が嫌いなの。ナジェルはお金のことしか考えてない。毎日いくら儲もうけたとか、どこかの大だい臣じんと夕食をともにしたとか、見たこともない大きな宝石を買ったとか。……そんなのどうでもいい。私はナジェルが川かわ辺べに咲いた花を一輪、取ってきてくれるだけで満たされるのに……。今のあの人はつぎ込んだお金の額で、幸せを計はかろうとするの」

　ナジェルから聞いていた話と違うが、みかるはまずキャリーの話を詳しく聞くことにした。

　二人の言い分も聞いた上で、どちらが噓うそをついているのか、みかるは確かめたい。

「結婚式の前に姿を消したのはどうして？　嫌いやなら……もっと前に結婚式自体をやめてしまえばよかったんじゃないんですか？」

「恥はじをかかせたかったの」

　キャリーは目を伏せて寂さびしげな表情でぽつりと呟つぶやいた。

　結婚式を放ほう棄きされたナジェルの方がショックを受けているはずなのに、こうしてみるとキャリーの方が辛つらそうに見える。

「……恥？」

「私……ナジェルは結婚式を中止すると思っていたから……それで少しは私の気持ちをわかってもらおうと思って。でも……花はな嫁よめの身代わりを立てるとは思わなかったわ」

　そこでキャリーはしばらく沈ちん黙もくし、なぜかみかるの方をチラリと見て、どこか言いにくそうに言葉を続ける。

「……しかも……」

「なんですか？」

「なんでもないの。ごめんなさい。ナジェルのことよね……」

　キャリーは余計なことを言ったとでもいうように、両手を振って話題を変えようとする。

「何を言おうとしたんですか？　言ってください」

「え……なんでもないの」

「ううん。何かすっごく大事なことを言おうとしてました。聞かないとなんだか気持ち悪いので、教えてください」

　みかるが身を乗り出して言うと、キャリーは重い口を開いた。けれどその声はやけに小さい。

「……その……みかるって……瘦やせてる」

「むっ……胸のことを遠回しに言うの、やめてよね。そりゃ……キャリーさんはすっごくおっきいけど……」

　花嫁のドレスはみかるの体型に割合上う手まく合ったのだが、胸だけは詰め物をしなくてはならなかったのだ。

　みかるのために作られたわけではないのだが、こういう事実は結構ショックなものがある。

「待って、そうじゃないの。そうじゃなくて、ナジェルは……私に瘦せろって言ったのよ。しかも私のサイズより小さいウエディングドレスを用意して」

「……え～それ、最低じゃないですか」

「もちろん、自分でもプロポーションがいいとは思わないし、もうちょっとくびれが欲しいなあって思うわ。でも……ナジェルの瘦せろっていうのは単なる見み栄えなの。『僕の花嫁なんだからそれ相応にしてもらわないと』って言われて……。だから身代わりは瘦せてる子に依頼したんだと思ったの。それがものすごくショックだったのよ」

　キャリーは自分の身体からだを見下ろし、嫌そうに顔をしかめて、ため息をついた。

　確かにキャリーはみかるよりもふっくらしているが、だからといって太っているようには見えない。ただ、同じ女性として体型が気になってしまう気持ちは、よくわかる。

　みかるだってもっと出るところは出て、引っ込むところは引っ込むメリハリのある体型にあこがれているのだが、理想と現実はいつもかけ離れている。

　とはいえ、ナジェルがみかるを身代わりに選んだ理由は違うのだ。

「あの……理由はそこじゃなくて、髪かみの色とか背せ丈たけ、目の色が似ているからだってナジェルさん言ってました。……それに私、瘦せてるんじゃなくて……その……胸がないから瘦せた感じに見られるけど、二にの腕うでも太ももも結構……きてる」

「そこって瘦せるの難しいのよね」

　キャリーはパッと表情を明るくさせて、自分の二の腕を摑つかんで、笑った。

「うん、わかります～」

「私の家は昔からこの国で野菜を作って生計を立ててるの。姉し妹まいも多いわ。私も姉がそうしてくれたように、片腕に妹、背中に弟をおんぶして、朝早くから夜遅くまで手伝ってきた。そのせいか腕や足にも立りつ派ぱな筋肉がついてる。そんな私がどうして、貴族のお嬢様みたいにスタイルよくドレスを着こなせると思う？」

　みかるもここに来た当初、ローラに手伝ってもらって、母親の衣い装しようをいろいろ着てみたが、どれもこれも似合わなかった。

　それは容よう姿しとは別問題で、小さい頃からドレスを着る環境になかったためだ。いきなり煌きらびやかなドレスを着ても、似合う以前に馴な染じむわけがない。そのしっくりとこない違和感がどれほど居い心地ごこち悪いか、当事者でなければわからない。

「……そのことナジェルさんに話してみたんですか？」

「何度も。でも全然わかってくれないの。いつだって僕にふさわしい女性になってほしいって言うばかり」

「そっか……すっごく難しいね」

「ナジェルに伝えてくれる？　貴方あなたに似合う女性を見つけて、結婚してほしいって」

　キャリーは笑っている。それでも瞳に寂しげな光が灯ともっているのをみかるは見み逃のがさなかった。

　どちらかが本気で嫌がっているのなら、みかるもそっとしておくつもりだった。だが、この二人はまだなんとかなりそうだ。

　しかも二人を上手く仲直りさせると、また少し借金を減らしてもらえる可能性がある。

「キャリーさん、一つ確認させてもらっていいですか？」

「キャリーって呼んで。あと『です、ます』もやめて普通に話してくれる？」

「じゃあ、キャリー。ナジェルさんのことはもう嫌いになったの？　顔も見たくないほど」

「いいえ。今のナジェルが嫌いなだけ」

「仲直りしたいと思ってるのなら、私でよければ力になります。ううん。ならせてほしいの」

「……ねえ、みかる。どうして今日会ったばかりなのに、こんなにも真剣に聞いてくれるの？　もしかしてナジェルにお金を渡されたりしていない？」

　どこか疑いの目をキャリーから向けられ、みかるは肩を竦すくめた。

　直接お金を渡されたわけではないが、利り子しを免めん除じよしてもらえるというのは、見方によって同じととられる可能性もある。誤解されたくはないが、キャリーにとって同じことになるだろう。

　ここで噓うそをついてみかるはキャリーを傷つけたくなかった。

　今、このことで傷つけてしまったとしてもだ。

「ごめんなさい。実は……二人の仲を上う手まく戻すことができたら、スタホードがナジェルさんにしている借金の利子を免除してもらえる約束をしたんです。私いつもはエレノア姫の侍じ女じよをしているんだけど、お城の財政状況も自然と耳に入ってくるから、私でできることなら協力しようと思って。……こんなことを打ち明けられたらキャリーが腹を立てるのはわかってるんだけど……だからって噓をつきたくなかったの」

　たぶん、普通の人は隠す情報だろうが、みかるはあえてキャリーに打ち明けた。こういうことは後から発覚すると信用を失い、正しかったことまで信じてもらえなくなる。

　キャリーは素す敵てきな女性だとみかるは話していてわかった。一見、おっとりした感じだが、話してみるととても共感できることばかりで楽しく、考える目線が同じなのがわかる。

　この二人が上手くいかなかったとしても、みかるはキャリーと友達になりたい。そういう相手に噓はつきたくなかった。

「みかるは正直なのね。じゃあ私も正直に言うわね。少しショックを受けたわ」

「本当に……ごめんなさい。あの……やっぱりこういうのよくないよね。でもね、私の事情はちょっと忘れて、聞いて。私から見てナジェルさんは本当にキャリーのことを愛しているように見えるよ。本当にキャリーはナジェルさんと別れてもいいの？」

　みかるが身を乗り出してキャリーを見つめると、さっと視線を逸らした。まるで都合の悪いことを聞かれて知らぬ振りを決め込んだようにも思える。

　やはり本気で別れたいと考えているわけではないのかもしれない。

　他に何か理由があるのだろうか。

「ねえ、キャリー……」

「……待って、じゃあ王様はナジェルからお金を借りていて、利子を支払っているの？」

「え……あ……うん。払ってるけど、今はちょっと滞たい納のうしてるの。王様は踏ふみ倒すつもりなんて毛もう頭とうないんだよ。でも……この二年、この国がどれほどひどい状況だったのか、ここで野菜を作ってるキャリーにはわかってもらえると思うんだけど……」

　ジュリアンから聞くところによると、干かんばつの被害が一年続いた頃、ナジェルの方から金を貸すと申し出があった。最初は断ったが、干ばつの被害が予想よりひどく、申し出を受けたそうだ。

　ジュリアンが乗り気ではなかった理由は、そのことを利用し、ナジェルが王と懇こん意いにしているという噓を、商売に利用するのではないかと危き惧ぐしたからだった。

　だからジュリアンはナジェルの結婚式に招待されても参列しなかったのだ。

　金貸し屋のライオネルを復興大臣にしたことについては、ジュリアンが彼の父親を昔から知っていて、陰では慈じ善ぜん事業を行っていることを知っていたからだった。

　ライオネルもまた、見た目や話し方は奇き抜ばつだが、父親の意思を継ついで、様さま々ざまなことを無む償しようで行っている。そんなライオネルだからこそ、復興大臣の肩書を許可した

「いいえ。私が呆あきれてるのは、王様に利子をつけてお金を貸したこと。あの優しい王様に利子までつけて貸すなんて……」

「……え～っと……」

「ジュリアン様は素す晴ばらしい王様よ。ひどい被害を受けた家には税金を免除してくださったし、私の家もそうだった。災害用の貯ちよ蔵ぞう庫こを開けて全部、空からにしてしまったことも知ってるわ。王様なのに畑を耕たがやして、身の回りのこともご自分でなさっているそうね。国民はみんなそれを知ってるわ。そんな素晴らしい王様のいる国で育ったのに、どうして利子なんて取ることができるの？」

「ううん。それはいいの。借金返済の秘ひ訣けつ、第三十条。『ただより高いものはない』……っていうの。王様はあくまで貸し借りだけの関係でいたいだけだから」

　ジュリアンのことをこんなふうに思ってくれているのを知ると、みかるはとても誇ほこらしい気持ちになれる。ただ、キャリーに誤解はしてほしくなかった。

「借金返済の秘訣……そんなのあるの？」

「あ、パ……お父さんの信条みたいなものなの」

「すごいね、みかるのお父さん。……確かにそのとおりだと思う。でも……昔はあんな人じゃなかったのよ。心優しい人だった。小鳥が怪け我がをしてうずくまっていたら、家に連れ帰って、介かい抱ほうしてあげるような人。王様にだってお金を貸すんじゃなくて、寄き付ふしていたはずよ。でも今のナジェルは、怪我をした小鳥を見つけても、きっと無視するでしょうね」

「キャリー……私でよかったら力になるよ」

「ありがとう……でも……」

　寂しげにうつむくキャリーに、みかるは椅い子すから離れて側に近づくと、そっと肩に触れた。キャリーはみかるを見上げたが、視線はすぐさま玄げん関かんに向けられた。

「きゃ～っ！　あれ、あれは何!?」

　キャリーの指差す方向を見ると、ジャスパーが扉とびらの隙すき間まからのぞき込んでいた。扉を勝手に押して開けたようだ。

「ジャスパーっ！　ごっ……ごめんなさい。怖こわい顔をしてるけど、マンティ・ゴーラっていう、馬みたいな動物で、闇やみ雲くもに危き害がいは加えないと……思う」

「ぶほっ……ぶぶぶ……ぶふっ！」

　ジャスパーはエルフの守護馬とも呼ばれるマンティ・ゴーラという生き物だ。

　もともとはみかるの母、エレノアを守護していたのだが、今はみかるを守護してくれている。

　一応馬の顔をしているものの、口の端に鋭するどい牙きばが生はえている。目は金色をしていて、首に金色のたてがみはあり、鱗うろこのような硬かたい皮ひ膚ふが重なっていた。節ふしの太い足には蹄ひづめはなく鶏にわとりのような尖とがった爪つめが生えている。

　きっといつまで経たっても戻ってこないみかるを迎えに来たのだろう。

「そうなの……怖い顔をしてるけど……見慣れたら可か愛わいいかも……」

　そう言いながらもキャリーはジャスパーに近づくことなく、椅子から腰を上げて部屋の隅に下がっていた。

「ごめんね、キャリー。……でも私、そろそろおいとましなくちゃ。あ、この服のことだけど」

　みかるはぐいぐいとジャスパーを家の外へ押しやる。そんなみかるにジャスパーは鼻息を吹きかけてくる。

「服のことなんて気にしないでいいの。あ、みかる、ナジェルにはこの場所のこと、内ない緒しよにしてね」

「わかってる。ナジェルさんのことは任せて」

　みかるはウェディングドレスを丸めてようやく抱える。

「ありがとう……でも……。いいえ、なんでもないわ……」

　扉が閉まる寸前に見たキャリーは、とても悲しげに目を伏せていた。
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　ジャスパーに乗って城へ戻ると、ローラが表で待っていて、みかるの姿を見た瞬間、駆かけ寄ってきた。

「みかる～っ！　よかった……ちゃんと戻ってきて。もう……幸しあわせ仮か面めん様に連れ去られたときはどうしようかと思ったわよ」

「ごめんなさい。私もどこに連れて行かれたのかあんまりよくわからなくて……でもジャスパーが迎えに来てくれたから、帰ってこられたの」

「ホワイトが行かせたのよ。ジャスパーならちゃんと迎えに行くって。ホワイトが宥なだめなかったら、ジュリアン様は本気で兵を再さい雇こ用ようして、幸せ仮面様を追いかけたでしょうね。ナジェルよりジュリアン様の方が動揺していたわよ」

　みかるはジャスパーから下りて、周囲を見渡した。本来ならローラと一緒に待ってくれているであろう、ジュリアンやショーン、ディーンの姿がない。

　ジャスパーといえば、みかるを迎えに行って満足したのか、機き嫌げん良さそうに馬ば房ぼうの方へと戻っていく。

「……王様やみんなは？」

「ギリギリまで待っていらしたけど、少し前にクリミナに向かわれたわ。ショーンとディーンを連れてね」

「クリミナ？」

　クリミナはノークレーブスに次つぐ大国で、みかるとそりの合わないイザベルがいる。彼女もフィリップが『婚こん約やくの華はな』を交かわす五人の姫のうちの一人だ。

「ええ。十年に一度のお祭りがあって、諸国の名だたる王はみな招待状が送られてるはずよ。ノークレーブスの名代でフィリップ王子も行かれるわ。聞いてなかったの？」

「え……あ、うん。知らない」

　ジュリアンからそういう話は聞いていないし、他の誰からも知らされていない。とても大切なことなのに、みかるだけ知らされていなかったことに、寂しい気持ちになる。

「相手がほら……あのはしたない女がいる国だから、みかるに話せなかったのよ」

「そっか……だから……」

　問題は、幸せ仮面に扮ふんするフィリップも、クリミナに行くことは教えてくれなかったことだ。もちろんみかるに話す必要もないだろうし、知らなかったからといってみかるが落ち込むこともないはずだ。

「どうしたの？」

「ううん、なんでもない。……それであの後、ナジェルさん、どうなった？」

「呆ぼう然ぜんとしてたけど、すぐに気を取り直して、ぱくぱくやってたわよ。みかるを追うのも止めたのは私なんだけどね。ほら……相手はみかるとお友達の幸せ仮面様だったから、追っても無む駄だだろうし、あの方が女の子を傷つけるなんてあり得ないでしょ。でも……ヘンドリックさんは最初からなんとなく予想してたのか、意外と平静よ」

　ローラはようやくホッとしたのか、みかるにも聞こえるような安あん堵どのため息をついて、赤い髪を搔かき上げた。

「……実は幸せ仮面様はナジェルさんの婚約者に頼まれて、私を式場から連れ出したの。その……婚約者のキャリーさんにも会ってきた」

「えっ、そ……そうなの。で、どうだった？」

　みかるはキャリーの隠れ小屋に行ったことや、そこで話した内容をローラに説明した。

　笑顔だったローラだが、すべてを聞き終わる頃には、困惑した表情になっていた。

「そういう問題にはあまり首を突っ込まない方がいいと思うんだけど……恋愛って複雑だし」

「だめだめ。身代わりの花嫁が失敗しちゃったから、このままじゃ利子をなしにしてくれるどころか、全額今すぐ支払えって言われるよ。もちろんこっちの約束は果はたしたんだから、利子は免除してもらうけど……。ただ、二人を上手く仲直りさせたら、もっと返済を待ってくれるかもしれないでしょ？」

　とは言いつつ確かに借金のことも気になるのだが、みかるはキャリーの力になりたいのだ。

　余計なお節せつ介かいかもしれないが、どうしても放っておけないのだから仕方ない。

「……みかるは言いだしたら聞かないのはわかってるんだけど……ジュリアン様は、みかるが戻ってきたら、とにかくこの件に首を突っ込むのはやめるように説得しなさいと、私、きつく言われているのよ。いつもなら許してくれたでしょうけど、しばらくお城を不在にされるでしょう？　ホワイトが残っているといっても、いるのかいないのかわからない、へっぽこだしね。だからみかるのことが心配なのよ」

「私は借金返済が優先」

「……じゃあ一週間よ、みかる。ジュリアン様がお戻りになるまでの間だけ」

「ありがとう、ローラ！」

　満面の笑みでみかるはローラに抱きついた。

　ローラは苦笑しつつも、みかるの肩をねぎらうように叩たたいてくれた。みかるにとってローラは頼りになる姉のような存在だ。

「ねえ、例のマペットについては聞けたの？」

「それが……どういう理由かわからないんだけど、あれは問題ないみたいなの。キャリーに話題を振っても軽く流されちゃったし……。だからね、私、この世界にはああいう言葉の伝達方法を持つ人たちがたくさんいて、不思議じゃないのかなあ……って思うようにしてたんだけど」

「やだわ、みかる。そんな人たちがいるわけないでしょ。まあ……私としてはあのマペットが原因で花嫁が逃げたんだろうと思ったけど……違うのね」

　みかるもマペットが問題のような気がしたが、キャリーはそれについては触れなかった。ある意味驚くべきことなのかもしれない。

「うん。それでナジェルさんは？」

「客間で待っているわ。ボディーガード二人つけてね」

　ローラの言葉を聞いて、みかるはすぐさま客間に向かった。

　そこではナジェルが怒いかりで顔を赤くしたまま、左手のマペットの口をぱくぱくとさせていた。

　みかるは怒ど鳴なられるのを覚悟で脱いだウェディングドレスを持って中に入ると、おずおずと口を開く。

「……あの～ただいま戻りました」

「そのワンピースはキャリーのだな。見覚えがある。やっぱりキャリーと共きよう謀ぼうしていたんだなっ！　それで僕に恥をかかせて、いい気分だったかい？」

「え……違います。キャリーが幸せ仮面様にお願いして、私を……というより、ナジェルさんの用意した偽にせ物ものの花嫁を連れ出すように頼んだみたいですけど」

　みかるはナジェルの向かい側の椅子に座り、脇わきにドレスを置いてあくまで冷静に、淡たん々たんと話した。

　相手が興奮しているとき、自分まで興奮すると収拾がつかなくなるからだ。

「……僕なりにキャリーが少しでも納得してくれるよう努力はしたし、彼女の話に耳も傾けてきたつもりだよ。なのにあれほどの人の前で恥をかかされるいわれはないだろう。ああ、利子免除の話は白はく紙しだからそのつもりで」

「それは納得できません。聞いてください。幸せ仮面様のことはキャリーが手配したの。でも私はナジェルさんの頼みをちゃんと聞いて、苦しいコルセットとドレスを着て、結婚式に出たわ。だから利子の免除は当然だと思います」

　みかるははっきりと、さらに毅き然ぜんとした態度でそう言った。

　ここで引くわけにはいかないのだ。

「はあ～？　君、利子がどれだけあるか知ってるのか？　あんな無ぶ様ざまな結婚式のために僕はどれだけ金を投資しなくちゃならないんだ？　冗じよう談だんはやめろ」

「ね、話を聞いてきたんだけど、キャリーは関係を修復したいって思ってる。これはオプションで、私が力になります。もちろん無料奉仕で」

　もしナジェルがキャリーに対し、愛情があるなら絶対に嫌とは言わないと、みかるは考えた。逆に、興味を少しも示さない場合は、ナジェルの気持ちには期待は持てないことになる。

「……」

「キャリーはすっごく後こう悔かいしていました。ナジェルさんのこと、本当は好きなのにそう言えない気持ち。私は同じ女性だからよくわかります」

　みかるがそう言うと、ナジェルはチラリとこちらに視線を向け、左手のマペットの口を動かした。

「……キャリーは……どうしたいって言ってるんだい？」

「待ってください。まずはナジェルさんの言い分を聞かせてもらえませんか？」

「今すぐ、お茶をご用意します」

　ローラがそう言って客間から退出するのと同時に、ナジェルはボディーガードに廊ろう下かへ出るように指示した。

　ひとまず二人きりになると、ナジェルは周囲を見るように、マペットを回す。

「ここは……女中がいないのかい？」

「この国は貧びん乏ぼうなので城には人を雇やとえないんです」

「そうだった。ああ……キャリーのことだったね。昔のキャリーはあんなにわがままじゃなかった。優しくて思いやりに溢あふれた女性だったよ」

「……わがまま……？」

　みかるが話した限りでは、キャリーはわがままな女性には思えなかった。

　なのにどうしてナジェルが、こんなふうに吐き捨てるように話すのか、わからない。

「そうだよ。僕はキャリーのために必死で働いてここまでになった。そして、ここまでくるまで、キャリーはずっと僕を支ささえてくれたんだ。貧乏で食べる物にも困ったときも、キャリーは嫌な顔一つせず、側にいて、あるもので我が慢まんしてくれた。一緒に鉱こう山ざんを掘ほることもあった。だから僕はがんばれたんだ」

「愛がなければ苦労をともにできないですよね。キャリーは本当にナジェルさんを愛しているんですよ」

「それは過去だ。今じゃあ、大事なパーティはすっぽかす、欲しがっていたから買った宝石をいつの間にか質しちに入れている。僕の支えになってほしいのに、彼女はいつだって自分が優先で、僕のことは後回し。僕だってすべて言うとおりにしてほしいなんて思ってないさ。キャリーは立派に自立した女性で、自分の意見をしっかり持っている。彼女が金持ちに対してあまりいい感情を持っていないこともわかっている。でもそれと、僕に恥をかかせて価値を下げることは、別物だと思わないか？」

「……そうですけど」

　ナジェルの言うことを聞いていると、とても噓をついているようには見えない。

　本当にキャリーを愛しているが、同時に彼女の行動に腹を立てている。

　もっとも彼の言うことをすべて信じると、キャリーは性格の悪いわがままな女性になってしまう。

「だいたい、結婚式の日も本当はクリミナの祭りの開催式に招待されていたのをキャンセルして、彼女がこの日がいいと言うから、スタホードに戻ってきたんだ。わざわざ僕に恥をかかせるためだったとは思いも寄らなかったがね。全く……クリミナの王からせっつかれている鉱石もまだ見つけられてないっていうのに……。僕はね、忙しくてもできるだけキャリーを優先してきたんだ」

　マペットの口をぱくぱくさせて話すナジェルが、噓をついているようにも思えないが、みかるには一番知りたい疑問があった。

「……一つ聞いていいですか？」

「ああ、いいよ」

「私が着たこの花嫁衣装って……キャリーが着るはずだったんですよね？」

　みかるはドレスを広げ、ナジェルに見せた。

「そうだけど」

「キャリーにはちょっと……小さいかな～って思うんですけど、サイズ間違えました？」

　ちょっとどころかかなり厳しいサイズだったが、一応、気を使ってみかるはやんわりとした表現で聞いた。

　けれどナジェルは顔を真っ赤にさせて、マペットの口を激しく動かす。

「あ……僕が瘦せろって言った話を聞いたんだなっ！」

「ちょっとだけ」

「あれは彼女が自分で選んだドレスだよ。僕は最大に気を使って、少し小さいと伝えたけど、式までに瘦せると言ったのは彼女だ」

　どうもこの二人の言い分には差がありすぎる。どちらが本当のことを言っているのか、彼らに会ったばかりのみかるには判断がつかない。

「その顔……キャリーの言い分は違うみたいだけど、僕は噓などついていない。どちらを信じるか、どちらも信じないか、好きにしてくれていいさ」

　ナジェルがそう言って自由な右手で頭を搔いていると、ローラがトレーにお茶の用意をして戻ってきた。

　だがナジェルはカップがテーブルに置かれる前に椅子から腰を上げる。

「申し訳ないが、お茶は遠えん慮りよしよう。そろそろ帰らせてもらうよ。ぶち壊された結婚式の後始末が山のように残っているんだ。用があったら港の高台にある屋や敷しきに来るといい。ああ……あの屋敷もキャリーのために建てたんだけどね」

「わかりました。……ところで、あの～。そのマペットなんですけど……」

　ずっと気になっていたナジェルのマペットのことをみかるが意を決して尋ねると、彼はマペットをこちらに突き出して、口を動かす。

「ナジェル・ヘンドリック」

「そう……そうでした。じゃあ、私の方からまた伺うかがいますね。あ、ドレスをどうぞ」

　マペットは触れてはならない領域なのかもしれない。

　みかるはマペットのことを無視することにしてナジェルにドレスを渡すと、愛あい想そうよく笑顔を取り繕つくろった。

「キャリーから謝罪がない限りは……許すつもりはないと伝えてくれ。もっとも……新しい相手を探した方が早いのかもしれないが」

　それはとても辛しん辣らつだったが、ナジェルの表情は、自分で告げたはずの言葉に傷ついているように見えた。

「……」

「せっかく淹いれたんだから飲めばいいのにね。……それで、みかるはどうするつもり？」

　ナジェルがボディーガードを引き連れて帰っていくと、ローラは彼が座っていた席に腰を下ろし、彼に淹れた飲み物を口に運んだ。

「できれば二人できちんと顔を合わせて話し合うのが一番だと思うんだけど……」

「あ～それはきついわね。とっくみあいの喧けん嘩かになって、行くところまで行ったら、修復は難しいわよ。それより、どうしてこじれちゃったのか、本当の理由を探すのが先決ね。みかるも飲んだら？」

「ありがとう。……明日、キャリーの家へもう一度行ってくる」

　ほろ苦くも甘いお茶を一口飲み、みかるはどうすればいいのか、考えた。

　二人を会わせるのが得とく策さくではないのなら、どこから攻めたらいいのだろうか。

「私は放っておいてもいいと思うけど、ま、彼らの問題はとりあえず置いて、夕食の準備をしない？　今日はどうせ三人だし……」

「そうだね。……ねえ、ローラ。王様がこんなふうに他国に行くことって頻ひん繁ぱんにあるの？」

「……うちは留る守すを守る人間がいないから、よほどのことでない限り、ジュリアン様はお断りになっているわ。でも……」

　ローラは意味深な視線をこちらに向け、一瞬で逸そらす。何か言おうとして、やめたとでもいうような様子に、みかるは引っかかった。

「どうしたの？　何か言いたそうだけど……」

　じっとみかるがローラを見つめていると、しばらく逡しゆん巡じゆんした後、口を開いた。

「あのね、どうせすぐにみかるも知ることになるから……今、話すわ」

「……うん。何かあったの？」

「ジュリアン様がクリミナに行かれたのは、そこにフィリップ王子がいらっしゃるからよ。みかるのいない場所で、話を聞きたかったこともあるの」

「どういう話？」

　ローラはカップのお茶を飲み干すと、膝ひざの上で両手を組んだ。

　真ま面じ目めな話だという意味だろう。

「クリミナから届いた招待状と、ノークレーブスの王から届いた親書を読まれて……まずはフィリップ王子の真意を確かめたいとおっしゃって……。まだみかるには知らせないよう、言われていたんだけど……」

「どんな内容？」

「……フィリップ王子との『婚約の華』終了の知らせ」

「終了って？」

「フィリップ王子が『華の誓ちかい』を立てられるってことよ」

『華の誓い』は婚こん姻いんを意味する。

　エレノアにそういう話はないため、フィリップは別の女性と『華の誓い』を立てるのだろう。

　フィリップはいずれエレノアではない相手を選ぶ。

　こういう未来を想像したことはあるが、こんなにも早く現実になるとは予想もしなかった。

「クリミナのお祭りに行くってことは……もしかしてイザベルと？」

「お祭りはもともとあるものなの。ただ、大きなお祭りだし、もしかするとそこで動きがあるんじゃないかって、ジュリアン様はおっしゃっていたわ。でも……フィリップ王子がどこの姫と『華の誓い』を立てられるのかまでは、書かれていなかったそうだけどね」

　みかるが、フィリップを好きだという気持ちは、みんなにばれている。けれどそれがどうにもならないこともみかるは理解している。

　ジュリアンの気持ちはとてもありがたいが、最初に相談してくれていたら、クリミナになど行かずにすんだのだ。

「……よかったじゃない。だって向こうから解消とか終了されたら、援助金は返さなくていいんでしょ？」

「そうだけど……本当にいいの？」

「いいよ。だって、これで丸く収まってよかったんだよ。もともと本物のエレノア姫はいないし、ずっとこのままフィリップ王子を騙だまし続けてるわけにはいかないし……」

　みかるはずっと『婚約の華』を終わらせたかった。

　そうすれば少しはフィリップを騙しているという罪ざい悪あく感かんが減るように思えたからだ。

「あのね、みかる。私たちはずっとみかるに頼ってきたでしょう？　今度は私たちがみかるのために何か行動をしたいって思っているの。だからね、結果はおいて、みかるがこうしたいって希望があったら、なんでも言ってちょうだい。私たちできる限りのことをするわ。ううん。させてちょうだい」

「私は自分がしたいと思ったことをしてきただけだから、頼ったなんて言わないでほしいの。それにもし私がエレノア姫に変身していたことがフィリップ王子に知られたら……とても傷つかれるのはわかってるし……。だからこれで……いいの」

　一度は、辞退できた『婚約の華』が今度はどういう形で終えられるのか、ある意味悩みの種だった。こんなにすっきりとした形で終了したのだから、願ってもないことだ。

　ただ、寂しいという以上の感情がみかるの中に生まれて、胸をチクチクと痛める。

「……みかる……」

「この間のこともあって……きっとフィリップ王子は決められたんだと思う。そりゃあ……イザベルが相手だったらすっごく嫌だけど……。いつかはどうにかしなくちゃならないことだったんだもん。……ね」

「……わかったわ」

「やだな～気を使わないで、もっと早く言ってくれたら……王様のこと止めたのに」

　そう言いつつ、ジュリアンがフィリップとどんな話をするのか、気になっていることも確かだ。孫可愛さにあまり強く主張しないでほしいのだが、スタホードに残されているみかるに、言えることなど何もない。

　ただ、フィリップとは今晩、会えるかもしれないのだ。そこで『婚約の華』のことを聞けるかもしれない。

「あのおっとりされてるジュリアン様が今は一番、行動派なのよ」

「ほんと、いいのに。でも……その気持ちがすごく嬉うれしい。ありがとうローラ」

「なんだかしんみりしちゃったわね。とにかくジュリアン様がお戻りになったら……いろいろわかることもあるわ。とりあえず、私は腕によりをかけて夕食を作るわね」

「うん。すっごく楽しみ」

　その日はローラと馬番のマイクと三人で夕食を摂とり、みかるはフィリップがやってくるのを待った。

　キャリーのことで遅くなっても城へ来ると言っていたからだ。

　もっとも、フィリップに会って、『婚約の華』のことを聞けたとしても、自分のことを話せるわけでも聞けるわけでもない。

　自分の気持ちがどこまで本当のものか、海かい賊ぞくの宝を探してフィリップと一緒に旅をしたことで、わかった。けれどフィリップは、どれほどみかるに優しく接してくれたとしても、あくまでエレノアの侍女であるみかるに対して、よくしてくれているだけだ。

　もしかするといい友達くらいには思ってくれているかもしれない。だが、みかるがエレノアの侍女であることを知るフィリップが『華の誓い』を立てる事実を、昼間会ったときに教えてくれなかったこともあり、友達というのも怪あやしいのかもしれない。

　だいたい、みかるはこの世界の住人ではないし、いずれは帰らなくてはならない。

　フィリップのことはとても好きなのだが、妻になる自分は想像できないし、王子の后きさきという肩書は、あまりにも不似合いだ。

　自分の世界で考えると、日本人の平へい凡ぼんな高校生が、イギリス王室の一族に加わるという、万に一つの可能性もない出来事に匹ひつ敵てきする。

「どう考えても……ないよ、そんなの……」

　こうやっていろいろ想像しても、フィリップとの将来は、友達以上のものにはなり得ない。

　むしろ、出会ったことだけでも奇き跡せきなのだ。

　借金返済ができたら、架か空くうのエレノアをエルフの国へ向かわせ、みかるは実家に帰る。長い休みができたら、この世界にやってきて、みかるとして過ごせばいいのだ。

　もし叶かなうのなら、フィリップとは友人として会いたいが、きっと難しくなるだろう。いずれ風の便りで元気にしていることを知る程度になるはずだ。

　それが最初からわかっていた結末のはず。

　どうにもならないことで、ショックを受けることもなければ、思い悩むこともない。

　フィリップが幸せ仮面として訪れても、普通に話せばいいだけだ。

　いつもどおり笑顔で『華の誓い』のお相手は誰なんですか？　と、聞けばいい。

　教えてもらったら、あとはおめでとうと伝えるだけ。

　だがその夜、フィリップが訪れることはなく、みかるは枕に顔を埋うずめ、少しだけ泣いた。
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　翌日、いつもよりは遅い時間だったが、みかるはローラの絶ぜつ叫きように近い声に起こされた。けれどみかるはくるまっている毛もう布ふから顔を出せず、ぐずるように潜もぐり込む。

「みかる、起きてっ！　起きなさいってっ！」

「う～ん……ローラ。昨夜ゆうべ遅かったの……王様もいないし、もうちょっと寝かせて～」

「だめっ！　だめよ。とんでもないことになってるのよっ！」

　毛布が無理やり引っ張られ、みかるは渋しぶ々しぶ身体を起こした。それでも目はすぐに開かず、みかるは何度も目を擦こする。

「ん……何？」

「いいから……ちょっと来てっ！」

　パジャマ姿のままみかるは引きずられるようにして、廊下の突き当たりから城の玄関側にあるバルコニーへと出た。

　ローラはそこでみかるにバルコニーの下を見るよう促うながしてくる。

　身を乗り出すように下を眺ながめると、大変な騒さわぎになっているのが見えた。

　高貴な人が乗っているだろうと思われる六頭立ての立派な馬車を筆ひつ頭とうに、ぞろぞろと荷馬車が連つらなる。荷馬車には資材が乗せられているもの、食料が乗せられているもの、家具が乗せられているものなど、様々だ。

　また付き添う兵も多いが、使用人たちの姿もかなり見られる。

「……ええっと……あれ何？」

「ノークレーブスご一行様よ」

「ローラ。意味がわからないんだけど……」

「今、マイクに相手をさせてるの。『王様は不在で、え～僕、馬番なんでわかりません～』って馬ば鹿かくさくね。とにかく時間を稼かせいでいるんだけど、みかる、どうする？　どうしたらいいと思う？」

　あまり動ずることのないローラが、何度も下をのぞいては「どうする？」と聞いてくる。

　だが、みかるには、まだよく状況がわからないのだ。

「ローラ……興奮しすぎ、落ち着いて。私、まだよくわからないんだけど……あれはどういう人たちなの？」

「そう、そうだった。あのね、フィリップ王子のお兄様、ノークレーブスの第一王子エイデン・レノックス様がいらっしゃっているの。ほら、あれよ。細身で背の高い黒髪の人」

　上からはよく見えないが、一人だけやけに立派な衣装を纏まとった黒髪の男性が目に入った。

「……お兄さん？　クリミナのお祭りはノークレーブスにも連絡が当然いってるだろうし、うちの王様がいないのご存じだよね？」

「問題はそこよ。そこなのよ」

　ローラは人差し指を立てて上下に振るが、目が泳いでいる。理由がローラにも予想できないからのようだ。

「それで……フィリップ王子のお兄さんが何しに来たの？」

「言わないのよ。身分の低い召めし使つかいとは話さないそうよ。やだわ～ああいう偉えらそうな奴やつ」

「でも、うちで身分の高い人って……王様しかいないし」

「エレノア姫を忘れないで」

「あ……そっか」

　やはり寝起きは頭の回転がよくない。

　あともう少し経てば、いろいろ考えることもできるのだろうが。

「じゃあ……変身してくる……」

「待って、変身はまだよ。よく見て、あれだけのお付きの人と兵士を連れているの。荷物も多いわ。変でしょう？」

「……そういえば、そうだよね。なんか……食料袋まで運んでない？　この城でパーティでもする気なのかな……」

「なんだか嫌な予感がするわ」

　二人で何度も下を見下ろしため息をついていると、ホワイトがどこか不機嫌な顔で、背後に現れた。

「おい、エイデンを待たせているのは、焦じらし作戦か」

「あ……ホワイト。おはよう」

「もう昼になるぞ。朝の挨あい拶さつなどしてる場合か。それより……焦らしはどうなった？」

「焦らす？　こっちが焦あせってんのよ。私じゃ話にならないそうよ」

　ローラが負けず劣おとらず不機嫌な顔で言うと、ホワイトはフンと鼻を鳴らした。

「私が話してきた」

「早くそれを言いなさいよ」

「やっぱりホワイトとは話すんだ」

「当たり前だ。おい、状況を把は握あくしているか？」

　まだ少し眠気が残っているみかるに、ホワイトは眉み間けんに皺しわを寄せ、こちらをのぞき込んでくる。

「え……うん。どうしてフィリップ王子のお兄さんがいらっしゃったかってことだよね？」

「エレノアに求婚するために来たそうだぞ」

　表情の一つも変えず、ホワイトはさらっと驚くべきことを口にした。

　みかるはローラと顔を見合わせ、ワンテンポ遅れて声を上げた。

「は────っ!?」
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　昨夜ゆうべ、みかるに会いに行くと約束したのに、出発の準備に追われ、結局クリミナ行きの船に乗るしかなかったフィリップは、そのことが頭からずっと離れなかった。

　キャリーのことを押しつけた形になってしまって、悪い気がしているのだ。みかるはとても面倒見のいい子だ。よくしてくれていることはわかっているから、フィリップはクリミナに到着してからもずっと気にしていた。

　何かクリミナの土産みやげを買って、みかるにプレゼントするのもいいかもしれない。

　クリミナは鉄製品が有名だが、だからといって鍋なべのプレゼントはあまりにも色気がない。

　土産には何がいいか考えていると、部屋付きの召めし使つかいが来客を告げた。

「スタホードのジュリアン・ソールズ王がお見えになりました」

「お通ししてくれ」

「かしこまりました」

　しばらくして召使いはジュリアンとショーンを連れてやってくると、一礼して次の指示を待つ。

　フィリップはジュリアンに椅い子すを勧すすめ、召使いに飲み物の用意をするよう告げた。ショーンはジュリアンの背はい後ごに立ち、自みずから仕える王の安全を守っている。

「先日はいろいろありがとうございました」

「……フィリップ王子、すまないが、挨あい拶さつよりも先に話をさせてもらってもいいかね」

「ええ、何かございましたか？」

　召使いがテーブルにカップを並べ終えるのを待たず、ジュリアンは珍めずらしく困こん惑わくした表情で切り出した。

「君の父上から二日前、親書をいただいた。その内容について答えていただきたい」

「……私の父からですか。ジュリアン王に親書をお送りしたという話は聞いておりませんが、何か問題でもございましたか？」

　父がジュリアンに親書を送るという話は聞いていなかったが、長い間スタホードに居い座すわっていたから、それについての礼状だろうか。

「実は……」
















　ジュリアンが口を開こうとするのと同時に、召使いが遮さえぎるように名を呼ぶ。

「フィリップ王子」

「大切な話をしている最さい中ちゆうだよ」

「申し訳ありません。ですが……イザベル姫がどうしてもお会いしたいとのことです。今すぐにと」

　召使いは本当に申し訳なさそうな顔で言う。

　本ほん来らいなら考えられないことだが、彼らにとって一番の主人はクリミナの王でありその家族だ。主人の命令は絶対だろう。

「私は構かまわないよ。ここで美お味いしいお茶をいただきながら、待っているよ」

「すみません、すぐ戻ります」

　フィリップはジュリアンに一礼すると、部屋付きの召使いではなく、迎えに来た召使いについて部屋を出た。

　ここの召使いはみなよく似ている。無表情で無口。よくしつけられていて、必要な行動以外何もしない。

「イザベル姫はこちらでお待ちです。フィリップ王子、どうぞお入りください」

「案内、ありがとう」

　イザベルの部屋は大国の姫らしく、広々とした場所に設しつらえられた調度品はどれも最高のものがそろえられており、生花もたくさん部屋に飾かざられている。

　専任の侍じ女じよも多いのか、イザベルの部屋には何人もの侍女の姿があった。

「フィリップ王子、いらしてくださったのね」

　イザベルはフィリップの姿を見ると優美な足取りでやってくる。

　それまで彼女がいたのは、大きな姿見の前だ。そこにたくさんのドレスを並べ、侍女たちはそれぞれ宝石箱を抱かかえている。

「イザベル姫、この度たびは由ゆい緒しよある行事にお招きくださり大変光栄に存じます。父からは伺うかがえなくて残念だとお伝えするよう、言こと付づかっております」

「そうおっしゃっていただけると、わたくし大変嬉うれしく思いますわ」

「何か私に急ぎの話があるとのこと」

「ええ、どのドレスがいいか、選んでいただきたくて」

　イザベルは巻き毛の髪かみを指先で弄もてあそびながら、フィリップを見上げる。

　いつもと違って、イザベルは黒い瞳を輝かせ、興奮を隠せないのか、頰ほおをピンクに染めていた。子供っぽい一面がありながら、したたかでもあるイザベルには珍しいことだ。

「……申し訳ないが、そういったことは私にではなく、お付きの侍女に聞かれる方がよろしいのでは？」

「どうして？　わたしは祭りの最終日フィリップ王子と『華はなの誓ちかい』のお披ひ露ろ目めをするのよ。夫となる方にドレスを選んでもらうのは、いけないことかしら」

　さらりと告げられた『夫』という言葉に、フィリップは耳を疑う。

「……夫？」

「あら、わたくしの父とフィリップ王子の父君の間ですでに話し合いはすんでいます。お聞きになっていらっしゃらないのかしら？」

「……何も。どういうことです？」

「五人の華との『婚こん約やくの華』は、わたくしとフィリップ王子が『華の誓い』を立てることで、すでに終了されておりますのよ」

　もし父がフィリップの知らぬ間に『婚約の華』を勝手に終わらせてしまったとしても、『華の誓い』を押しつけられるわけにはいかない。

「私はなんの了承もしておりません。イザベル姫には大変申し訳ないが……」

「王子がどなたを愛しているのか、わたくしも存じております。でも、これが政治ですわよ、王子」

　イザベルは子供っぽさからかけ離れた、大人おとなびた口く調ちようでそう言った。

　彼女からは、欲しいものは絶対に手に入れてきたという自信が伝わってくる。

「……」

「エレノア姫のことは、ノークレーブスのエイデン王子がお迎えにいらしているはずですわ。もしかしてそのこともご存じないのかしら」

「兄上が？」

「ええ。そうですわ。スタホードのジュリアン王ともお話はついていると聞いておりますわよ」

　兄のエイデンは自分の知る限り、エレノアには興味はなかったはず。ただ、父が命令をしたとすれば、エイデンは従うだろう。

　では、先ほどジュリアンが部屋に訪ねてきたのは、このことを話したかったのかもしれない。

「……取り急ぎ帰国し、事実を確かめたいと思います」

「その必要はありませんことよ。わたくしと『華の誓い』のお披露目を終えるまで、王子はこちらに滞たい在ざいしていただく許可を貴方あなたの父上からいただいておりますのよ」

　イザベルがフィリップから離れて、意味ありげに手を挙げると、どこからともなくやってきた兵士たちが、フィリップの背後に立つ気配が感じられた。

　すぐさま逃げ道を目で探したが、行動に移す前に兵士たちによって腕を摑つかまれ、無理やり後ろへと回される。

　手て荒あらではないが、ふりほどけるようなものでもなかった。

「私はイザベル姫を愛することなど生しよう涯がいできないでしょう。それでもよろしいのか」

「わたくしが愛しておりますわ、王子。他に何が必要だとおっしゃいますの？」

　イザベルは、兵士たちに拘こう束そくされたフィリップを眺ながめ、にっこりと微笑ほほえんだ。
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　予想もしなかったことを聞かされたみかるとローラは、混乱していた。ただ、ホワイトだけは相変わらず涼すずしい顔をしている。

「エイデン王子がエレノア姫を？　ホワイト、何がどうなってるの？」

　ジュリアンから聞かされたのも一部だったようで、ローラはホワイトに摑みかからんばかりの勢いで詰め寄っている。

「なんだ、ジュリアンから聞いていないのか？」

「フィリップ王子との『婚約の華』が終わったことはローラから聞いたけど。それ以外に何かあるの？」

「ああ、ある」

　さっさと話さないのは、ホワイトが明らかに動揺した二人の様よう子すを楽しんでいるからだ。

　彼にはちょっぴり意地悪なところがある。

「もったいぶらずに話しなさいよ」

「ノークレーブスの王の権限で、フィリップはクリミナ国のイザベルと『華の誓い』を立てることになったが、代わりに第一王子であるエイデンがエレノアを妻としてノークレーブスへ迎えたいという親書が届いた。二人の間に跡継ぎの王子が生まれた後、新たに生まれた子供をスタホードへ養子へ出すと約束するそうだ。エルフは多産ではないからな。その血を引くおまえが何人も子を産めるとは思わんが、人間の血はそれを可能にするかもしれん。ああ、ジュリアンが新たな王おう妃ひを迎え、跡継ぎができた場合は、養子の話は無効になるそうだ」

　まさに寝耳に水の内容だ。

『婚約の華』が終了したことはわかるが、だからといってみかるがフィリップの兄のエイデンとどうして結婚しなければならないのだ。

　政治的なことなのだろうが、みかるにはとても受け入れられない。

「王様は納得したの？」

「いや、だからクリミナに出かけたのだろう。まずフィリップの本心を聞いた上で、ノークレーブスの王に返事を書くつもりのようだ。私は止めたんだが」

「でも……突然、どうしてそんなことになってるのよ？」

　ローラの疑問はみかるの疑問でもあった。

「ノークレーブスの王が、進展しない息子むすこの嫁よめ取とりに、重い腰を上げただけだ」

「……でも相手がイザベルって……もう少しましな相手がいたでしょうに」

　以前、イザベルは、フィリップに振り向いてもらいたいために、大国の姫にあるまじき策さく略りやくを巡めぐらしたのだ。

　ローラはイザベルを『はしたない姫』と言って嫌きらっている。

「ノークレーブスとクリミナ、大国同士の婚こん姻いんだ。政治的には一番いい決断だろうな」

「フィリップ王子は……それでいいのかな」

「政治や国が絡からむ場合、恋愛結婚などこの世界ではあまりない。フィリップも自分の役割くらい理解しているだろう。そうジュリアンにも言ったんだが」

「……そうなんだ……」

　みかるには、そんな政治的な結婚など、押しつけられても絶対に受け入れられないが、この世界では違う。

　恋愛結婚したジュリアンのような王様の方が珍しいらしい。だからもしフィリップが自分の役割を果はたす責任を受け入れたとしても、みかるには何も言えないのだ。

　だいたいみかるはエレノアではないのだから、それこそ何を言えるというのだろう。

「だが、今頃はクリミナで牢ろう屋やにでも閉じ込められているだろうな」

「ええっ！　どうして？」

「あれも信念を曲げない男だ。そうだろう」

「……うん」

　フィリップは大国の王子だが、王子らしくない。時々『幸しあわせ仮か面めん』という義ぎ賊ぞくとして他国の街にまで現れ、貧まずしい人たちを助けている。一緒に海かい賊ぞく船せんに乗って冒ぼう険けんに出かけたこともあった。

　なにより一いち途ずにエレノアを愛しているし、この世界で恋愛結婚を成じよう就じゆさせたいと思っている。

　そんなフィリップが、父から政略結婚を押しつけられて、すんなりと受け入れるとは思えない。

　きっとクリミナから逃げ出そうとしているはず。

「で……おまえはどうする？」

「私？」

「あれはおまえに求婚しにやってきたんだぞ」

　ホワイトは首を傾かしげるようにして、下を指す。あれというのはエイデンのことを言っているのだろう。

「じゃあ、こうしましょうよ。エレノア姫はエルフの国へ帰りました。どうかしら？」

　ローラの提案にホワイトはフンと鼻を鳴らして馬ば鹿かにした。

「後ろ向きだな」

「じゃあ……ホワイトならどうする？」

「エイデンを手玉にとって、骨抜きだ」

　酷こく薄はくな笑みを浮かべるホワイトは、綺き麗れいな顔をしているだけに、やけに恐ろしく見えた。

　それでもみかるに今できることといえば、エレノアになりエイデンからできるだけ情報を引き出すことだろう。

「ちょっと、ホワイト、何言ってんのよ」

「エレノアの魅力を最大限に生かせ。胸におかしなものは詰めるな」

「……わかった」

「みかる!?」

「フィリップ王子が納得しているのならいいの。でも……そうじゃないなら、私でできることを探さなくちゃ」

「みかるがそう言うなら私は力になるわよ。でもね……」

　ローラはみかるが傷つくことを心配しているのだ。

　ここでフィリップを取り戻したとしても、彼が愛するのはエレノアで、みかるではない。そしてみかるが変身するエレノアは、フィリップを選ぶことなど絶対にないからだ。

「ローラ、あのね、私……大丈夫だから」

「……そうね。わかってるわ」

「それで、ホワイト。エイデン王子ってどんな方なの？」

「自分で確かめろ」

　ホワイトは自分の言いたいことを終えたのか、見る間に景け色しきに溶とけるように姿を消した。

　いつものことだが、ローラは顔を真っ赤にして怒っている。

「さんざん振っといて……自分で確かめろですって!?　ほんっとうに、へっぽこよね」

「ローラ、いつものことだし、まずは、どんな人か見に行こうよ」

「……嫌いやな感じだったけどね」

　気の進まないローラの背を押してバルコニーから中へと入り急いで着替え、階段へと向かう。

　歩きながらもみかるはふと気になることを口にした。

「でも……あの人たちが居座ることになったら……どうなると思う？」

「そうねえ……じゃ、居座ることを前提に考えましょう。エイデン王子やお付きの人の滞在場所は、フィリップ王子が使われていた二階の部屋でいいわね。他の人たちは二階のホールを使ってもらいましょう。四階以上はジュリアン様やエレノア姫の部屋だけじゃなくて、書斎もあるし重要な書類も保管してあるから立ち入り禁止にしないと。でも見張りの兵がいないのよね」

「じゃ、港から何名か来てもらおうよ。気づかないところで、あちこち入られたら困るし……」

　この城は住んでいる人間の数に見合わず無む駄だに広いのだ。今は兵士の役目を負っているディーンやショーンもいないし、侍女だってみかるがいるだけ。

　みかるのときはいつも、エレノア姫の部屋に妖よう精せいがエレノアの姿でいる。みかるがエレノアに変身しているときは、みかるの部屋に妖精がみかるの姿でいるのだ。

　もしもの時のことを考え、これだけは絶対に忘れないよう、きちんとしている。

　だからといって、部屋に入られるのも困る。妖精は話せないし食べられない。無理なことを強要すると怒って呪のろいをかけるらしい。

　呪いといっても転んだり、目にゴミが入るといった可か愛わいらしいものだそうだが。

「そうね。マイクに呼びに行かせましょう」

　みかるたちはまず馬ば房ぼうにいるマイクに事情を説明してから、城の表へと向かった。

　すると入り口で今にも弾はじけんばかりに顔を赤らめた、五十代くらいの男性がみかるたちがやってくるのを見つけて声を上げた。

「いつまで待たせるのだ。上の者はいないのか！」

「すみません。大変、お待たせしました」

「なんだ、おまえは」

　見下す男に背伸びして胸を張り、みかるは言った。

「私はみかるといいます。エレノア姫のお世話をしている侍女です」

「ではエレノア姫はなぜ出迎えに来られないのだ。我が国の第一王子、エイデン様がこのような田舎いなかに足をお運びになられたというのに」

　怒る相手に対し、同じように声を荒らげることは得策ではない。

　ここは好きなだけ叫さけばせておいて、こちらはあくまで冷静に対応する。そうすれば、徐々に相手の怒りが治まり、理性と社交性を取り戻すのだ。

「申し訳ございません。エレノア姫はとても体調を崩くずされております。ここしばらくは一日数時間、お庭に出られる程度なのです。ノークレーブスのエイデン様がお越しなのはお伝えしました。遠いところわざわざいらしてくださったのに、ご挨拶できないことを心からお詫わびし、できるだけおもてなしをするよう、エレノア姫より言い付かっております」

「もうよい、アラン」

　後ろでことの成り行きを伺っていたエイデンが優雅な仕草でアランを制すると、みかるの方を向いた。

　エイデンは確かにフィリップと同じ青い瞳を持っているが、とても冷たい印象がある。

　黒髪は光こう沢たくがあり、紫むらさきを基調にしたマントは袖そでや裾すそに金きん糸しで細やかな刺し繡しゆうがされていて、のぞくブラウスはシルクのようだ。

「では、エレノア姫のお部屋に、私の方から伺うことにしよう」

「……申し訳ありません。姫様は今はどなたともお会いすることはございません。今、姫様に必要なのは静けさです。どうか、あまりお騒さわぎになりませんよう、お願いします」

「ずいぶんと、高たか飛び車しやな姫だ。男の扱あつかいが上う手まいのか、それともただの病弱な女か」

　あくまで淡たん々たんと声を荒らげることなくエイデンは言う。

　漆しつ黒こくの髪はサラサラと肩に流れ落ち、一ひと重えで切れ長の目と、高い鼻び梁りようは作り物のようにも思える。そんな、人形のように整った容よう貌ぼうは、エイデンから人間味を奪っているように見えるが、中身もさほど変わらないようだ。

「どちらも違います。今は体調を崩されていますが、とても美しくてお優やさしい方ですよ。今の言葉をお聞きになっても、決して腹を立てたりされません」

「なるほど」

　エイデンはくすりとも笑わず、また言葉どおりに感心してみせるわけでもなく、涼しげに立っている。

　これはかなりやっかいな男だ。

「王子、いかがいたしますか？」

「荷をほどき、予定どおり準備をせよ」

「かしこまりました」

　アランはエイデンの指示を受け、いそいそと去っていく。どこへ行くのかと目で追っていると、引き連れてきた人間たちにてきぱきと命令していた。命令された人たちは、馬車に乗せた荷物を下ろして、あちこちに散っていく。

　そんな人混みに混じって、マイクが兵士を二名連れて戻ってくるのが見えた。マイクはみかるに手を振って、裏へと姿を消した。

「ここは想像していたとおり、ひどい有あり様さまだ。さっそく職人に修理させろ。だができるだけ静かにな。静かさを愛されるエレノア姫のご要望だ」

　エイデンはそう言うと、今度は別の使用人に指示する。

「あの……何を……」

　みかるは彼から紙の束たばを渡されるが、文字がまだあまり読めないみかるには、何が書かれているのかわからない。

「これはなんでしょう？」

「入室禁止の部屋の扉とびらに貼はれ。この紙が貼られている部屋には入らぬよう、みなに徹底する」

「え？」

「なんのために国から職人たちを連れてきたと思っている。この汚きたならしい城を少しは見み栄ばえのいいものにしてやろうとしているのだ」

　人が多くなると目が届かなくなって困るのだが、気になっていた補ほ修しゆうをしてくれるというのなら、してもらった方がいいのだろう。しかも入室禁止の紙まで用意してくれているのだ。エイデンの面めん目もくもあることだし、断るわけにもいかない。

「お気遣いありがとうございます。では、こちらの者にお部屋へ案内させます。しばらくお待ちを」

　みかるはそう言うと、後ろで控ひかえていたローラのところに駆かけ寄った。

「ローラ。ごめん。夕食前には戻ってくるから、キャリーのところに行ってきていい？　こっちも放っておけないし……夕方になるともっと忙しくなって動けなくなるから。このチラシみたいなのはマイクに渡して貼ってもらう。私、帰りは街に寄って、食材を調達してくるね」

「いいわよ。どうせこの状態、今すぐどうにかなるもんじゃないし。あ……でも、食材は向こうが勝手に持ってきてるみたいだから、わざわざ買い出ししなくてもいいんじゃない？　料理人も連れてきているみたいだから。うちが貧びん乏ぼうだってこと、理解してくれているみたいよ」

「たくさん買うわけじゃないの。この国の特産品を食べてもらいたいなあと思って」

　やはりこの土地でとれた美味しいものを振る舞うことが、もてなしの基本だろう。

「それはいいわね。気をつけて行くのよ」

「ジャスパーに乗っていくから大丈夫」

　みかるはローラに後を任せ、兵を配置して戻ってきたマイクに貼り紙の束を渡すと、ジャスパーに乗ってキャリーのところへ向かった。
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　キャリーのもとに着くと、みかるは挨拶もそこそこに、ナジェルとのことを、すべて話した。

「……というわけで、キャリーとナジェルさんの言い分が違うの。これってどちらかが噓うそをついてるってことだよね。キャリーはどう思う？　ナジェルさんが噓をついているの？」

「ねえ、みかる。もういいの。私、これでいいと思っているのよ。終わりにしたいだけ」

　慌あわててキャリーが言い訳をするだろうと思っていたが、キャリーはただ寂さびしげな顔で、静かにそう言った。

「それで……ナジェルはもうクリミナに行ったのかしら？」

「ううん。港の近くに建てた屋や敷しきに戻ってるよ。キャリーがあそこに住みたいって言ったから建てたって聞いたけど」

「……そうね」

「ねえ、なんだか変だよね。別にどっちの味方ってわけじゃないけど、ナジェルさんは結構キャリーの希望を聞いてるような気がする」

　みかるが疑問の目でじっと見つめると、キャリーは視線を逸そらせて窓の方を向く。

　やはりナジェルよりキャリーの方が怪あやしい。

「そんなことないわよ」

「たとえば？」

「出たくないパーティに連れて行かれたり……」

「他には？」

「話したくない人と……話したり……」

　キャリーはチラチラとみかるを見て、小さな声で答える。

　出たくないパーティにしても、話したくない人と話すことにしても、どうもキャリーは人の集まる場所が嫌いなようだ。

　こうやって話していても、人見知りするタイプには見えないのだが。

「……あ、わかっちゃった。キャリーの理由」

「……え？」

「お金持ちになっちゃったナジェルさんに似合わない自分が嫌なんだよね？　ううん。自分が足を引っ張るような気がして、嫌なんでしょ？」

「ちっ……違うわ。私はただ……本当にナジェルが嫌いに……」

　みかるの指摘が当たったのか、キャリーは急に動揺し、言葉もたどたどしくなる。

　そんな状態で否定されても、全く真実味がない。

「あのね、私すっごくよくわかるの、キャリーの気持ち」

「だったら……どうだっていうの。ナジェルに言うの？」

　どこか開き直ったようなキャリーの態度に、みかるは彼女が噓をついていたことを確信した。ナジェルは嫌な相手だから、自分の行動が正当だと思わせたかったのだろう。もちろんそこには、相手を想おもう深い愛情があってのことなのだ。

「だから私もわかるから……言ったりしない」

　好きな人に似合う自分でいたいと思う気持ちは、女性なら誰もが持っている気持ちだ。

　フィリップが好きなみかるも、美しい王子の隣に立っても似合わない自分に、やはりコンプレックスを抱いだいてしまう。

「心配しないで」

「……みかる、私ね。本当はどうしていいのかわからないの。ナジェルはこれからもっとお金持ちになるだろうし、上流階級の人と付き合うことも増えるわ。でもね、私を見て。どんな高級なドレスを着て、高価なネックレスをつけても……似合わないの。恥はずかしいくらい浮いてしまう。なのにナジェルはそんな私の気持ちをわかってくれない。いいえ。わかっていて、慣れてくれって頼むの」

　キャリーは寂しげな顔で自分の手を見下ろし、何度も擦こすり合わせていた。

　その手は金持ちの妻にしては荒れているし、畑仕事を長年していたことがわかるように、節ふしが少し太い。

　みかるからすると気にするほどのものではないと思うが、当人にとってはとても重大な問題なのだ。

「……辛つらいね」

「最初は……ナジェルのために……そう思って慣れようと努力したの。でも……どれほど着飾っても、ただ惨みじめな気分になっていくのよ。不ふ思し議ぎでしょう？」

「……」

　ノークレーブスの城に行ったときに見たが、貴族の女性はみな小枝みたいで、細いドレスを着こなしていた。もちろんふっくらした女性もいたが、物腰はやはり優雅だった。それは小さな頃から厳しくしつけられているからだ。

　けれどキャリーは違う。

　初めてそういう場所に連れて行かれたときの彼女のとまどいや羞しゆう恥ちが、みかるには本当によくわかるのだ。

「彼に似合う身分の女性を選ぶのが一番いいの。もちろん……私より瘦やせていて綺麗な人」

　キャリーの気持ちもわかるが、ナジェルはキャリーを愛しているのだ。だからキャリーの異常に見える行動にナジェルは呆あきれながらも、別れると言い切れないのだろう。

　お互いに愛し合っている二人がこんな形で別れるなんて、あまりにも悲しすぎる。

「……ね、キャリー。よかったらお城に来ない？　今、人手が足りなくて、特に料理を作ってくれる人がいないから、手伝ってほしいの。ただ……お給金はほとんど出ないんだけど、ノークレーブスの王子様が来てるのにうちの王様はクリミナに出かけられているから、てんてこ舞いなのよね。キャリーが手伝いに来てくれたらすっごく助かる」

　実際は側にいてくれた方が、キャリーともいつでも話せるし、ナジェルと会わせることも可能になる。もっとも手伝ってくれる人が増えるのは、本当に助かるのだが。

「……ええ、いいわよ。何かしている方が気が紛まぎれるし……。私、働くことや料理をするの大好きなの」

「そうだ。……聞きたいことがあるんだけど」

「何かしら？」

「あの……ナジェルさんの……左手のマペットは何？」

「あ……そうね。私は見慣れてるけれど、みかるや初めて見る人には不思議かもね」

　キャリーはようやく笑顔を取り戻し、明るい顔でそう言った。

「すっごくビックリした」

「あれは……ナジェルのお兄さんの代わりなのよ」

「お兄さん？」

「ナジェルは昔から本当に引っ込み思じ案あんで、人見知りが激しくて……人前で話せなかったの。いつも山で土ばっかり弄いじってた。それでお兄さんが、ナジェルの言いたいことを通訳してくれてたの。そのうち、お兄さんがあのマペットを使って、『いつも僕がおまえの気持ちを伝えてやれないから、僕がいないときはマペットのナジェルに話してもらえばいいんだよ』って。ナジェルが十三歳の頃お兄さんが山崩れの事故で亡なくなったときから、そのマペットはナジェルにとってなくてはならないものになったの。以来、ずっとあの調子よ」

　初めて見たとき、この人大丈夫かと本気で心配したが、理由を聞くとちょっぴりナジェルに同情していた。

　誰かを傷つけているわけでもなく、ナジェルがあのマペットを連れていることで、普通に話せて生活ができるのなら、それでいいのだろう。

「そっか。じゃあ、いいよね」

「考えると変よね。ナジェルってすっごく変わってるのに、金持ちの仲間と普通に仲良くしてるんだから……。で、お城へはいつ頃伺えばいいのかしら」

　ナジェルがマペットを使って貴族とも話をするのなら、逆に彼のように自分がどう見られているのか気にしなければいい……。そう言えたらよかったのだが、女性としてデリケートな悩みであるため、みかるは言葉をのみ込んだ。

「あ、夕方には来てもらえると嬉しい。それまでにキャリーの部屋も用意しておくから。そうそう、私、これから街へ買い出しに行かなくちゃならないから、先に行くね」

「わかったわ。準備をして向かうわね」

　キャリーは誰もが友達になりたいと思うような人なつっこい笑顔で、みかるを見送ってくれた。

　みかるはジャスパーを港に走らせ、今度はナジェルに会いに行く。

「あ……あれだ～」

　港の西側の高台に他とは明らかに違う壮麗な建物が見えた。金色の混じった煉れん瓦がの塀へいが、屋敷をぐるりととりまき、門も鉄製の立りつ派ぱなものだ。

　みかるはジャスパーから下りると、門を守る警備らしき男にナジェルに会いたいと伝えた。

　門の男はナジェルからすでに聞いていたのか、みかるを門の脇わきにある小さな扉から中に入るよう言った。

　みかるがそろそろと中に入ると、ナジェルは庭に作った人工の池の側に立っていて、じっと水面を眺めていた。

「こんにちは」

「ああ、君か」

　ナジェルは顔を上げることなく、水面みなもに映ったみかるを見て、言う。

　何を見ているのかとのぞき込むと、変な生き物がぷかぷか浮かんでいた。

　カエルの顔にオタマジャクシの身体からだがくっついている。けれど、後ろ足はなく、前足だけがついていて、なんだかバランスが悪い。

「気色悪ぅ……これって突然変異ですか？」

「いや、『ムロッグ』という魚だよ。これを飼かうのが貴族の間で流は行やってるらしい。うちにも池を作って放してみたが、可愛くもないし、面おも白しろくない」

「じゃあ、飼わなくていいのに」

　毎日見ていたらもしかすると愛情も少しはわくかもしれないが、飛び出した目玉がちょっと生なま々なましくて気味が悪い。

「僕は好奇心旺おう盛せいなんだ。金はあるんだからなんでもやってみたいんだよ。でもまあ……これは失敗したな。食うと美う味まいらしいから、焼いてみるか」

　食うとこの目玉に恨うらまれそうな気もするが、ナジェルの好奇心を止める理由もない。

　みかるは本題に入った。

「キャリーの気持ちを聞いてきました」

「それで？」

　ナジェルは左手のマペットだけをこちらに向け、相変わらず水面を眺めている。

　彼は気づいていないが、キャリーの話題を振った瞬間、水面に映る顔が寂しそうに変化した。もしかするとそんな顔を見られたくなくて、マペットだけがこちらを向いているのかもしれない。

「……ごめんなさい。実は……私があれこれ言う権利はないし、キャリーが信頼して私に打ち明けてくれたことを、ナジェルさんにこっそり話すわけにもいかないんです」

「……は？　それで僕の役に立っているつもりか？」

「提案があります」

「なんだ？」

　チラッとナジェルはみかるを見たが、すぐに視線は逸らされる。

「ちょっとお城が今ばたばたしていて人手が足りないんです。だから、よかったら手伝いにこられません？」

「僕に手伝えって!?」

　よほど驚いたのか、今度こそこちらを向いて、ナジェルは声を上げた。だが、怒っているというより困惑しているようだ。

「……そういうわけじゃないんですけど、実はキャリーが手伝ってくれることになったんです。キャリーはお城にナジェルさんがいるとは思わないだろうから、自然体のキャリーをこっそり観察することができるはず」

「のぞき見は感心しないな。だいたい、また彼女の嫌な面を見るだけじゃないのか。僕はもうこれ以上失望したくない」

「私、ナジェルさんにキャリーは決して嫌な女性になったわけじゃないってことを、知ってほしいんです」

　みかるは、キャリーが昔と変わってしまったと失望しているナジェルに、本当の姿を見せたいのだ。そこでどうして自分の前だけ奇妙な行動を取るのか、ナジェル自身に答えを探してもらいたいと考えた。

「……全く金が絡むと必死だな」

「違います。私はもちろんナジェルさんの出してくれている条件がすごくいいから協力してるけど、それだけじゃなくて本当に二人のことをなんとかしたいんです。それにキャリーがお城で手伝ってくれると、彼女も何かわかることもあるだろうと思っただけ。嫌ならいいんです。お城も今、ノークレーブスのエイデン王子様がいらしていて、大変な状態だし」

「ノークレーブスのエイデン王子？　フィリップ王子ではなくて？」

　ナジェルはエイデンの名前が出ると、眉まゆ根ねに皺しわを寄せ、何かを考え込むように右手で顎あごを撫なでた。

「ご存じなんですか？」

「ああ。……今の問題に関係ないことだけど、あそこのエイデン王子がスタホードの借金を精算して回ってる話を聞いているか？」

「えっ、知りません。どういうことですか？」

　そんなことは誰からも聞いていないし、噂うわさとしても耳に入ってこない。

　もっともジュリアンやローラたちも知らないだけなのかもしれないが。

「うちにも話がきたんだ。スタホードの王がしている借金を精算するから、その代わり証書が欲しいってね。他にもそういう話を聞いたけど、どういうわけか、エイデン王子が証書を集めているみたいだな。僕は丁てい重ちようにお断りしたが」

「……初めて聞きました」

「フィリップ王子ならエレノア姫にべた惚ぼれだそうだから、借金の肩代わりだと思うが、エイデン王子だと意味が変わってくるか」

　エイデンは借金を返済する代わりに、条件を出そうとしているのかもしれない。彼なら涼しい顔でどんなことでもやりそうだ。

「……いや、そういう話じゃなかった。わかった。僕も手伝いに行けばいいんだな」

　エイデンのことは気になるが、彼が何を考えているのか、夕食時にわかるだろう。だから今はキャリーたちのことを考えるのだ。

「条件が一つ」

「まだあるのか」

「そのマペット、しばらく封印してください」

　みかるがマペットを指差して言うと、ナジェルは自分の左手を覆おおう人形を凝ぎよう視しして、そのまま微び動どうだにしなくなった。

「………………」

「だって、すぐにばれますよ。マペットを持たれている事情はキャリーから聞きましたし、別に構わないと思うけど……できれば鞄かばんにでも入れて見えないようにしないと……」

「……わかった。だが」

「なんですか？」

「僕は週末にはクリミナに行かなくちゃならない。初日は出られなかったが、祭りの最終日はどうしても出なくてならないパーティがある。君にはまた花はな嫁よめの身代わりを頼みたい」

「え……あ……」

「なんだ、だめなのか？　無ぶ様ざまな結婚式の後始末だと思ってやってもらうからな」

「いえ。ちょうどいいかと……ううん、できます」

　クリミナにフィリップの様子を見に行きたいと思っていた。

　これはチャンスなのだ。

「……それで、僕はどうすればいい？」

「キャリーには厨ちゆう房ぼうを手伝ってもらう予定だから、見つからないような仕事がいいですよね」

「たとえば？」

「掃そう除じをするとか」

　みかるの言葉にナジェルは、不快感丸出しの顔で目を細める。若くして財を成なした男に掃除をしてほしいと頼むのはまずかった。

「……」

「ええっと……他にもいろいろあるから。とりあえず、キャリーは夕方にお城に来る予定なんです。ナジェルさんは城の裏庭から入ってもらって、馬房の方に来てください。馬番のマイクに連絡しておきます。あと……それらしい格かつ好こうで来てくださいね。いきなりばれるような豪ごう華かな服はだめですよ。顔はフードで隠してください」

「……わかった」

　ナジェルは気が進まない顔をしていたが、それでも頷うなずいた。

　最初は金持ちで一いつ風ぷう変わった人だと思ったが、こうやって話してみると、決して変でも悪い男でもないことがわかる。

　きっとこの二人は上手くいく。みかるは希望を感じることができた。

「じゃ、私、帰ります」

　みかるはナジェルの屋敷を後にすると、街へ買い出しに向かった。

　特に熟うれた果物フルーツや捕れたばかりの魚は、新しん鮮せんで味もよくとても人気がある。

　みかるが街で買い物をすませて城へ戻ると、エイデンが連れてきた職人があっという間に足場を組んで、城の壁かべや窓を補修していた。すごい騒ぎだと驚きながら中へ入り、食材を調理場に持ち込むと、ここにもエイデンが連れてきた使用人がいて、自分たちが持ち込んだ食材を使って料理を作っていたのだ。

　スタホードの城なのにまるでノークレーブスの人間に乗っ取られているようにも見える。

　それでも、やってきたキャリーに、みかるは街で仕入れてきた食材を渡すと、よそ者に負けないように料理を作ってくれるよう頼み、マイクがちゃんと仕事をしてくれたかどうか城内をチェックして回った。

　立ち入られては困る部屋には貼り紙がされていて、四階へ向かう二つの階段には兵士がそれぞれ立ち、スタホード以外の人間が通行できないようにしていた。

　とりあえず心配していたことのいくつかは片付いているのを見届けてから、みかるは自室に戻って敷物の上に横になるとようやく一息ついた。

「みかる、食事の用意ができたそうよ」

「わかった」

　みかるは姿見の前で目を閉じると、指輪の石を回転させる。

　──わたくしはエレノア。

　父はスタホードの王、母はエルフ。わたくし？　は高貴なる姫。

　何度もそう自分に言い聞かせて目を開けると、そこには咲いたばかりの薔ば薇らのように美しいエレノアの姿が映っていた。
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　夕食はスタホードとノークレーブスの料理がテーブルいっぱいに並べられていたが、はっきり言ってとても食べ切れる量ではなかった。

　いつもの夕食からすると考えられない贅ぜい沢たくなものだ。残ったらきっと今日やってきた彼らの召使いや職人たちに振る舞われるのだろう。

　だがエイデンは自分の国の料理ばかり口にして、キャリーがせっかく作った料理は一切手を付けないでいる。

「どうぞ、わたくしどもの国でとれた新鮮な魚料理や、果物フルーツも召し上がってください。こちらのキャリーが料理いたしましたの」

　みかるは給仕として控えているキャリーを紹介したが、エイデンは一いち瞥べつすらしない。

「……いや、結構。私は信頼できる者の手で調理された料理しか口にしない。それより……」

「なんでしょう？」

「他に聞きたいことがあるのではないか？　たとえば私の弟、フィリップのことなど、夕食の話題に持ってこいだろう」

「いいえ。お国の楽しいことを聞かせていただきたいですわ」

　こういう男は会話においても優位に立ちたがるため、興味を示すと逆にもったいぶって話さない。みかるのクラスメイトにこういう男がいるのだ。教えてと言えば言うほど、絶対に教えてくれない嫌な奴やつが。

　だから聞きたいことこそ、興味などないふうを装うのだ。

「……我が弟との『婚約の華』が終了し、フィリップはクリミナの姫と『華の誓い』を立てる。姫が今、どのように思われているのか、知りたいところだ」

「そのことについてはフィリップ王子から直接お聞きしたいと思っております。エイデン様から伺うつもりはございませんわ」

「姫、それは無理だろう。クリミナの祭りの最終日、フィリップはイザベル姫と『華の誓い』を立てた後、そのままクリミナに滞在し、婚こん儀ぎを行うことになっているからな」

「そうなのですか？」

　結婚式の話は初めて聞いた。

　いくらなんでもフィリップの気持ちを無視してそこまでできるのだろうか。やはりフィリップも納得づくでクリミナに行ったのだろうか。

　動揺から思わず立ち上がって逃げ出したくなったが、みかるはなんとか持ちこたえた。

「どうかされましたか？」

「……いいえ。ただ、ずいぶんと急がれているのだと思って」

「父上が決めたことには誰だれも逆らえない。フィリップも自らの役目を理解しているだろう」

「大国の王子というのは、責任の重いお立場なのですね」

　みかるはあくまで冷静にそう言った。

　エイデンがこちらの表情の変化を見て楽しんでいるのを知って、話題を提供したくなかったのだ。それが逆にエイデンの嫌がらせに拍はく車しやをかけたようだった。

「その言葉をフィリップが聞けば、落らく胆たんするだろうな。あれは姫を心から愛していたようだ。もっとも思いを寄せる相手にその気がないと、これほど惨みじめなことはないが。大国の王子が田舎者の姫に振り回されて、私の国ではいい笑いものだった」

　エイデンの言葉に腹を立てたローラが背後で一歩踏ふみ出した気配がして、みかるは右手を挙げて制した。

「……ローラ」

　その言葉にローラは思いとどまったのか、一歩下がる足音が聞こえた。

　エイデンは大国の王子だ。しかもフィリップとは違って、気位の高さが普通ではない。

　自分より下の人間に意見されることなど、我慢ならないだろう。

「……それでは、こんな田舎者のわたくしに求婚しなければならないのは、エイデン王子にとって不本意なことなのではありませんか？」

「政治だ、姫。婚姻に愛などいらぬ」

「そういう婚姻もあることは理解しておりますが、わたくしはエイデン様のお申し出を受けるつもりはございません」

「いや、それは難しいだろう。スタホードがあちこちでしている借金の証書を半分、ノークレーブスが所有している。今後も増えるだろう」

　ナジェルから聞いていたからみかるは驚くことはなかった。ただ、ジュリアンより先にエレノアに話したエイデンの思おも惑わくがどこにあるのかが、気になる。

「集めてどうされるのです？」

「姫はたいそう鈍にぶいお方だ」

「エイデン王子」

　あまりにもあからさまな侮ぶ辱じよくにローラが切れた。その気持ちはみかるもわかるが、これ以上は危険だ。

「ローラ」

　みかるは肩越しに目め配くばせして、ローラを下がらせたが、想像したとおりエイデンは気に入らないようだった。

「ここでは身分の差を理解できぬ召使いが多いようだ。私の召使いならば、その場で放り出すか、最悪切り捨てていた」

「申し訳ございません。後でよく言い聞かせておきます。ですが、人様の国に一歩足を踏み入れたなら、そこの国のしきたりや慣習に従うのも、礼儀かと存じます。なのにエイデン様は大国の王子らしからぬ言動ばかり。それでは評判を落とされますわ」

　みかるはエイデンの青い瞳をまっすぐ見つめ、毅き然ぜんとした態度でそう言った。

　本当ならカップの中身を引っかけてやりたいくらい腹を立てているのだが、もちろんそんなことはしない。
















「姫、ここではずいぶんと自由にされているようだが、これからはそうはいかん。田舎の悪習をすべて落としていただくことになる。貴方の言う、礼儀だ。私にとっては命令だが」

「エイデン王子、何か勘かん違ちがいされていらっしゃいませんか？」

「勘違い？」

「夫を選ぶのはわたくしです」

　みかるは、誰もが魅み了りようされるという、エレノア独特の微笑みを浮かべた。するとエイデンの背後に立つ兵士が無表情でありながらも、頰を赤らめた。

「噂どおり、聡そう明めいで賢かしこい方だ」

「……エイデン王子ほどの方でしたら、たくさん后きさき候補がいらっしゃるのではありませんか？　わたくしのような田舎の姫など相手される必要はないでしょう」

「見栄えのいいばかりで、頭の空からっぽな姫を迎えるつもりは毛もう頭とうない。そんな姫で間に合うような国の王子ではないからな」

　冷ひややかな表情のままエイデンはそう言い、フィリップと同じ青い瞳をこちらに向けると、言葉を重ねた。

「婚姻に愛が必要ならば、この私を愛させるだけだ」

　エイデンの瞳には確固たる意思が灯ともって見えた。

　みかるは、彼に対してなんの感情もないはずなのに、エイデンから放たれる強い意思の力を感じ、心拍数が上がる。

　エイデンのような支配することに慣れた男は、必ず自分の欲しいものを手に入れ、思いどおりにするのだ。

　しかも涼しい顔で。
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　夕食を終え、少しエイデンに付き合って城の外を散さん策さくし、変身が解とける前にみかるは無事に部屋へと戻った。

　いつもより慎重にエレノアからみかるに戻り一息ついていると、ローラが申し訳なさそうな顔でやってきた。

「今日はごめんね、みかる」

「え、何？」

「いつもの調子で会話に割って入ったこと」

「気にしてないよ。ママでも気にしなかったと思うし、あのエイデン王子が失礼なだけ」

　ふ～っとため息をついて、みかるは床の敷物に寝ころんだ。ローラは側に座ると、みかるを見下ろす。

「そう言ってもらえてホッとしたわ。でも、すごく気になるの。エレノア様になっているときは本当に気をつけて。もちろん私もずっと付き添うし、四階には上がれないよう、兵士を置いてるけど、向こうの方が人数が多いから……本当に心配よ」

「拉ら致ちされるとか思ってる？　大国の王子がそんなことするわけないよ。でも……イザベルのこともあるし……注意するね」

　と、笑ってみたものの、以前、大国の姫であるイザベルは、フィリップに気に入られようと、今、馬番としてスタホードにいるマイクを騙だまして操り、フィリップの命を狙ねらわせたのだ。もっともフィリップの命を本当に取らせるつもりはなく、イザベルに思いを寄せていたマイクが、叶かなわぬ思いの果てにフィリップの命を狙ったという、筋書きを立てていたようだ。ただ、みかるの機転でそうは上手くいかなかったが。

　大国の王子、姫だからといって、みなが正々堂々としているわけではないのだろう。

「ああいうなんでも自分の思いどおりにしようとする……それが当然だと考える男は嫌いだわ。しかも知性や品性がある分、やっかい」

「本当にフィリップ王子のお兄さんに見えないね。全然性格が違う」

「容よう姿しも青い目はそっくりなのに、印象が全く違うわね」

「問題は、フィリップ王子がクリミナでまずいことになってるってこと。私、クリミナへ行ってもいいかな？　本当のことをフィリップ王子から聞きたいの。それができないなら、向こうに行ってる王様に連絡くらい取れないかな……。ディーンやショーンに手助けしてもらえたらいいんだけど」

　みかるは真剣に考えていたが、ローラは悟さとったように首を左右に振る。

「みかるの気持ちはわかるわ。でもねそれはだめ。最悪クリミナのイザベルがフィリップ王子を閉じ込めていたとしても、うちの王様に助け出すようなまねはさせられないわよ。ディーンやショーンにもね。国の面メン子ツがかかってるもの」

「じゃあ……招待されてない人間が紛れ込むしかないんだよね」

　身体を起こして座ると、ローラはみかるの肩を摑んで、もう一度首を左右に振る。

「エイデン王子を置いていけるわけないでしょ。それにクリミナはお祭りが始まると、警備の問題もあって、船の入港を制限するの。フィリップ王子のこともあってスタホードからの船なんて絶対に入れないでしょうね」

「……お祭りって何日続くの？」

「みかる～」

「ねえ、何日？」

「今日から七日。最終日の晩は特にすごいわよ」

　だから、エイデンの言っていたように、祭りの最終日にイザベルはフィリップとの『華の誓い』を発表するのだろう。そのまま婚儀を行うとも言っていたから、同時に婚儀の日も国民に知らせるのかもしれない。

　祭りには諸国の名だたる王が招待されているのだから、発表にはもってこいのはず。

「じゃあ、まだ大丈夫そうだよね。船だけど、ナジェルさんがクリミナの王様に招待されていて、また花嫁として同伴させてもらえそうなの。クリミナまで船でどのくらいかかるの？」

「……半日ほどかしら」

「じゃあ、半日で行って、半日で助けて、半日で戻ってきたら、一日半ですむよ。ならいいよね？」

　みかるは自分の考えに興奮しているのに、ローラはあくまで冷静だ。

「そんなに上手く行くわけないでしょう。お祭りの期間中、クリミナの警備は普通じゃないのよ。だいたいみかるまでこの城を留る守すにしてしまったらどうするのよ」

「でも……一日半だったらなんとか留守を守ってくれるよね？　ほら、ホワイトだっているし」

「あんなへっぽこ、なんの役にも立たないわよ」

「ローラ」

　みかるが哀あわれみを請こうように、潤うるんだ目でローラを見つめる。ローラは眉み間けんに皺を寄せて、ちょっと怒った顔を作っていたが、最後には折れてくれた。

「……私は反対したわよ。ジュリアン様に聞かれたらそう言ってよ」

「わかった。ローラ、大好き！」

　ローラの腕に巻き付くように抱きついたが、やんわりと身体は離される。

　そこには真剣なローラの姿があった。

「喜ぶ前によく聞いて。たとえここで、フィリップ王子を助けたからといって、その後どうなるの？　うちはジュリアン様がお優しい方だから発言も結構自由だし、エレノア様のお相手に対しても、政治を押しつけることはなかったわ。でも、普通の国では違うの。特にノークレーブスのような大国になると、王の命令は絶対だし、子供たちはたいてい政略結婚なの。王には逆らえないのよ。最終的に傷つくのはみかるなのよ」

「理由はあるよ。フィリップ王子が納得されて受け入れているなら、いいと思う。けど、受け入れられないなら、助けたいの。たとえ結果が変わらなくても、何もしないよりまし」

　フィリップが父親の命令を受け入れたというなら、お祝いの一つでも告げて、帰ればいい。

　けれど、フィリップが拒否しているのに、無理やり結婚させられるというならなんとかして助けたいのだ。

　たぶん、今、フィリップを助けられるのはみかるだけのような気がするから。

「……わかった。もう何も言わないわ」

「ごめんね、ローラ」

「私は怒っているわけじゃないの。みかるが心配なだけ」

「大丈夫」

「そろそろ、見回りに行ってくるわね。みかるはもう休んで」

　ローラが腰を上げると、みかるも立ち上がった。

　心配事は山のようにあるが、焦あせっても仕方がないのだ。できることを計画し、それが正しいと思って行動するしかない。

　ローラが部屋から出て行くと、みかるはベッドに寝ころび、ただ天てん井じようを見上げていた。

　寝るなら部屋の明かりを消さなければならないのだが、その気にはなれない。

　ぼんやりとしつつ、ベッドでゴロゴロしていると、部屋の扉が叩たたかれた。扉を開けると、そこにはキャリーが兵士とともに立っていた。

「ありがとう、彼女はいいの」

　みかるはそう言って兵士を帰すと、キャリーに部屋へ入るよう、促うながした。

「どうしたの？」

「少し話がしたくて……いいかしら？」

「いいよ。明かりはまだ消してなかったし」

　キャリーに椅子を勧め、みかるも向かいに座る。けれどキャリーはチラチラと壁ばかり見て、頰を赤らめていた。

「……この隣に……姫様がいらっしゃるのね」

「うん。もう休まれてるけど」

「今日はお側でお顔を拝見できて……感激だった。本当に美しくてお優しい方ね。それに私の料理を食べてくださったのよ。給仕の手が震ふるえたわ。……でも『婚約の華』のこと驚いた」

　本来、ああいう内容の話題は二人きりのときにするものだ。

　だがエイデンは、みなに聞かせるように話すことで、彼らの口から噂を広めようとしているのだろう。

「あの場で聞いたことは他言無用よ。姫様のお立場もあるし」

「もちろん。でもエレノア姫はフィリップ王子を愛されているのよね？　この国に借金があるから一緒になれないって聞いてるけど、そうなのかしら？」

「あ～そういうの、話せない」

　みかるが苦笑すると、キャリーはハッと我に返った顔をして、肩をすくめた。

「ごめんなさい、困らせてしまって。エレノア姫を拝見してからあの方のために何かできたらって思って……。本当はこんな噂話をするつもりで来たんじゃないの。実はナジェルに似た人をお城の中で見たんだけど……でもっ、すぐに姿が消えて確かめられなかったの」

「ノークレーブスの使用人がうろついてるから、似た顔の人もいるかもね。でもそうやって似た人間を見てしまうってことは、キャリーがいつでもナジェルさんのことを気にしてるからだよ」

　そう言うと、キャリーは顔を真っ赤に染めて、思い切り手を左右に振った。

「えっ！　ち……違うわ」

「エレノア姫だって、ノークレーブスの王子からすると田舎の姫よ。でも姫は何を言われてもいつだって凜りんとされてるわ。姫様はエルフの娘だけど、いつも敬うやまわれているわけじゃなくて、嫌な言動に晒さらされることも多いの。でも、姫様じゃなくても私だっていろいろあるよ。女のくせに料理が下へ手たとか、貧ひん乳にゆうとか、くびれがないとか好きなこと言われる。ほんと、むかつく」

　最初は生き真ま面じ目めな顔で聞いていたキャリーだが、みかるの話をすると、急に笑顔になった。やはりキャリーは悩んでいる顔より笑顔が一番だ。

「……あ、ごめんなさい……笑うつもりはなかったのよ」

「全然、気にしてないよ。私のパパ……あ、お父さんのことだけど、家族がいるからがんばれるって。どんなときでも支ささえは家族だって。それに……本当のことを口にしてくれるのも家族だけだって。ナジェルさんの家族はキャリーなんじゃないの？」

「会ったばかりのみかるにこんなに心配してもらえて、すごく感謝しているの。下した心ごころは別にしてね」

「あはは……そのことすっかり忘れてた。そうそう、キャリーたちに仲直りしてもらわなくちゃ、困るんだよね」

　最初は借金の利り子しを免めん除じよしてもらえるのなら、なんだってするつもりでいたのだが、今は違う。キャリーたちが上手く仲直りできれば、自分のこともいい方向にいくような気がして、ものすごくのめり込んでいる。

　自分の問題とキャリーの問題は違うのに……だ。

「でも、姫様のことならなんでも協力するから、言ってね。でも今日は、そろそろおいとまするね。また明日、みかる。話せてよかった」

「ありがとう……おやすみ」

　部屋からキャリーを見送り、みかるはバルコニー近くの明かりと、サイドテーブルのカンテラを残し、部屋の明かりを消した。

　今日はいろいろありすぎて本当にくたくただ。

　なのに全く睡すい魔まがやってこない。

　みかるはベッドに大の字で寝ころび、天井を眺めた。

　キャリーには好きならそれでいいと言いたいのに、自分だってフィリップに何も言えない。

　エレノアのときでもそうだ。事情があるとはいえ、肝かん心じんな返事をずっと引き延ばしていて、これでは誠実さの欠片かけらもない。エイデンの言うように、他の人から弄んでいると思われても仕方ないだろう。

　いつかエレノアはフィリップに自分は妻にはなれないと告げなくてはならないのだ。

「……フィリップ王子……大丈夫かな」

「見てきたぞ」

　ホワイトの声に飛び起きると、彼はサイドテーブルの脇に椅子を引き寄せ座っていた。

　側にあるカンテラの炎ほのおがホワイトの彫ほりの深い顔立ちを際きわ立だたせていて、神しん秘ぴ的てきな雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

「で、どうだった？　フィリップ王子と話したの？」

「ああ」

「それで？」

「牢屋に閉じ込められていたな。それでも待たい遇ぐうはよさそうだが、納得できず逃げるつもりでいるようだ」

「……やっぱり」

　フィリップがイザベルとのことを受け入れる気がない事実を聞いて、みかるはとても嬉しくなった。

　いつだってフィリップはみかるを助けてくれたのだ。今度はみかるがフィリップを助けに行く番だろう。

「どうするつもりだ？」

「……いろいろ考えたの。最初は……ホワイトにお願いしてディーンかショーンに連絡を取ってもらおうと思ったんだけど……やめた」

「やめたのか」

「今回の件は……王様とかママの友達に迷惑をかけちゃだめなことだって気づいたから。ばれたら国の面子に関わるんだよね。そんなことに巻き込むわけにはいかない」

　国同士がこじれると、問題はさらに複雑になるだろう。

　特にジュリアンはこの国の王だ。決してジュリアンを巻き込んではならない。彼らの部下も。

「ああ、そうだ」

「だから……なんとか自分だけでやってみようと思って。でもね、ホワイトが甘やかさないのはわかってるけど、一つだけお願いしていい？」

「内容によるな」

「船は手配できてるの。あと、ジャスパーを連れて行きたくて。でもあの姿じゃすぐにばれちゃうから、見た目を馬にしてもらってもいい？　っていうか……そういうのできる？」

「ああ。わかった」

　一度目は断られるだろうと覚かく悟ごしていたため、思わず目を丸くしたが、ここはホワイトが協力してくれることを素直に喜ぶのが一番だろう。

「あ……ありがとう」

「……それだけか？」

「じゃあ、フィリップ王子がどこに監かん禁きんされているのか、向こうに着いたら教えてほしいかな」

「いいだろう」

　ジャスパーと妖精を連れて、みかるはナジェルの花嫁としてクリミナに向かう。常に花嫁に扮する必要はないだろうから空いた時間を利用し妖精と交替する。そこでホワイトから居場所を聞き、フィリップを助け出し船に乗せ、みかるはまた偽の花嫁を続けたらいいのだ。もし途中で騒ぎになっても、フィリップをジャスパーに乗せて逃がせば誰も追いつけない。弓を放たれてもジャスパーは倒れたりせず、フィリップを守ってくれるだろう。

　大まかに考えた計画はこうだが、途中でみかると妖精が交替することや、ジャスパーを連れて行くことなど、本当の理由を話さず、ナジェルにどう理解してもらうかが問題だ。

「ね……ホワイト、私がやろうとしていることは間違ってると思う？　これって正しいの？」

「自分の行動が間違っているのか、それとも正しいのか、他人ではなく自分が決めることだ。だから私には答えようがない。だいたい、後こう悔かいしないように生きるにはどうしたらいいのかなど、自分で決めることだろうが。そういったことは人に問うことではない、自分の心に聞け」

「そうだよね」

　みかるが納得したことがわかったのか、それとももう話すことがなくなったのか、ホワイトはいつものように姿を消した。

「……自分の心に聞け……か」

　フィリップが自分の父親である王の決定を受け入れていたら、きっとショックで一週間は泣いているかもしれない。けれど受け入れられないとフィリップが言うなら、みかるはクリミナからどうにかして逃がすつもりだ。

　けれどその先に何が待っているのだろうか。

　みかるが本当のエレノアでないのだから、フィリップとの結婚はあり得ないのだ。

　フィリップはノークレーブスの王子として役目を果たさなければならない。

　今ここでフィリップを助けたとしても、第二のイザベルが現れるだけで、なんの解決にもならないのだ。

　考えれば考えるほど、答えの出ない問題に、みかるは頭を悩ませながらも目を閉じた。
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　ここからどうやって逃げ出すのかが問題だ。

　フィリップは牢屋の隅々まで調べたが、さすがに最初から計画されていたことがわかるように、ベッドやテーブルなど最低限の生活に必要なものは設えられているが、逃げ出せそうな穴はどこにもない。

　見張りもいるのだが、フィリップが文句を言うのを耳にしたくないのか、それとも話すなときつく言いつけられているのか、牢屋の前には決してこないのだ。

　ベッドに腰をかけ、これから先のことを考えていると、いきなり目の前にディーンが現れた。

「……王子、生きてっか？」

「ディーン……どこから入ってきたんだい？」

「夜はこの姿だからな。人間には無理な場所でも、あちこち這いずり回れるんだ。しかも人間のときと違って、鼻がきく」

　ディーンはオオカミの姿で見上げ、高い位置にある空気窓を長い鼻で指す。

　あんな場所からよく飛び降りたと感心しつつ、フィリップはディーンに視線を戻した。

「すごいな」

「けどよ、えらいことになってるな。王子が戻ってこないもんだから、ジュリアン様がすっげー、心配してるぜ」

「すまない。私が知らないところで、父がクリミナの王と話をつけてしまったようだ」

「そか、王子は知らなかったんだな。うちのジュリアン様はそれを聞きたかったんだよ」

「エレノア姫がなかなかいい返事をくださらないから、父が痺しびれを切らしたのだろう。あの父だ。強硬手段に出ることを予想しておくべきだった」

　フィリップが甘かったのだ。ここしばらく父はエレノアのことを早くなんとかしろとせっついていた。放っておけばどうなるのか、もっと真剣に考えるべきだったのだ。

「さっき、ホワイトが顔を見せてジュリアン様と話してたんだが、今、王子の兄貴がスタホードに押しかけてきているそうだぜ。全く……無茶苦茶だな」

　自分とイザベルのことやエレノアとエイデンの話は聞かされた。ただイザベルからだったので半信半疑でもあったのだ。では、本当に父は第一王子の妻としてエレノアを迎える気でいるのだ。

「姫は……大丈夫なのか？」

「大丈夫だろ。それより問題は王子だ。どうするつもりだよ？」

「『華の誓い』は祭りの最終日に発表するそうだ。それまでになんとかして逃げ出すつもりだが、かなり難しい」

「悪いけど、俺たちは力になれねえぜ。下手すりゃうちの国の立場がなくなる。ジュリアン様の立場を悪くするわけにはいかないんだ」

「それはわかっている」

　あくまでフィリップが一人で行動しなければならないことだ。ここでは誰の助けも得られないと覚悟もしていた。

「……ま、なんだ。祭りの最終日、言うなれば『華の誓い』発表の日にはここから出られるってことだ。そんときに逃げりゃ、なんとかなるんじゃねえの？」

「いや、ここから出るなら、前日だ。当日……しかも会場で逃げ出すようなまねはできない。クリミナの王の顔を賓ひん客きやくの前で潰つぶすことになるからだ」

「しがらみのある立場ってのは、面倒だな。てことは、逃げ出せなかったら、自分の親おや父じの横暴を受け入れるってことか？」

「……わからない」

　クリミナの祭りには諸国の王や名みよう代だいが招待されているのだ。彼らの目前でフィリップが逃げ出したら、大変な恥はじをかかせることになる。

　どれほど受け入れられないことを強制されたとしても、フィリップはノークレーブスの王子だ。相手の立場を理解した上で、行動しなければならないのだ。

「珍しく弱気だな」

「エレノア姫の気持ちがわかれば……どんな馬鹿げたことでもできるのかもしれない」

　自分の召使いでもないのに、イザベルの部下からマイクを凜りんとした態度で守ったエレノアの姿は未いまだに忘れられない。

　あの儚はかなげな姿からは想像がつかないほどの強さを感じ、フィリップは二度惚ぼれしたのだ。

　以前には知ることのなかったエレノアの新たな一面。外見だけではなく、誰に対しても平等に注そそがれる優しさは、心までも美しくあることをフィリップに教えてくれた。

　彼女を娶めとり幸せにしたい。心の底からそう願うのに、たいていがそうあるように、互いの想いの違いが、フィリップを苦しめる。

「おいおい。自分の優ゆう柔じゆう不ふ断だんを棚たなに上げて、うちの姫様に責任転てん嫁かしないでくれよ。これは王子の問題で、王子がどうしたいかだろう？」

「……すまない。そういうつもりで言ったわけではないんだ」

　この逃げられない状況と、策略に簡単に落ちてしまった情なさけなさに、少しだけフィリップは気弱になっているのだ。

「俺は好きな相手に自分の気持ちを貫き通したぜ。結果は、まあ……がんばってみたけど、やっぱり俺は選ばれなかったけどな。けど、俺は満足してる。それでいいんじゃねえの？」

「……そのとおりだ」

　そう言って胸を張るディーンは、オオカミの姿をしていても、誇ほこらしげだった。

「行動を起こすなら、前日までの間だな」

「ああ。前日からはいっそう警備が厳重になるだろう」

「ま、オオカミが牢屋の鍵かぎを盗ぬすんでも、クリミナの奴らだけじゃなく俺のことは知られてねぇし、うちの国の立場は悪くならねえだろ。オオカミだけにな。そんくらいしかできねえけど、いいか？　今夜は無理だけどよ。鍵を手に入れたらどう行動するか、考える時間も必要だしな」

「……ディーンすまない。でもとても……助かるよ」

　もしディーンの姿が目撃されても、オオカミだ。どこの国の者かはわからないはず。

「いや……俺も、いろいろ悪いと思ってたからさ」

「気にしていたのか？」

　スタホードに滞在していたとき、ディーンの手伝いをしたのだが、失敗することもあった。

　ディーンは馬鹿にしているつもりはないのだろうが、彼の口調がそんなふうにみかるには聞こえたようで、ずいぶんとディーンを怒っていたのをフィリップは覚えている。

「みかるにすっげ～叱しかられたんだぜ。あいつ……マジで怒ってたからな」

「みかるらしいな」

「じゃあ、俺は消えるぜ。またな」

「ありがとう、ディーン。ジュリアン王にもよろしく伝えてくれ」

　ディーンが去っていくと、静けさが戻った。

　フィリップは深く深しん呼こ吸きゆうをして、高い窓から見える月を眺めた。

　いずれ父親が強ごう引いんにことを進めるだろうことは予想していた。なのに決断できなかったのは自分の気持ちが揺れているからに他ならない。

　決断をしたつもりだったのに、気がつけば同じことで頭を悩ませている。

　みかるとエレノア。どちらとも愛いとおしいと思い、この腕の中に抱きしめたいと思う。

　誠実な男でありたいのに、二人の女性が心から離れないのだ。

　いや、最初はエレノアだけだったはずなのに、いつの間にかみかるの存在が大きくなっていて、ふと気づいたときには、心を二分するまでになっていた。

「なんだ、居い心地ごこちのいい牢屋だな」

　今度はホワイトが牢屋の前に現れると、鉄てつ格ごう子しをすり抜けるようにして、中へと入ってきた。

　いつも唐とう突とつに登場するホワイトには、スタホードでもよく驚かされたが、今は少し慣れた。

「私には馬房の方がまだくつろげますが」

「意外に落ち着いているようだ」

「今、暴れたところで、状況は変わらぬようですから」

「それはそれで見物だったろうがな」

　ホワイトは表情を変えることなく、口の端をクッと持ち上げた。

　この男は得え体たいのしれないところも多く、非常に気難しい人物であることもフィリップは知っている。

「ホワイト殿、何かご用でもおありか？　私を助けるつもりはないようだが」

「ないな。だが、明るい話題がある」

「どういう意味です？」

「みかるがジュリアンに内緒でフィリップを助ける計画を練っている」

「……みかるが私を？」

「ああ。しかも一人でな。ジュリアンたちに迷惑がかかるのを恐おそれてのことだろう」

「それは……いけない。今すぐやめさせてください。もしそんなことがクリミナの者に知られたら、みかるはその場で殺されてしまうっ！」

　みかるもジュリアンに迷惑をかけたくないから、個人的に動くつもりでいるのだろうが、相手はクリミナだ。刃は向むかう者や自らの計画を邪魔する者には、相応の償つぐないが用意されている。

　たいていは最悪なことばかりだ。

「私は止める立場にない」

「ホワイト殿。貴殿はスタホードの守護者ではなかったか？」

「そうともいえるが、過保護にするつもりはない。だいたい、自ら決断し、行動することで人は成長するものだ。それを止めることの愚おろかさは知っている」

　正論などここではなんの役にも立たないのだ。

　フィリップはみかるが心配でならない。なのになぜ、本来はみかるの味方であるはずのホワイトが、こんなふうに落ち着いていられるのだ。

「……だからといって無む謀ぼうなことをさせていいわけではないだろう」

「若者は無謀なところが取とり柄えだぞ。やりたいようにできるのも若者の特権。今、そういう生き方をしないで、いつできるというんだ？　だいたい、若者は年長者の言うことを聞かないものだ」

「……だが、だめだ。危険すぎる」

「ではな、準備をしておけ」

「ホワイト殿っ！」

　フィリップが消えゆくホワイトに怒ど鳴なったが、彼は戻ってこなかった。代わりに見張りの兵士が眉間に皺を寄せてやってくる。

「誰と話している？」

　フィリップは答えることなく、ベッドに寝ころんだ。

　だめだ、みかる。来てはいけない……。

　天井を見上げて、フィリップは歯がみした。

　みかるが来る前に、どうにかして自力でこの国から出る方法を考えたが、いい案はいつまで経たっても、浮かばなかった。
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　エイデンが居い座すわり、その対応に追われながらも、みかるはクリミナに行く準備を一人で進めていた。向こうで必要なものを鞄かばんに詰め、スタホードの人間だとばれるものは持たない。

　ただナジェルには花はな嫁よめとして身代わりになるのを条件に、必要以外のときは妖よう精せいを身代わりにすることで、自由に行動させてもらえるよう頼み込んで、許可をもらった。

　だが、打ち合わせをしているときにキャリーに見つかり、「やっぱりいたのね」と言い合う二人をみかるは宥なだめた。結局、キャリーも『クリミナにいるみかるの大切な相手に会いに行く』という噓の内容を信じて、協力してくれることになった。

　そしてエイデンがやってきて三日後の朝、みかるはマイクに見送られて、フィリップを助けるためにスタホードの港を出発した。

「私はみかるを助けたかったの。だからついてきたの。貴方あなたと仲直りしようと思ってるわけじゃないわ」

「……キャリーに期待などしていない。僕がどれほど君を立りつ派ぱな女性に仕立てようとしても、片っ端からぶち壊していく。勝手に召めし使つかいになっていろ。似合いだ」

　みかるはナジェルが用意した船室に、キャリーの身代わりとして。キャリーはみかるの侍じ女じよとしていた。もうキャリーがそのまま花嫁でいいんじゃないかとみかるは提案したのだが、首を縦たてに振らなかったのだ。

　しかも同じ部屋にいると、この調子でずっと言い合っている。

　みかるはキャリーの気持ちを知っているだけに、聞いているとなんだかいたたまれない。

「二人とももう喧けん嘩かをするのはやめて。キャリー……じゃなくて、ミナ、少しバルコニーに出て風に当たらない？」

　みかるはキャリーとともに部屋からバルコニーに出た。

　さすが金持ちの取る客室は違う。バルコニーは広いし、椅い子すやテーブルまで用意されている。

「ねえ、キャリー。やっぱり本当のことを言った方がいいよ」

「いいのよ。私は辛つらいけど、ナジェルは傷つかない」

「……もう」

　キャリーはみかるの心配をよそに、潮風に髪かみをなびかせ、目を細めていた。

「ねえ。私は二人でとことんまで話し合った上で、選せん択たくする方がいいと思うんだけど、キャリーはどうしてそうしないの？」

「本当にあの人を愛しているから……あの人の将来を考えた上で、私は身を引くの。これが一番いいのよ。ナジェルが行きたいところまでなんの足あし枷かせもなくたどり着いてほしいの。でも、王様の借金の件は、なんとかナジェルを説得してみるね。心配しないで」

　たぶんキャリーは自分のことを話しているだけ。なのにみかるはその言葉がとても重く心に響いた。キャリーはしっかりと大人おとなの考えを持っていて、とても立派だ。

　なのに自分はどうなのだろう。

「……いいの。今は」

「どうしたの？」

「好きだから相手の将来を考えるってことも……必要なんだよね」

「私はそう思うけど……どうしたの？」

「え……なんでもない」

　みかるは笑顔を取り繕つくろい、バルコニーから部屋に戻っていくキャリーを見送った。

　あれほどフィリップを助けに行くことに燃えていたのだが、急に自信がなくなってきたのだ。

　本当にこれでいいのか。この決断は、間違っていないのか。

「……はあ……」

「迷いがあるようだ」

「あ……ホワイト」

　ホワイトはバルコニーの椅子に座り、ずっとそうしていたような様よう子すで、手すりに凭もたれているみかるを見上げる。

「……キャリーの言うこともわかるの。相手を大切に思うからこそ、身を引く気持ち。そういうのもあるよね。……私はどうなのか……考えてるの」

「確かに何もしない手もあるな」

「だって、どうせエレノア姫はフィリップ王子を選べない。私も……いずれ自分の世界に戻らなくちゃならないの。なのに……私、何をしようとしているの？」

　ローラの言うように、ここでみかるがフィリップを助け出せたとしても、第二のイザベルが登場するだけかもしれないのだ。

　フィリップは大国の王子。彼の将来を考え大切に思うからこそ、そっとしておくことも必要なのかもしれない。

「エレノアとおまえはよく似ている。いつだって自分の信念に従って行動していた」

「ママは……それでたくさんの人を傷つけなかった？　それって……いいこと？」

「さあな」

「ホワイトは……腹を立てなかったの？」

「エレノアの人生はエレノアのものだ。ジュリアンのものでもおまえのものでもない。なのになぜ腹を立てる必要がある？」

　ホワイトはみかるの質問自体がおかしいとでもいうように、珍めずらしく不ふ思し議ぎそうな表情をしていた。

「だってママのしたこと……身勝手とか思ってない？　ホワイトだけじゃなく、他のママの友達も実はそう思ってたりしない？」

「誰だれかが選択した生き方に対して、他人が腹を立てることこそ身勝手だろう」

　確かにそうだ。けれど人間は一人で生きているわけではない。

　自分を支ささえてくれる人がいて、初めて人生を選択することができる気がするのだ。その人たちを気遣うことも必要なはず。

「私……わからない」

「どうするか、さっさと決めろ。もうすぐ港に着くぞ」

「……うん」

　船の行く手にクリミナの港が見えてきた。もう迷ってはいられないのに、心に起きたざわめきは、落ち着いてくれなかった。
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　クリミナの港はスタホードとは違い、規き模ぼが十倍ほど大きい。停てい泊はくしている船の数もさることながら、戦せん艦かんの数も同じだけあり、兵士はみな鉄製の防ぼう具ぐを着けている。スタホードの兵士の主おも立だった防具は木の皮かわを乾かしたものだから、大国はやはり違う。

　港に溢あふれる人の数も蟻ありが集まっているように見えるほどいて、みかるはうじゃうじゃいる人の波を見て、目め眩まいがしそうになった。それでもこれが都会なんだと改めて感じた。

「問題なく通過できると思うけど、何かあっても僕に任せてくれ」

　ナジェルは男らしくそう言ったが、やっぱり左手のマペットの口もぱくぱくしていて、みかるは苦笑した。

　みかるはベールつきの帽ぼう子しを被かぶっていて、身体からだにフィットした裾すその長いドレスを着ていた。ドレスの裾を踏ふまないよう、侍女が背後で持ち上げて、移動するのだ。

　クリミナで最近流は行やっているドレスらしく、この裾が長ければ長いほど、身分が高いもしくは金持ちだと言われている。裾が長いと引き連れる侍女の数が増えるからだそうだ。

「さあ、行くよ」

　船から下りた場所で、身元が厳しく調べられ、たっぷり一時間は拘こう束そくされた。それでも祭りの時期にしては早い方らしく、そこを無事に終えると、みかるたちはまずクリミナにあるナジェルの屋や敷しきへと向かった。そこはスタホードの屋敷とは違い、こちらは高い塀へいが鋼こう鉄てつで作られていて、中の家が見えないほどだ。

　けれど一番気になったのは空が見えないことだった。

　灰色の靄もやが空を覆おおっていて、吸い込む空気が気のせいか濁にごっている感じがする。

　田畑や果樹園はほとんどなく、どこを見ても家や工場ばかりが目立つ。富とめる国なのだろうが、みかるにはとても住めない。

「すごい塀だね。うちのお城の塀より頑がん丈じよう」

　高い塀を見上げつつ中へ入ると、庭には砂じや利りがびっしりと敷かれていて、玄関まで石の擦こすれ合う乾いた音が響く。門の前、玄げん関かんにそれぞれ警備員が立っていたが、建物の大きさに見合わない、少ない召使いたちにみかるは驚いた。

　みかるは案内されたキャリーの自室で、柔やわらかな敷物の上に座り、ビーズや刺し繡しゆうがされたクッションに凭れていた。

「召使いはあんまりいないんだ……」

「ナジェルが嫌きらいなの。どうせ他人だからって。……で、みかるはどうするの？　誰かを助けたいって聞いてるけど、誰か教えてくれてないわ」

「え、ううん。これ以上、巻き込みたくないから……いいよ」

「どうせもう、巻き込まれてるわよ」

　キャリーに微笑ほほえまれると、すべて打ち明けたい気持ちになったが、それをぐっと堪こらえる。

　何かあったとき、知らない方がいいこともあるだろう。

「頼まれた市内と城の地図を持ってきたが、これが君の言う『大切な人に会いに行く』ことと、どういう関係があるんだ？　一体……何をするつもりなんだ？」

　ナジェルは困惑しつつも、みかるが頼んだ地図を持ってきてくれた。

「関係あるんです。地図ありがとう」

「あるならいいが……」

　こうしてみると本当にナジェルは人がいい。キャリーとは別れると言いつつ、彼女の頼みは断わらないし、この部屋だってそのままにしてあるのだから、やっぱりキャリーを愛していることがよくわかる。

「みかる？」

「あ、ぼんやりしてごめんなさい。……帰りの船も使っていいかな」

「構かまわないさ。別に僕の船じゃないから、金を出せばどこへでも連れて行ってくれる。そのくらいの金は用意してやるよ」

「ありがとう。でもまた厳しい審査があるのかな？」

「いや……入国が厳しい分、出る場合はすんなりいく。なぁ。本当は何をしようとしてるんだ？」

　地図を広げて城までの道筋を確かめる。ここは都市計画がしっかりされているようで、城を中心に道が放射状に伸びているのだが、やたらと細かいのだ。

「知らない方がいいの。ほんとだから」

「ねえ、ここまできたら教えてくれない？　できることなら協力するわ。ね、ナジェル」

「……だめ。だめだよ」

「ああ、そうだ。知らなければ面倒が起こったとき、対処に困る」

　なぜかキャリーとナジェルはまるで喧嘩などしていないような仲のよさで、絶妙のタイミングでみかるを説得しようとする。

　みかるはたっぷり一時間は二人の説得に抵抗したが、最後には押し切られた。

「実は……ある人を……この国から連れ出したいの」

「……ある人って誰だ？」

　ナジェルはマペットの口を歪ゆがませ、疑問の浮かんだ表情を作った。キャリーといえばハッと何かに気づいたようだった。

「わかった。……姫様のためでしょう？」

　エイデンがペラペラと食事の最さい中ちゆうに話すものだから、給仕をしていたキャリーの耳に当然入る。そこから誰を逃がしたいのか、導き出すことは簡単なはず。

　だからといって、名前を口に出すわけにはいかない。

「言えない」

「城の地図が必要だってことは、まさか招待客の誰かを連れ出す気か!?　それは……まずいんじゃないのか？　キャリー、そんなことに手を貸したと知られたら、どういった罰ばつを受けると思うんだ。最悪……」

「やめてナジェル。私、みかるの気持ちがとてもよくわかるの。だから協力してあげましょうよ」

　おっとりしているはずのキャリーが、強い口く調ちようでそう言うと、ナジェルのマペットの口を摑つかんだ。ナジェルはウッと喉のどを鳴らし、黙だまり込む。

「待って、本当にいいの。ここに来るまでも協力してもらってる。十分だよ」

「私が手伝いたいの。ナジェル……お願い。みかるを助けてあげて」

　と必死に頼み込むキャリーだが、マペットの口を摑んでいるためか、ナジェルは口をぱくぱくさせるだけで声を発しない。
















「これでわがままは最後にするから……。ごめんなさい、ナジェル」

　キャリーがさらに言葉を重ねると、ナジェルは無言のままで顔を縦に振った。マペットの口はキャリーの手で思い切り潰つぶされている。

　確かにこの状態では首を縦に振るしかないだろう。

「……ね、みかる。ナジェルもいいって。……ね、ナジェル。どうすれば成功するかしら」

　キャリーはそう言うと、ようやくマペットから手を離した。

「……城から……その……誰かを連れ出したことがばれたら、まっさきに港は封ふう鎖さされる。もちろん、陸路でスタホードに行く手もあるが、あまりにも遠回りだ。だからやはり移動は船しか考えられない」

「そうね」

「一つの騒さわぎだと兵がその問題に集中して都つ合ごうが悪い。だから……もう一つ騒ぎを起こすか」

「どういう騒ぎ？」

　ナジェルはキャリーから問われ、少し嬉うれしそうに、そして胸を張って答えた。

「うちの『ヘンドリック鉱こう山ざん』には廃はい鉱こうになった場所もある。その一つに爆薬をしかけて、火事を起こす。鉱山は海からかなり離れているし、騒ぎを起こすにはもってこいだろう。岩だらけだから人はもともと住んでいないし、怪け我がをする人間はいない」

「……でも、そんなにタイミングがいいと、ナジェルさんが疑われたりしない？」

「君が行動を起こす前から、やばそうだと火を出しておけばいいだろう」

　二人を見ていると、仲がいいという関係を超えた信頼関係を持っているのがよくわかる。互いに交かわされる視線は温かく、心地ここちよくさえ感じるのだ。

「じゃあ、二人がお城に行っている間に、私が爆薬をしかけるから、大丈夫ね。私も鉱山で手伝ったことがあるから、今でもそのくらいできるわ。じゃあ、この計画でいきましょう。ほら、三人だと簡単」

　キャリーはみかるの方を見てにっこりと微笑んだ。

　ばれたら大変なことになるとわかっていながら、こんなふうに協力してくれる二人にみかるは胸がいっぱいになって、目め頭がしらが熱くなった。

「……どっ……どうしたのみかる？　私、何か悪いことでも言ってしまったの？」

「ううん。助けてもらえて……嬉しくて……。でも……本当にごめんなさい。二人にこんなにも迷惑をかけてしまって……」

　浮かんだ涙を拭ぬぐいながらも、みかるは二人の存在に心から感謝をしていた。彼らがいなかったら途中で失敗していたに違いない。

「ね、みかる。一人で達成できることって、実はないと思うの。どんなことでも誰かの助けがあって初めて達成できると思わない？　ね、大丈夫。そうよね、ナジェル」

「ああ。そうだ」

「私……やるわ。もう迷ったりしない」

　先のことなど考えても無む駄だなのだ。

　今はただ、フィリップを助けたい。この国から逃がしてあげたいだけ。

　みかるが一生懸命になる理由はそれだけで十分だった。

　それから、ナジェルとキャリーと綿密な打ち合わせをして、みかるはクリミナの城へ向かうため、新しいドレスに着替えた。城ではクリミナの姫であるイザベルより目立つドレスは着てはならないそうだ。またドレスの裾も、侍女が不要な程度の長さにしなければならない。

　みかるはイザベルの誰に対しても持っている対抗心の強さに驚きながらも、薄い水色のドレスに、足あし下もとまである長いベールを頭から被って、目以外が外から見えないよう、前で合わせてリボンで結ぶ。

　化け粧しよう箱の隅に後から身代わりになってくれる妖精をしのばせ、荷物には城で必要な着替えなどを詰めた。他の荷物は城の近くにある空あき家やで待たい機きさせているジャスパーに持たせてあった。

　万ばん全ぜんの計画に万全の準備。成功するためには、あと少しの幸運だけ。

　みかるはドレスの下に隠れている『静かなる星』を手で押さえ、気持ちを落ち着けた。

　だがクリミナの城に向かい、外も中もノークレーブスとはまた違った豪ごう華かさを目まの当あたりにして、思わず声を上げた。

「す……すごいお城ですね。ノークレーブスもすごかったけど……ここはまた……違う」

　ナジェルはここでも有力者なのか、立派な部屋が用意されていて、部屋付きの召使いもいた。もっともナジェルは召使いが嫌いなため、部屋から追い出してしまったが。

「クリミナは工業都市だからな」

「そういえば空の色がスタホードと違いました。なんだか……もやっとしてる」

「鉱石を溶とかしたりするのに火を使うから、大気が汚れているんだ。住むならスタホードが一番だよ。あそこは気流の関係でクリミナからの汚染大気が流れない。水や空気が本当に綺き麗れいだからね」

「どうしてスタホード生まれのナジェルさんがクリミナで鉱山を見つけることができたの？」

　落ち着かずに窓まど際ぎわを行ったり来たりしていたナジェルにそう聞くと、ようやくうろうろするのをやめて、みかるの座る長椅子の横に腰を下ろした。

「僕はもともと変わっていてね。小さい頃から人と話すより地層に興味があったんだ。だからあちこちの山に登っては調べたよ。変人だって両親も呆あきれていたな」

　そのマペットの方が変わっていると思うのだが、ナジェルはやっぱり左手をぱくぱくさせている。でも見慣れると気にならないのだから不思議だ。

「へえ～すごい趣味だね」

「クリミナのはげ山には特に興味があった。二に束そく三さん文もんで売りに出されたのを買ったのも、あそこには鉱脈があるってわかっていたから買ったんだ」

「……鉱山って儲もうかるの？」

「ああ。鉄製品を作るために必要な鉱石がたくさん取れる」

　ナジェルはさらっと言ったが、鉄製品ということは、剣や大たい砲ほうも含まれる。スタホードにいると剣を交まじえるような戦いなど想像できないのだが、そういったものが作られるのは需じゆ要ようがあるということだ。

　それが少し悲しく感じた。

「戦うための武器……ってことだよね」

「ああ。クリミナの武器は定評があるんだ。それは鉱石の質がいいから。でもね、鍋なべもそうだけど、家庭で必要なものも同じだけ作られている」

「……ふうん」

「キャリーは僕が金持ちになったから嫌いやなのか？」

「違います」

「……そうか。じゃあ……仕方ないな。そろそろ諦あきらめ時かもしれないな。僕自身が嫌いになったっていうなら……どうしようもない。昔も今も、僕は変わってないんだけどね」

　ナジェルは左手のマペットを自分に向け、話し合うように見つめ合っている。

　何か声をかけてあげたいのだが、キャリーから口止めされているため、本当のことを話せない。それでも何か彼を励はげますような言葉を探していると、召使いが入ってきた。

「ヘンドリック様、お時間です」

「さあ、行こうか」

　ナジェルは立ち上がり、みかるに手をさしのべた。





[image: ]






　イザベルの父であるクリミナの王は、みかるが想像していたような男ではなかった。どちらかというと老人に近く、祖そ父ふかと思ったほどだ。

　はげた頭に王おう冠かんを載のせ、長い顎あごひげは、先が指輪のようなリングで結ばれている。耳の脇わきにはまだ少し白しら髪がが残っていた。ふっくらした顔立ちに、眉まゆ尻じり、目め尻じりが下がっているため、やけに人のよさそうな雰ふん囲い気きがあったが、人は見た目ではない。

　あのイザベルの父だからだ。

「おお、ヘンドリック、やっと来てくれたな。それで……幸運な花嫁はとてもおてんばだと聞いているが、どうだね」

「はい。誤解はございましたが、今はこのように仲良くしております」

　王の前でそれぞれ膝ひざをつき、話すことはすべてナジェルに任せて、みかるはただ微笑んでいた。王はみかるには関心がないのか、視線が合うこともない。イザベルがいるかと思ったが、姿は見えなかった。

　ここではセキュリティのためか、王座とみかるたちの間には二メートルほどの幅の穴があいていて、下が見えない深い溝があった。命を狙ねらう人間が駆かけ寄ることができないようになっているのだろう。

「そうか。誤解も時には愛情を燃え上がらせるスパイスになろう。ところで、例のもののめどは立ちそうかね」

「今のところはなんとも。ですがご期待に添えるよう、鋭えい意い努力いたします」

「期待しておるぞ。ああ、そうだ。先程鉱山で不ふ審しん火びが出たと聞いたが、問題は解決したか？」

「ええ。ご心配には及びません」

　二人は和なごやかに話しているが、やっぱりここでもナジェルのマペットは大だい活かつ躍やくだ。クリミナの王も疑問に思わないのか、それともナジェルの個性を認めてくれているのか、マペットは取り上げられることもない。

「今夜の夕食会だけはなく、三日後の最終日のパーティーにも顔を出してくれるのだろう？」

「もちろん妻と参上する予定です」

　取ってつけたように、みかるはナジェルと顔を見合わせ小さく頷うなずく。

「祭りの期間中、好きなだけこちらが用意した部屋でくつろいでいくといい。楽しみにしているぞ」

「ありがとうございます。では、後ほど」

　短かったが王との謁えつ見けんを終えて、みかるたちは部屋に戻ってきた。ナジェルはまた召使いを追い出すと、ドアに鍵かぎをかける。

　これからが勝負なのだ。

「そういえば、王様の言ってた例のものってなんですか？」

　みかるはカーテンで仕切られたパウダールームで、クリミナ出身のマイクから借りた、ここの使用人の服に着替えた。

　次に妖精をキャリーに変身させて、みかるの着ていたドレスを着せる。サイズは後ろのリボンで調節できるので、ピッタリに合わせることができた。

「王から直じき々じきに依頼されている鉱石がなかなか見つからなくて、僕も焦あせっているんだ。もっとも……簡単に見つかるものではないことも、王はご存じだけど」

「どういう鉱石なの？」

「ドワライト。稀き少しような鉱石なんだ。クリミナにはドワライトの鉱脈があるのはわかってるんだが……そんなこと、今はいいか。着替えたかい？」

「はい」

　みかるは妖精が変身したキャリーを連れてパウダールームのカーテンを開けた。ナジェルは妖精の変身したキャリーに釘くぎ付づけになっている。

「ナジェルさん？」

「いや……キャリーにそっくりだと思って……妖精を見たのは初めてだが、これは……すごい」

「でも妖精さんの身代わりは話せないの。飲んだり食べたりもできないから注意して。怒らせるのもだめです。この子を連れてナジェルさんが屋敷に戻れば完かん璧ぺき。これで誰もナジェルさんたちを疑ったりしません」

　笑顔で言ったつもりだが、ナジェルは不安そうな表情を浮かべていた。表情のないはずのマペットもどこか不安げにみえる。

「みかる……本当に一人で大丈夫か？」

「私は大丈夫。その人、今は私しか味方はいないの。だから私が動かないと……」

「そうか。みかるはその人のことが好きなんだな。ある意味君の言う『片かた想おもいの人』は当たっていたのかも」

　ナジェルの言葉にみかるは顔を真っ赤にしつつも、強く否定した。けれど否定すれば否定するほどナジェルの笑みは深くなる。

「いや……いいよ。じゃあ、僕はこの子を連れて屋敷に戻る。合図を待つんだよ」

　この国は太陽が完全に沈んでしばらくすると、鐘かねが一つ鳴らされるそうだ。

　普段は工場の仕事が終わる合図に使われていて、今回はそれを合図に鉱山の一つを爆破させる予定だった。

　みかるはその隙すきを狙ってフィリップを助け、港に向かう。

「はい」

「でも……深夜まで待った方がいいんじゃないのか？」

「……それも考えたんですけど、今はお祭りでたくさんの人が集まってきているでしょう？　船も規制されているっていっても、たくさん停泊していて、出て行く船が多いし。それに紛まぎれる方がいいかと思って」

「そういう考えもあるな」

　ナジェルは目を見開いて、右手で顎を撫なでると、何度も頷いていた。

「いろいろありがとう。ナジェルさん」

「キャリーの頼みだからな。彼女の頼みは……きっと友達同士に戻っても、聞いてしまうと思う」

「これがすんでからだけど、私でよかったらナジェルさんの力にならせてください。ううん。最初の約束だから、守らせてもらえます？」

「いや……もういいんだよ」

「私、キャリーもナジェルさんも大好きだから、力になりたいんです」

「……わかった。これが成功したらまた頼むよ。僕が帰った後も、また来るってことで、召使いにはこの部屋に入らないよう言っておくから……とにかく気をつけるんだよ」

　ナジェルが帰ると、残ったみかるは窓から街並みを眺ながめ、深しん呼こ吸きゆうをした

　何度見てもスタホードとはまるで違う。緑が極端に少なく、大小様さま々ざまな家が土地を奪い合うように、ひしめき合って建っている。その合間に大きな工場らしき建物があって、煙えん突とつから黒い煙けむりを吐き出していた。

「ほんと……私はここは住めないな……」

　遠くに連なるはげ山は、ナジェルが持つ鉱山だ。真っ黒なシルエットの中、あちこち明かりが灯ともっている。ただ今はクリミナの祭り期間なので、採さい掘くつは一時停止されているそうだ。

　あそこで大きな花火が上がったら、騒ぎはあそこに集中するだろう。

「大丈夫。絶対に上う手まくいく」

　キャリーやナジェルに協力してもらったのだ。これで失敗などあり得ない。

　みかるは遠くにいる両親を強く思い、成功することを心から祈った。
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　高い窓から見える空は、薄うす闇やみに包まれてくる。そこから流れ落ちてくる冷ひえた空気は、あまり好このましいものではなかった。

「鍵だ、王子」

　ディーンの声に振り返ると、鉄てつ格ごう子しの向こうに黒いオオカミの姿があり、銜くわえていた鍵を放り投げる。鍵は敷物の上に落ちたが、なんの音も響ひびかない。

「俺ができる仕事はここまでだ。幸運を祈るぜ」

「すまない、ディーン」

　そうフィリップが言ったときには、ディーンの姿は消えていた。

　鉄格子に近づき外を見ると、フィリップに付けられていた兵士が二人とも倒れていた。ディーンが倒してくれたのだろう。

　フィリップは鍵を開けて牢ろう屋やから出ると、倒された兵士を二人とも引きずり込んだ。そこで、一人の兵士から衣服をはぎ取った後、手足を縛しばり口も塞ふさぐ。

「その先はどうするつもりだ？」

　兵士の服に着替えたフィリップの背後から、ホワイトの声が響いた。

　本当にこの魔導師は唐とう突とつで困る。

「なんとかなるだろう」

「ああ、夕闇の鐘が一つ鳴ったな。……みかるがおまえを助けに来るぞ」

　ホワイトは響く鐘の音に耳を澄すませるように目を細める。

「やめさせていただけなかったのかっ！」

「一いち途ずな想いは誰にも止められないものだ。たとえ私がどのような忠告をしようとな」

　それはどういう意味だと問う前に、みかるがクリミナの召使いの格かつ好こうでやってきた。牢屋の前に立つホワイトとフィリップに、パッと表情を明るくさせた。

　みかるは好きな果物フルーツを食べるとこういう顔をする。見ると誰もが幸せになる笑顔だ。

「……ホワイトっ!?　あっフィリップ王子。あの……城の外にジャスパーを待たせてて……船の用意もできてるから……」

「ありがとう、みかる」

「う……ううん。いいの」

「話していないでさっさと行け」

　ホワイトはそう言って姿を消す。

「そうだな。行こう、みかる」

　フィリップは兵士の防具を被って顔を隠し、みかるとともに地下から一階へ向かった。

　だが、通路に立つ兵士は何かにとらわれたように、窓の外ばかり見ている。他の召使いたちも同じように窓に集まっていた。

「なんだか騒がしいな」

「ちょっと……協力してもらったから……」

「どんな？」

「鉱山の爆破」

　フィリップはみかるから驚くべきことを聞いて、思わず声を上げそうになった。

「……っ？」

「友達が協力してくれたの。大丈夫だよ」

「想像もしなかったが……ずいぶんと派は手でだね」

「……うん。……あ」

　城から出るため回かい廊ろうを歩いていると、向こうからイザベルが侍女や召使いを引き連れてやってくるのが見えた。

　一歩下がってついてくるみかるが緊張する気配が伝わる。

「黙って……普通に歩いてやり過ごすんだよ」

「わかった」

　フィリップはみかると通路の脇に跪ひざまずき、イザベルが通り過ぎるのを待った。イザベルにとってはいつものことだろうから、脇で跪く兵士や召使いの存在など、一いち瞥べつすらせず通り過ぎていく。

「き……緊張した」

「こんなところに私たちがいるとは思わないさ。さあ、急ごう」

　フィリップはみかるを連れ、城の外へ無事に出ることに成功した。そこで初めて山並みを確かめることができたのだが、かなり激しい炎ほのおが上がっているのが見える。人々の興味もそこへ集中しているようだ。

「本当に……かなり燃えている。あれでは兵士が手薄になるはずだ」

「この騒ぎに乗じてってところなの」

　みかるに案内され、橋を渡って左手の小道の行き止まりの空き家に向かうと、交替で着替えジャスパーだと説明されたやや大きめの赤毛の馬に乗り、港に向かった。

　フィリップの知るジャスパーはもっと恐ろしい顔をしていて、気難しく気性が荒い。

「ジャスパー……は二頭いるのかい？」

「ホワイトにお願いして見た目を普通の馬にしてもらったの。ジャスパーゆっくり走るのよ」

　みかるはそう言いながら、ジャスパーにも声をかけている。

「普通の馬ではいけなかったのかい？」

「ジャスパーは特別なの。どんな武器よりも強いから王……フィルを守ってくれると思って」

　言い間違えるみかるに笑っている間に、ジャスパーは港に着いた。

　まだフィリップが抜け出したことは知られていないのか、港は封鎖されていない。

「あのっ……みかるさんですよね？」

　ジャスパーの側でキョロキョロしているみかるのもとへ、若い男が近づいてきた。

「あ……はい」

「これ、ご主人様から乗船券とお荷物を預かっています」

　男はみかるに乗船券二枚と、革かわの鞄を渡す。みかるの知り合いはとても心配りのできる相手のようだ。だがそれが誰なのか、フィリップは気になった。

「ご主人？」

「ヘンドリック様です」

　その名前にフィリップは聞き覚えがあった。

「えっと……あの……ナジェルさんは？」

「鉱山へ行かれました。あ、鞄にはお金と、水と食べ物が入っています。船中で食べてくださいとのことです。では……」

　男が人混みに消えると、フィリップはヘンドリックについて思い出した。

「ヘンドリック……聞いたことがある。クリミナに鉱山を持っている男だ」

「ね、フィル、先に船に乗って。私が出航までに戻ってこなくても、そのままスタホードに行ってほしいの」

　フィリップにみかるは乗船券と鞄を渡してくる。一緒に行く予定だったはずだが、みかるはそわそわしていて落ち着かない。

「一緒に行けないのかい？」

「今回のことで助けてくれているナジェルさんたちが心配だから、鉱山の方へ様子を見に行ってくる。私はいつでも船に乗れるから、フィルは行って」

　山はまだ燃えている。これらのことに協力してくれているナジェルのことが心配になるのも無理はない。ただ、みかるが現場に出かけたとしても、できることは何もないはずだ。

「……ジャスパー。貴方あなたはフィルと一緒に行くのよ。もう大丈夫だと思うけど……何かあったら、フィルを守ってね。私の命令だから聞けるわね？」

「みかる。やはりジャスパーは君が連れて行った方がいい。私もその方が安心だよ」

「ううん。私はあそこの貸し馬に乗って行くから大丈夫。じゃあ、フィル。気をつけて！」

　みかるは言い終えると、フィリップが呼び止めるのも聞こえないのか、振り返ることなく馬を貸す店へと走って行った。
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　フィリップを港に置いたまま、みかるは黒い馬を借り、鉱山へと向かった。

　山を見たとき想像していたより火の手が大きくて、みかるはキャリーやナジェルたちが心配になったのだ。

　鉱山の手前で馬から下りて手た綱づなを脇の木に結んで先を急いだが、入り口にはロープが張られ、野や次じ馬うまを兵士たちが押しとどめていて中に入れない。みかるは小柄な身体を生いかして、兵士が気を逸そらした瞬間、ロープをくぐって詰め所になっている場所に走った。

　そこで見つけたナジェルはぴんぴんしていた。どちらかというとみかるよりナジェルの方が驚いている。

「みかるっ！　船に乗ったんじゃないのか？」

「心配になって……」

　鉱山の入り口だけでなく、空気穴からも火が噴き出していて、何人もの人が消火に走り回っているのだ。

「どういうわけか予定していた廃鉱から火が出なかったから、僕も焦ってね。しかも……やけに火の手が激しくて驚いた。でもあと数時間で収まるはずだよ」

「あの……キャリーは？」

「え……見なかったかい？　そのあたりにいるはずなんだが……」

「ここでは見ませんでした。たくさん建物があるのはわかるんですけど、他に行くと迷いそうで……」

「ああ、向こうの詰め所かもしれないな」

　ナジェルはみかるを連れて鉱山で働く人たちの家や工場ではなく、まず広場へ向かった。そこにも支柱を立て天てん井じように布を張り覆った簡単な家屋があり、水を運ぶ人たちが怪我をしたときの治療所や、休憩所になっているようだ。

「いない……あ、あの馬ば鹿か。また潜もぐったのかもしれない。危ないと言ったのに」

「潜った？」

「当初予定していた廃鉱だ」

　ナジェルのもとに消火の責任者らしき男がやってきて、話したそうにしている。

「……ああ、わかってる。待ってくれ」

「よかったら私が呼びに行ってきます」

「ああ、じゃあ頼むよ。……あの赤い旗が立っている入り口がそうだ。予定の場所へ迷わず行けるよう、通路のカンテラに火を入れてあるから、迷わないだろう。間違っても別の枝分かれしている坑道に入ってはだめだ。慣れた人間でも迷うと出てこられなくなる」

　ナジェルがマペットで指差す方向に、坑道の入り口が見えた。火は出ていないので人ひと気けは全くない。

「はい。気をつけて行ってきます」

　みかるはナジェルから離れると、入り口に赤い旗の立つ坑道へ向かった。

　入り口は想像していたよりかなり高く、鉱石を運び出すための溝が二本まっすぐ中へ伸びている。ナジェルの言っていたように、カンテラの明かりが行く手を照らしていて、みかるはそれを頼りに奥へと向かう。

「キャリー～！　どこ～！」

　トンネルの岩いわ肌はだはごつごつしていて、空気はひんやりしている。天井が崩くずれないよう、しっかり木材で補強されているものの、やっぱりちょっぴり怖こわい。

「なんだか焦こげ臭いけど……大丈夫なのかな……」

　奥に行けば行くほど、少し湿った中に焦げた臭いが混じっていて、みかるは不安になった。

「キャリー～！　キャリー～っ！　返事して！」

「ここよ～ここにいるわ～」

　聞こえた声は意外に近く、みかるは声のする方へ走った。すると、十メートルほど上がったところでキャリーの姿を見つけた。

「キャリーっ！　どうしてここにいるの？」

「一気に爆破するのは久しぶりで怖かったから、手始めに軽く爆破したの。そうしたら……偶然……見て、これ。だから別の廃鉱を爆破したのよ」

　キャリーは地面に座り込み、喜き々きとした様子で手に黒っぽい塊かたまりを持って振っている。

　火薬の臭いがうっすらと漂ただよう中、爆破でえぐれた壁かべにも似たような石が頭をのぞかせていて、地面にも土や岩に混じって転がっていた。

「何これ」

「ドワライトの鉱石よっ！　きっとここを掘ほったらもっと出てくるわ。こんな上にあるなんて、だからみつけられなかったのね」

「綺麗……」

　黒い石は明かりにかざしてみると、深い藍あい色の中に金や銀の細長い筋がたくさん入っている。水晶のようにツルッとしているのに、石が自みずから発熱しているのか、ほのかに温かい。

「みかる、リュックにドワライトの塊を詰めてるから持って行って。見た目より軽いから大丈夫ね。ナジェルにまだ内緒にしてるのはそのためなの」

　キャリーは地面に転がっている岩から顔を出すドワライトを、不要な岩をできるだけハンマーで落としては、リュックに詰めていく。

「え、だめ、もらえないよ」

「発破したそこを掘ればもっとたくさん出てくるわ。だからね、このくらい持って行ってもいいの。ほら、ちゃんと手を通して」

　リュックの口を閉めて、キャリーはてきぱきとみかるに背負わせる。ずしっと腰にきたが、背負えないほどではない。

　ただ貴重な鉱石をこんなに簡単にもらっていいのか、そればかり気になる。

「キャリー……私……やっぱり……」

「だから、いいのよ。だってみかるの計画を手伝わなかったら、この鉱石は見つからなかったんだから。みかるが国に帰った頃に、ほんの少しプレゼントしたってナジェルに話すから、本当にいいのよ。もらってやって」

「ありがとう……キャリー」

「さあ、そろそろ行きましょう。みかるを見送ったら、ここのことをナジェルに話すわ」

　二人で来た道を戻ろうと歩きだしたが、キャリーが不意に立ち止まり、背後を窺うかがう。その表情は見たこともない、険しいものだった。

「……キャリー、どうしたの？」

「まずいわ……下で繫つながっていたのかも……行って早くっ、走って！」

　みかるはキャリーに背を押され駆けだしたが、肩越しに振り返ると、白い煙が生き物のように壁を這はうようにしてこちらに向かってくるのが見えた。

「ええ────!?」

「早く走ってっ！」

　叫ぶキャリーの声にみかるは後ろを気にしつつ走ったが、煙は二人を追い抜いて周囲を包む。咳せき込みながらも、明かりを頼りに走っていると、唐突に地面が揺れた。
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　フィリップは港でジャスパーを伴ともない、山の方をずっと見つめていた。

　鉱山に行き戻ってくるだけなら、もう姿を見せてもいい頃だからだ。

　だが、いつまで経たってもみかるは戻ってこないし、鉱山の騒ぎも収まりそうにない。問題は先ほどからジャスパーも興奮していて、前足を何度も蹴けるため、地面がえぐれてしまっている。

「……おまえも心配か」

「ぶほっ……ぶほほっ！」

　ジャスパーはギラギラと目を光らせ、顔を大きく上下左右に振っている。フィリップの問いに答えてくれているわけではなく、ただ興奮しているようにも見えた。

「だが……私の側にいろと言われたから、みかるのもとへ行けないんだな」

「ぶぶぶ……ぶほっ！」

「では、お互いの希望を叶かなえるとしよう」

　フィリップがジャスパーにまたがると、馬にはないスピードで走りだした。フィリップは手綱を摑んで振り落とされないようにするだけで精いっぱい。しかも瞬まばたきするたびに景け色しきが変わっていて、人々の叫さけび声がいろいろ耳をかすめていくものの、気がつくと見知らぬ坑道に飛び込んでいた。

「ジャスパー、待て……待ってくれ……ここは……なんだ!?　うわっ！」

　突然止まったジャスパーの行く手の通路が崩れ塞がれている。これでは無理だろうとフィリップが考えていると、恐ろしいことにジャスパーは岩だらけになっている通路を、前足で蹴り崩し、長い首と平らな額で押しのけた。その破壊力はすさまじく見る間に岩をどかしていく。フィリップはこんな生き物を見たことがない。

「ジャスパーっ！」

　崩れた通路に新たな道を作ったジャスパーは、鼻息荒くさらに先を走り、またもや唐突に止まった。勢いで前につんのめったものの、フィリップは今度も振り落とされることはなかった。

　だが、息を整えるよりも前に、ジャスパーが鼻先で倒れたみかるを突いているのを見つけ、慌あわてて飛び下りる。

「……みかるっ！」

　抱き起こして軽く揺さぶってみたが、みかるは目を開けない。顔は土で汚れていたが、手足は折れている様子はなかった。

「しっかりしろっ！　みかるっ！」

　息をしているのだが目を開ける様子がない。フィリップは鞄から水すい筒とうを取り出すと、みかるの唇くちびるに当て、飲ませようとした。けれど意識のないみかるは水をすべて零こぼしてしまう。

　フィリップは水筒の水を口に含むと、みかるの唇に自らの唇を重ねる。薄く開いた唇の隙間から水を与えると、ようやくみかるは水を飲み込んだ。
















「……ん」

　みかるの見開かれた目は、フィリップを確認してか、さらに大きく開かれる。目覚めてホッとしているはずなのに、その驚きの表情があまりにもみかるらしくて、フィリップは笑ってしまった。

「おっ……」

「フィル」

　フィリップがみかるを離したが、唐突に現れたフィリップに驚いたのか、動揺している。

「フィル、ど……どうして……ここに!?」

「ジャスパーが興奮してね。みかるの危機にどういうわけか気づいたようなんだ。……痛いところはないか？」

「う……うん」

「どうしてこんなところに？」

「あ、そうだ。キャリーっ……キャリー、大丈夫？」

　みかるはキョロキョロと周囲を窺い、さらに奥に倒れていた女性に駆け寄った。

「あ……いたた……だい……大丈夫よ」

「ここで何があったんだ？」

　キャリーと呼ばれた女性もみかると同じように顔を黒くさせ、脇腹を押さえながら、みかるの手を借り立ち上がる。

「火が出てる廃鉱と……ここは地下で繫がっていたみたいなの。だから煙がこっちまでやってきたんだけど、それだけじゃなくて隣の発破の振動が思ったより強く伝わったみたいで、ここが崩れてしまったみたいなの」

「キャリー、本当に大丈夫？」

「ええ……大丈夫」

　キャリーは左足を引きずっているため、フィリップは足首を触って確かめたが、折れてはいなかった。

「折れてはいないから安心するといい。だがまずは二人ともここから出てからだ」

　フィリップはキャリーをジャスパーに乗せようとしたが、すんなりフィリップを乗せたくせに、今度は歯を剝むき出しにして怒りを露あらわにした。

「ジャスパーっ！　キャリーは私の大切な友達なんだから、乗せてあげてっ！」

　みかるが怒ど鳴なると前足を振り上げていたジャスパーだったが、今度は前足を曲げて背を低くする。ただ納得していないのか、首は上下に激しく振っていた。

「フィルも乗って。三人くらい平気。大丈夫だから」

　崩れた岩を押しのけるすさまじいジャスパーを見た後だから、フィリップはなんの心配もすることなく、またがることができた。

　ジャスパーに乗って外へ出ると、左手にマペットを付けた男が待っていた。

「よかった。みかるが行ってずいぶん時間が経っていたから、心配していたんだ」

「ナジェルさん、すみません。遅くなってしまって」

　みかるは慌ててジャスパーから下りると、キャリーに手をさしのべた。けれどフィリップがキャリーを下ろして、ナジェルの手に引き渡す。

「キャリー……一体、どうしたんだ!?　大丈夫かっ！」

「ええ。大丈夫よ。久しぶりの坑道だったから、転んでしまっただけなの。それより、みかる。貴方たちは行かないと……船が出てしまうわ」

　キャリーはナジェルに支えられながら、脇腹を押さえていた。そんなキャリーをナジェルはいたわるように抱いている。

「でも……」

「落ち着いたらまたスタホードに帰るから、今は先に行って」

「キャリーのことは僕が医者に連れて行く。君たちはもう行きなさい」

「ありがとう、キャリー。ちゃんとお礼をするから……もう少しだけ待ってて」

「そんなこと……いいのよ……本当に」

　今日初めて会ったばかりだが、みかるの友人はとても心の優やさしい人たちのようだ。いや、不思議とみかるの周りにはこういう人間が集まってくる。

「お二人に協力していただいたようで、本当に助かりました。私からもいずれなんらかのかたちで改めてお礼をさせていただきたいと思います」

　フィリップがそう言うと、二人はなぜかみかるを見て、こちらに視線を戻すと、意味ありげに微び笑しようした。
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　無事に船に乗り込むことができたフィリップたちは、他の客たちに見とがめられないよう、ジャスパーの馬ば房ぼうの中で一息ついていた。何かあったときにジャスパーが側にいると、すぐさま乗って逃げられるというのも理由だ。

「今頃……騒ぎになってるのかな？」

「そうだろうね」

「私……勝手なことしちゃったんだけど……迷惑じゃなかった？」

　馬房の壁を背にして、フィリップの隣に座ったみかるは、申し訳なさそうに聞いてくる。

「いや……とても助かったよ。でも、危険だからね。ホワイト殿にやめさせてくれるよう、頼んだんだが……」

「姫様との『婚こん約やくの華はな』が終了して、イザベル姫と『華の誓ちかい』を立てるって聞いたんだけど……そうなの？」

「父がそうしたようだね。私になんの相談もなく」

　フィリップはなんの感情も込めずに答えたが、みかるはうつむいて、馬房に敷かれた藁わらを手の中で弄もてあそんでいる。

「私はよくわからないんだけど……王子様としてそれは受け入れなくちゃならないこと？」

「普通はね」

「王子様は……どうするつもり？　って……こんなこと聞いていいのかな」

「いいよ。ノークレーブスは三人も王子がいるんだから、一人くらいはみ出てもいいだろう」

　フィリップの言葉にチラリとみかるは彼を見て、やっと笑顔を浮かべた。

「……姫様が聞いたらきっと喜ばれます」

「そうかな」

「……え？」

「話は変わるけどね、私の母は……政略結婚で無理やり父と一緒にさせられた。しかも、それを隠さない人だった」

　──フィリップ、貴方を世界で一番愛しているわ。でも、貴方の父親は愛せない。

「隠さないって？」

「公では仲むつまじく見せていたが、一歩そこを離れると、目も合わせない冷えた関係だった。兄もそうだが、使用人もみなそのことを知っていたよ。けれど父は決して母と別れようとはしなかった」

　──好きでもない相手とは絶対に一緒になってはだめよ。いいわね。

「……王様はもしかしたら好きだったのかもしれないよ」

「父にそういう感情はないんだ。別れなかったのは、それが母を苦しめることだと知っていたからだよ」

　プライドの高い王にとって、離婚という選択はない。母も逃げるという選択ができなかった。

「……そんなの……ひどい」

「私もそう思うよ。母はいつも言っていた。好きでもない相手とは一緒になるなと……ね」

　──もし受け入れてしまったら、死ぬまで後悔することになるの。とても辛いわ。

「でも……ノークレーブスの今の王おう妃ひ様は……王子様のお母さんじゃなかったよね？」

「母は病死したんだ。生まれ故こ郷きようの国にいた、母の愛する人が結婚することを知ってから体調を崩してね。ずっと忘れられなかったんだろう」

　当時フィリップは、母の大好きだった故郷の花を取り寄せ、棺ひつぎの中いっぱいに敷き詰めた。母の金色の髪が白い花に映はえ、本当に美しかった。

　フィリップは悲しみに暮れたが、他に誰も悲しむ人はいなかったのだ。

　夫であるはずの父ですら。

　こんな婚こん姻いんになんの意味があるのだ。

「……そんな……」

「だから父がどれほど策さく略りやくを巡めぐらそうと、私は私が望む人と結ばれるつもりだ」

　絶望して動けなくなるより、やるだけやって動けなくなる方がいい。フィリップはそれを母から学んだ。

「……うん。応援する」

「ありがとう。……今日は疲れただろう？　私も一日がとても……長かった」

「疲れてないよ……王子様を助けることができて……よかった。本当……だって私……」

　みかるの声は徐々に小さくなって、最後の方は聞こえなかった。

「みかる？」

　肩に凭れかかるようにして眠るみかるの満ち足りた表情を見て、フィリップはいつしか笑顔になっていた。
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　昨日、朝早く船に乗り、クリミナにフィリップを助けに向かい、翌日の早朝スタホードに戻ってきた。

　フィリップがエイデンと話したいというので、みかるはとりあえず彼を南の塔とうへ案内した。そこは湖側から入ることができて、城とは繫つながっていない独立した塔だから、隠れるにはもってこいなのだ。

　もちろんローラには卒倒されるほど驚かれてしまったが、だめだと言われるのがわかっていたから、先にフィリップを案内してから、話したのだ。

「ところで……クリミナは大おお騒さわぎになっていそうね。王子が消えたんだから」

「どうかな……体面もあるから、内心では腹を立てていても、何もなかったようにしてそう」

　誰が手引きしたのか、きっと探せないだろう。疑いを向ける相手にはみなアリバイがある。

「でもイザベルは自分の部屋でヒステリー起こしてそうね。いい気味」

「王様やディーン、ショーンは誰にも会わなかったから、スタホードの人間が手引きしたって疑われることはないと思う。ナジェルたちもアリバイを作ってくれたし」

「それを聞いて安心したわ」

「今晩はさすがにエレノア姫にならないとまずいよね」

　今日一日はもう何も考えず、ベッドの上でゴロゴロしていたいところなのだが、問題はまだまだ山積みなのだ。

「まずいわよ。昨日だって誤ご魔ま化かすの大変だったんだから……。借金肩代わりの件も放っておけないし……。エイデン王子は金で姫を買おうと思ってるみたいだから」

「エイデン王子は手段を選ばない人なんだと思うよ。話していてもそんな感じがするし」

　青い瞳は同じだが、それ以外はフィリップと本当に兄弟なのかと疑うほど似ていない。それこそエイデンがイザベルを娶めとればいいのだ。彼らならすごく合いそうな気がする。

「そういえば、『婚こん約やくの華はな』の件、フィリップ王子と話した？」

「少し」

「なんて言ってたの？」

「父親が何を言おうと自分の好きな人と一緒になるつもりみたい」

　フィリップがどうしてあれほど一いち途ずにエレノアに求婚しているのか、本当の意味で理解できたような気がするのだ。

　地位や名誉ではなくただひたすら自分が愛する人と結ばれたいと願っている。そんな人に愛されたら、どんな幸せを感じることができるのだろうか。

「みかるはどう答えたの？」

「え……応援するって」

「……」

　ローラはじっとみかるを見つめて、何か言いたげな顔をしている。

「この話はやめようよ」

「わかった。でも、夕食まで少し部屋で休んだ方がいいわ。とっても疲れた顔をしてるから」

「うん。ありがとう」

　部屋からローラが出て行くと、みかるは持って帰った荷物を片付けることにした。

「これは……王様が戻ってきてから見せたらいっか」

　ドワライトが詰まったリュックをスーツケースにつっ込み、みかるはベッドに寝ころんだ。

　フィリップを助け出すことに成功したものの、これから先、どうすればいいのかわからない。

　そんな中、一つだけ確かなことがある。

　フィリップの触れた唇くちびるの感触だ。あれは夢ではない。

　昨夜ゆうべはくたくたに疲れていて、その事実について考えている暇がなかったが、今は違う。

「……キスしたんだよね……」

　みかるはベッドに仰あお向むけに寝ころびながら、自分の唇を指で押さえた。

　キスは甘いと思っていた。けれど甘くも酸すっぱくもなかった。

　ただ、そっと触れただけ。

　それなのに、胸が甘い疼うずきでいっぱいになる。

「でもあれは……私を助けるためだったんだよね」

　助けたいという気持ちのキスで、愛しているというキスではない。

　だいたい普通のキスは、水を飲ませるためにあるのではないからだ。

「……キス……した」

　思い出すとすぐさま顔が赤らんで、いつの間にか唇を指でなぞっているのだ。

　フィリップの唇が触れた瞬間、どうだったのかは思い出せない。

　ただ、嬉うれしかった。

　けれどそんな気持ちも、フィリップの言葉の前には、霞かすんでしまう。

「私は私が望む人と結ばれるつもり……って言ってた」

　フィリップの母親の話を聞いて、みかるはずいぶんと考えた。

　あんなにも誠実で一途なフィリップの気持ちを踏ふみにじるようなことはしてはならないと。

　みかるの秘密を打ち明けたら、きっとフィリップはショックを受けて、どれほど謝っても許してくれないだろう。

　それでもいつまでもこの状態ではいられない。みかるがエレノアになりフィリップを騙だまし続けるほど、彼のショックは大きなものになり、本当の恋は得られないからだ。

　フィリップの母親が願った息子の幸せを叶かなえるには、エレノアが幻まぼろしであることを打ち明け、新しい恋を探してもらうしかないのだろう。

　そして今度こそ自分の望む相手と出会い、恋を叶えてほしい。

「あまり面おも白しろくない結果だったな。おまえたちが逃げ出してもすぐには気づかなかった。もっと大騒ぎになるだろうと待っていたんだが」

　バルコニーから入ってきたホワイトは、不ふ機き嫌げんな顔でそう言った。

「それって、クリミナのこと？」

「ああ」

「王様には……私のこと……話した？」

「こんなに面白いことを話さないわけなかろう」

「……あ、そう。それで……王様……怒ってなかった？」

「いや、おまえが無事にフィリップとともに国に戻ったことを知って、ホッとしていた」

「よかった」

　ジュリアンは本当に素す晴ばらしい祖そ父ふだ。小さな国の王だが、国民のことを第一に考えて、借金だっていとわない。みかるにとってどの王よりも尊敬できる王だ。

「……あのね、ホワイト」

「なんだ」

「王様が帰ったら話すつもりなんだけどその後で、ちゃんとフィリップ王子に私がエレノア姫に変身していたことを打ち明けようと思うの」

　たぶんこれが最善なのだとみかるは決断したのだ。もちろん、先にジュリアンに話して了解を得てからになるが。

「ほう、どういう心境の変化だ？」

「大切な人に噓うそはついちゃだめだと思って……」

「もしかするとフィリップに憎まれることもあるだろうな」

「仕方ないよ。騙していたのは私だもん」

　このことで二度とフィリップと話せなくなっても、みかるは受け入れるつもりだ。フィリップを騙してきたのだから、罰ばつは覚かく悟ごしなければならない。

「後悔しているのか？」

「ううん。この世界にきて……私、すっごくよかったと思う。いろんな人に会えて……いろんな体験をして……最高の気分。だから後悔はしてないよ」

　後悔なんて絶対にしない。

　この世界に来て、不思議なものも、冒ぼう険けんも、海かい賊ぞくも、クラーケンにも出会えた。こんな経験を積めるラッキーな人間はみかるの世界にはいない。どうして後悔などできるのだ。

「ならいい」

「ありがとう、ホワイト」

　ホワイトの仏ぶつ頂ちよう面づらにうっすらと笑みが浮かんだのを、みかるは見み逃のがさなかった。
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　その日、疲れてはいたが、みかるは夕食の時間になるとエレノアに変身し、エイデンと食事をともにした。食事を終えるとエイデンの提案で、みかるは二人きりでバルコニーを歩いた。

　クリミナとは違い、スタホードの夜空は無数の星が光を発していて、空気も澄すんでいる。

　みかるは本当に気持ちがよくて、エイデンと一緒にいながらも、空ばかり見上げていた。

「夜空がそれほど珍めずらしいか」

「エイデン王子は空を見上げたりされませんの？」

「ないな」

「第一王子というお立場は、責任も重くとてもお忙しいのでしょうね。ところで昨日エイデン様はどのように過ごされたのでしょう？」

　ローラからはあちこち馬車で観光していたと聞いたが、エイデンがどういう感想を持ったのか、みかるは興味があったのだ。

「せっかく訪れたのだから、とりあえず国内を見回った。……だが、延々と畑や果樹園ばかりで何もないところだ。こんな場所に住む人間の気がしれん。それが正直な感想だ」

「エイデン王子、武器はなくとも人は飢うえたりしませんが、畑や果樹園でとれる食料がなければ人は生きていくことができないのですよ。わたくしは命を繫ぐ大切な役目を負う国に生まれて、とても誇らしく思います」

　みかるはこの国の人たちがとても働き者なのを知っている。彼らが作る食料があるからこそ、飢えずにすむ。そんな大切な仕事を担ってくれている彼らをどうして馬ば鹿かにできるのだ。

「素晴らしい答えだな。ますます姫を手に入れたくなった」

　微笑ほほえみながらもみかるは首を左右に振った。

　たとえ本物のエレノアがここにいても、エイデンに愛など囁ささやけないだろう。

「エレノア姫、私が借金の証書を持っているということは、いつでも取り立てができるということだ。ジュリアン王も、立場があろうから、毎日毎日取り立ての者がやってくると、信用を落とすのではないか？」

　バルコニーに用意されたテーブルには果フル物ーツやサンドイッチが並べられ、飲み物も用意されていた。エイデンはジュースの入ったカップを取り上げると、みかるに勧すすめてきた。

「ノークレーブスの第一王子ともあろうお方が、そのようなやり方で女性を口く説どくことこそ、信用を落とされますわ」

「いや、それほどまでにして姫を手に入れたかったのだと噂うわさされるだけだ」

「エイデン王子は愛のある結婚を望まれたことはありませんの？」

「愛など不要。私に必要なのは国民に愛されるカリスマ性のある妻」

「フィリップ王子と考え方がまるで違うのですね」

　みかるはカップに口をつけ、甘い果実のジュースで喉のどの渇きを潤うるおした。だが、どういうわけか、視界が霞む。

「……これ……は……」

「すまないな、姫。私はとても短気なんだ。フィリップと違って」

　意識が暗くら闇やみに落ちていく中、聞こえたエイデンの言葉。

　彼がどういうつもりでそんな言葉を口にしたのか、みかるにはまるで想像ができなかった。
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　フィリップは南の塔に潜ひそんでいた。

　とりあえずクリミナから逃げ出せたが、今後をどうするのか考えなくてはならない。

　ノークレーブスに戻り、父と話し合うべきなのか。いや、まずここでエイデンと話をつけるべきなのか。それともこのままスタホードに残り、今度こそエレノアから期待する返事をもらい、父から横やりが入る前に、挙式をするという手もある。

　それにはエレノアの答えが必要だが、本当にそれでいいのだろうか。

　自分が誰を本当に愛していて、側にいてほしいと願っているのか、わからなくなっている。

「……兄上」

　エイデンはバルコニーにいて、エレノアと話しているようだった。

　月の光に浮かび上がるエレノアの姿は本当に美しい。遠くから見下ろしていても、優美な動きがよく見える。

　どういう話をしているのか気にはなるが、エレノアに対し愛など欠片かけらも持ち合わせないエイデンを彼女が受け入れることはまずないだろう。

　エレノアは美しいだけではなく、意思をしっかりと持った賢かしこい女性だからだ。

　二人の様子をずっと見守っていたフィリップだったが、エイデンが勧めた飲み物をエレノアが口にした瞬間、彼女の身体からだが崩くずれ落ちる。

　エイデンはぐったりとしたエレノアを抱き上げると、バルコニーから部屋へと姿を消した。

「……っ！」

　兄が何をしようとしているのか、フィリップはすぐさま気づいた。

　既成事実を作ろうとしているのだ。

　フィリップは窓から離れると、テーブルに置いていた剣を手に取り、部屋を飛び出した。

　確かにエイデンは計算高い男であることを知っている。自分の思いどおりにするためには、どんなに汚い手も、冷ひややかな眼まな差ざしで行うのだ。

　だが、たとえ本心では汚い手を使いたいと考えても、弟の想おもい人でもあるエレノアだから、紳士的に振る舞ってくれると信じたかった。そんなフィリップの考えが甘かったのだ。

　焦あせる気持ちを抑えつつ、フィリップは地上まで下りると、馬ば房ぼうに入ることなく庭の草を食べているジャスパーに近づいた。

　ジャスパーはフィリップを振り返ると、歯を剝むき出しにして、威い嚇かくする。フィリップを自みずからの背に乗せたことなどすっかり忘れた様子だ。

　この生き物はエルフの守護馬だ。エレノアとみかるの言うことしか聞かないらしい。

　だが、城内にはエイデンの連れてきた兵士や使用人がいて、彼のもとへたどり着くまでに、取り押さえられてしまうだろう。

　そうならないために、フィリップには味方が必要だった。

「ジャスパー、頼む。私を姫のもとへ連れて行ってくれ。おまえしかあそこへ行けない。エレノア姫が大変な危機を迎えているんだ。君なら簡単に相手を蹴け散ちらせるだろうが、相手は私の兄だ。どうか姫を助ける名誉を私に譲ってくれないか？」

　フィリップがそう言うと、言葉を理解しているのか、ジャスパーは前足を屈かがめて、馬より一回り以上大きな身体を沈ませた。

「すまない、ジャスパー。下から三番目のバルコニーだ」

　フィリップがまたがると、ジャスパーは音を立てずに最初のバルコニーまでジャンプし、着地する。またすぐさまジャンプして一つ上のバルコニーへ移動する。大きな身体をしているのに、着地したときに音がしない。

　そうやってあっという間にエレノアたちがいたバルコニーに着くと、フィリップはジャスパーから飛び下りながら剣を抜いた。

　部屋へと入ると、意識のないエレノアを敷物に横たえ、組み敷こうとしているエイデンの姿が視界に飛び込んできた。

　一気に怒いかりの感情が身体を駆かけめぐり、体温が上がる。

「兄上っ！　なんという恥はじ知らずな行為をされるのかっ！」

「フィリップ。クリミナにいたのではないのか？」

　エイデンは身体を起こして振り返ったが、確かに驚いた顔をしているものの、冷静さを失っている様子はなかった。

　忌いま々いましいほどエイデンは動じない男なのだ。

「ええ。父上の策略に気づきましたので」

「何のことだ!?」

「兄上、とぼけられてもむだです」

「……まあいい。お前がふがいないから、私に『どうにかしろ』と命じられたのだ。仕方なかろう」

「兄上の『どうにかする』という行為は、あまりにも汚けがらわしい。このようなやり方で女性を我がものにするなど、恥はずかしくないのですか」

　合意もなしに女性を手に入れるなど、フィリップには耐えられないことだ。大国の王子の行為としてはあまりにも、ふさわしくない。

「なかったらどうなんだ」

　皮肉な笑みを浮かべるエイデンの首筋に剣を向け、フィリップは目を細めた。

「……私は王という地位に興味はない。だが、エレノア姫を我が妻にする条件が、将来の王であらねばならぬなら、私は兄上からどんな手を使っても王座を奪う。……必ず」

「全く……冗談も通じん弟とはな」

　エイデンは首筋に剣が今にも触れそうな状態であっても、焦りの一つも見せず、呆あきれたふうに言う。

「出て行ってください。私が本気で兄上を傷つける前に」

「こんなところで斬きりつけたりしたら、おまえの立場がなくなるぞ。これでも第一継承者だからな」

「一気に息の根を止め、私が次の王にふさわしいことを示すだけです。父上は私が兄上を殺すことで王位継承者を減らそうとも、称賛こそすれ罰など与えないでしょうね。そういう父上だと兄上もご存じなはず」

　フィリップたちの父はたとえ兄弟であっても、王位を奪い合うことを止めることはない。どんな手を使ってでも、自らの力で勝ち取ることこそ、大国の王にふさわしいと考えるからだ。

「仕方ないな。……今回はおまえの勝ちだと認めてやる。剣を収めろ」

「ここでは何もなかった」

「ああ、フィリップ。何事もなかった」

　フィリップはそこで剣を引いて鞘さやに収めると、エイデンが出て行くのを見送った。

　今も怒りで拳こぶしは震えているが、エレノアの無事な姿を見て、フィリップは心の底から安あん堵どすることができた。

「ジャスパー……姫は大丈夫だ。協力してくれてありがとう」

　フィリップがそう言うと、ジャスパーはじっとエレノアを見つめていたかと思うと、回れ右してバルコニーに姿を消した。

「たぶん、すぐに目覚められるでしょうが、それまでは私が側でお守りします」

　フィリップは自分が羽は織おっていたマントコートを脱いで、エレノアにそっとかけた。そしてくつろげるよう、部屋の明かりはテーブルの燭しよく台だいのみ残して消す。

　明かりは一つだが、それでもはっきりとエレノアの様子を窺うかがえる。

　何も知らずに眠るエレノアは、その無防備さからか、いつもより幼く見えた。

　ふと、エレノアの指にはまる指輪に目がとまる。似たようなデザインの指輪をみかるもしていたことに気づいたのだ。

　確かみかるのはとても青い石がついていた。エレノアの指輪はデザインは同じのようだが深紅だ。いや、エレノアの指輪が青かったこともある。もしかすると様さま々ざまな色に変わる石が使われているのかもしれない。

　エレノアがみかるを信頼しているからこそ、同じデザインの指輪をしているだろう。

　二人は姫と侍じ女じよという関係を超えて、とても仲がいいように思われるからだ。

「……」

　こうしているとやはりエレノアに対する気持ちも強いことに気づかされる。不思議だが、みかるといると、みかる。エレノアといるとエレノアに対する気持ちが強くなるのだ。

　エイデンを恥知らずだと言ったが、一番恥知らずなのはフィリップ自身かもしれない。

　どちらの女性にも気を取られ、選べないでいるのだから。

「本当に……私はどうしてしまったんだ……」

　フィリップは深いため息をついて、今度は揺れる燭台の炎ほのおを眺ながめた。

　どれくらいそうしていたのかわからないが、エレノアの声にフィリップは我に返った。

「……う……ん」

　エレノアが目覚めたらこの状態をどう説明しようかと、フィリップは今更ながらに悩んでいると、目前であり得ないことが起こり始めた。

「……」

　まずエレノアの髪かみが見る間に短くなって、ピンクブロンドの髪が薄茶色に変わる。細い顎あごや、細身の手足がほんの少しふっくらした。

　フィリップの見間違いでなければ、今、ここに横たわっているのは、エレノアではなくみかるだった。

「どういう……ことだ？」

　エレノアがみかるに入れ替わるのは一度、海賊船であったことだ。だが、今のこれはそれとは全く違う。

　もし本当に、エレノアが危機的な状況に陥おちいった場合、みかるに交替する魔法がかけられていたのなら、すでにエレノアはみかるに変わっていなくてはならない。

　ジャスパーはエルフの守護馬だ。エレノアはエルフの血を継ついでいるからわかるが、いくらエレノアと仲がいいからといって、あのジャスパーが言うことを聞くのだろうか。

　何よりあの気難しいホワイトが、みかるのことには動いている。ただの女の子にあれほど協力するだろうか。

　海賊船でクラーケンに遭そう遇ぐうしたとき、彼らが通してくれた本当に理由は、みかるがいたからではないのか。

　何より自分は、エレノアとみかる。同時に話をしたことがあっただろうか。

　──いや、ない。
















「……あ、フィリップ王子……」

「みかる……」

「え？」

　みかると呼ばれて驚いたのか、みかるは慌あわてて髪や身体を確かめ、見る間に青ざめていった。

「……あ……これ……これは……その……姫が」

「エレノア姫からみかるに変わるのを見ていたよ。それで……考えた。姫と君、私は同時に話したことがない。……なぜだ？」

　みかるの緑の瞳から視線を逸そらすことなく、フィリップは聞いた。

　この瞳だけはエレノアと同じだということに、今、気づく。

「みかる、答えてくれないか？」

　その言葉に、みかるは目を伏せると、もう一度フィリップの方をまっすぐ見つめ、ようやく口を開いた。

「私……私がエレノア姫に変身していたんです」

「変身？」

「はい」

「……いつから？」

「フィリップ王子と再会したときからです」

　エレノアは戻ることなく、二年前に姿を消したままだということになる。では、ずっとみかるがエレノアを演じ、周囲の人間を騙していたことになるのだ。

「では、本物のエレノア姫は？」

「遠い世界にいて……愛する人と暮らしています」

「……」

　エレノアが姿を消した二年もの間、エルフの国へ戻っていると聞いていたものの、フィリップは納得していなかった。

　もし本当にエレノアがフィリップを愛してくれていたなら、それほど長い間、姿を消すとは思えなかったからだ。

　それらの疑問は再会したときに消えたが、その頃から問題は複雑になっていたのだろう。

「ご……ごめんなさい。こんなふうに騙すつもりはなかったんです。私……」

「ジュリアン王の命令か？」

「いいえ！　違います！　私は誰からも強要されてません。やるって言ったのは私なんです」

　みかるは強い口調でそう言った。噓だとは思えないが、必死に冷静になろうと努めているものの、フィリップ自身も混乱しているのだ。

「この城の者はみな……知っていたのか？」

「はい。マイク以外ですが。……本当は王様が戻ってきてからきちんと話をして……それから王子様に打ち明けるつもりだったんです。でも……もう噓はつきたくないから……私……」

　みかるの緑の瞳に浮かんだ涙は、今にも零こぼれそうなほど盛り上がっていた。

　涙が頰ほおを伝うのを見てしまったら、もういいんだと言って、抱きしめてしまうかもしれない。そんな自分の気持ちに動揺して、フィリップは視線を逸らせた。

「エレノア姫が私の求婚に答えられない本当の理由は……これだったのか」

　そういえば、確かに再会した当初、『婚約の華』を解消したいと言っていた。それを強引に取り消させたのは、他ならぬフィリップだったはず。

「君の行為は、どれほど多くの人を傷つけるものか、わからなかったのか？」

「最初はそこまで深く考えなかったの。でも……ううん。なんでもない」

　みかるの謝罪は心からのものだとわかっている。だが、自分が何に誰だれに腹を立てているのかがわからない。

「本当にごめんなさい」

「……正直、まだ混乱している。だが……みかるに助けてもらったことは、感謝しているよ」

　部屋から出て行くフィリップの背にみかるは何かを言ったようだが、あまりにも混乱していて、聞き取れなかった。
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　まずはジュリアンに話してから……そう思っていたのに、こんなふうにばれてしまうとは予想もつかなかった。

　みかるにも何がなんだかわからないのだ。どうしてエイデンの姿がなくて、フィリップがいたのか。だいたいなぜ気を失ったのかも、思い出せないのだ。

「エレノア姫……そろそろ……」

　ローラは泣いているみかるを見つけて、駆け寄ってきた。

「みかるっ！　どうしたの？　何……変なことでもされたの!?　だから部屋が薄暗くされているのっ!?」

「違う……違うよローラ……。王子に……フィリップ王子にばれちゃったから……本当のこと……打ち明けたのっ！」

　何かを誤解して剣を抜こうとしたローラを押しとどめ、みかるは叫さけんだ。

　するとローラはエレノアのドレスを着ているみかるを見下ろし、目を見開いた。

「まさか……エレノア姫からみかるに……戻るところを見られたの？」

「……そうみたい」

「エイデン王子に!?」

「ううん。フィリップ王子に。実は……」

　みかるはエイデンから渡された飲み物を飲んだ瞬間、意識を失ったことや、気がつくとフィリップが心配そうにのぞき込んでいたことなど、それから何があったのかをすべて話した。

「エイデン王子が何を企たくらんで、フィリップ王子がどうしてここにいらっしゃったのか……私の想像はきっと間違っていないと思うわ……」

「……何？」

　ローラはみかるのドレスのリボンなどが外されていないことを確認して、小さく頷く。

「無事だし、それは知らなくていいのよ。でも……ぜっ……全部ばらしちゃったの!?」

「……うん」

「……待って……待ってちょうだい。唐とう突とつだったから混乱してしまって……どれに腹を立てて、何に混乱しているのか、私もわからなくなっちゃってるのよ」

　これほど重大なことを勝手にばらしてしまったみかるに腹を立てるのも当然だ。

　どう謝れば許してもらえるのかわからず、みかるは涙が止まらない。

「かっ……勝手に話して……ごっ……ごめんなさい。ごめんなさい、ローラ……私……私……」

「違うの。違うのよ、泣かないでみかる。腹を立ててるのはそのことじゃないの。ああもう……と、とにかく、フィリップ王子を見つけて口止めをして、王様が戻っていらっしゃったら、対策を考えましょう」

「フィ……フィリップ王子は……誰かに話すような……人じゃ……ないよ」

　ローラから差し出された布で涙を拭ぬぐいながらも、みかるは反論した。みかるに対してショックを受け、怒っていることはわかるが、だからといってこのことを人に言いふらすような人ではない。

「私はみかるのように他人を簡単に信用できる人間じゃないの。フィリップ王子に話してくるわ。エイデン王子は……知らないのね？」

「うん」

「じゃあ、服は私が取ってくるから、みかるはいつもどおりに着替えて侍女の部屋に移動してちょうだい。身代わりの妖よう精せいさんはいるわね？」

「私の部屋に……っ」

　ローラはみかるの身体を引き寄せると、強く抱きしめてくれた。さらにいたわるように頭を撫なでられ、また胸がいっぱいになる。

「可か哀わい想そうに……ごめんなさいね。本当は私たちが最初に問題を解決しなくちゃならなかったのに。みんなでみかるに甘えてしまって……本当に……ごめんなさい」

「ううん。ローラ。私……役に立つことができて嬉しいから……そんなふうに言わないで。言わないでほしいの」

　初めてエレノアになったとき、この国の人たちがどれほど喜んでくれたのか覚えている。暗かった人々の顔が姫の帰還で明るくなったと言われ、みかるは嬉しかったのだ。

「とにかくフィリップ王子を探して、説得するわ。みかるはいつもどおりにすればいいの」

「……わかった」

　みかるはローラに服を用意してもらうと、鍵かぎを閉めて服を着替えた。そしてもう一階上の部屋に移動すると自分の部屋に入って、『みかる』としていた妖精に、今度は『エレノア』に変身してもらう。

　これらはいつものことで、すべてを終えると、みかるは自分のベッドに入る。

　けれど、今日はすぐに眠ることができそうになく、みかるはスーツケースから家族の写真を取り出して、ベッドの上で眺めた。

　この世界にやってきてからもう数ヶ月経たっている。

　両親は今頃どうしているのだろうか。やはり心配しているのか、それとも自分の信頼している人たちのもとへ送り出したから、安心しているのか。

「家に帰りたいか？」

　いつものごとく突然現れたホワイトはベットの縁に腰かけていた。

「え……あ。ちょっとだけ。みんなどうしてるかな～って」

　みかるは身体を起こすと、ホワイトの隣に座って、写真を見せた。けれどホワイトは写真を手に取ることもなく、相変わらずいきなり本題に入る。

「唐突だったな」

「ほんと……私って馬鹿だよね、自分で招いたことだもん。仕方……」

　みかるは写真を持ったまま、できるだけ淡たん々たんと話すことに集中した。けれど、フィリップの悲しげな表情が忘れられないのだ。

　みかるの噓がすべての原因だと思うと、また目め頭がしらが熱くなる。

「……っ～……」

　虚勢を張ることがこれ以上できず、みかるはホワイトの膝ひざに顔を埋うずめて、声を殺して泣いた。

　いずれ自分から打ち明けようと思っていたのだから、それが少し早まっただけだと自分に言い聞かせているのに、こんなにも辛つらい。

「ホワイト……私……すっごく胸が痛いの。こんなの初めてでどうしていいのかわからない。ね、好きな人を……忘れることができる？　時間が経てば、この痛みも止まるの？」

「忘れられる人間もいるだろうが、できない人間もまたいる。常に痛みを抱え、過去を思う。それも人生だ」

　今はこんなにも苦痛に満ちた気持ちを味わっているのに、フィリップのことを忘れたいとは思わない。ただフィリップには与えてしまった痛みを早く忘れてほしいと願う。

「ホワイトは……どっち？」

「いいから、泣いていろ。少しは落ち着く」

　この魔導師は天あまの邪鬼じやくで人の頼みなど全く聞かないと言われているが、みかるの頼みは時々聞いてくれる。そして今も彼らしいやり方で慰なぐさめてくれているのだ。

「ホワイトって……実は優やさしいんだ」

「おまえには特別甘いつもりだが」

「……うん……うん」

　珍しくその日、ホワイトは一晩中みかるについていてくれた。

　絶対に眠れないだろうと思っていたが、ホワイトに背を撫でられているうちに深い眠りに落ち、夢も見なかった。

　翌日、みかるはローラからフィリップはどこを探しても姿がなく、エイデンは何事もなかったように居い座すわっている事実を知らされた。
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　二日後、ジュリアンはディーンとショーンとともに戻ってきた。

　エイデンは待ってましたとばかりに、ジュリアンと会議室に籠こもった。きっと証書の件を引き合いに出し、エレノアとの婚こん姻いんを強引に進めようとするのだろう。

　もちろんジュリアンはそういうことに、娘を差し出すわけなどないだろうが、立場はとても苦しいはず。

「エレノア姫を嫁よめに出すわけにはいかねえからな。またエルフの国に逃げ……いや花嫁修業にしばらく帰ったことにしちまうか？」

　すでにホワイトから事情を知らされているのか、ディーンはごく普通にそう言った。

　ディーンの案も以前なら使えたかもしれないが、今はもう無理だ。それにみかるは、後始末をみんなに押しつけ逃げ出すようなまねはしたくない。

「そんなの解決にならないじゃないの」

「どっかに金はねえのかよ」

「ようやく作物や果実が順調に出荷できているけど、だからといってすぐに税金として国に入るわけじゃないもの。お金なんて……逆さに振っても出ないわ」

　この国には借金はあっても余分な金などないのだ。あれば返済に充あてている。

「……あ、そうだ」

「どうしたの？」

「キャリーからもらった鉱こう石せきがあった。貴重な鉱石だって聞いたけど、お金になるのかな……」

　みかるはスーツケースを開けると、リュックを引っ張り出す。

「初めて聞いたわ。どんな鉱石をもらったの？」

「金になるようなもんくれるわけねえだろ」

「そうかもしれないけど……ほら、これこれ、ドワライトっていう鉱石」

　リュックを開けて中身を敷物の上に出し、みかるは岩が取れて石だけになっているドワライトを二人に見せた。すると二人とも口を半開きにしたまま硬直し、動かなくなる。

「どうしたの、二人とも。ねえって」

　みかるが二人の肩や腕を揺さぶると、ローラたちはようやく我に返った。

「みかる、よく聞いて。こ……この鉱石は……その一番小さいものでも、豪ごう邸ていを建てられるくらいの価値があるのよ」

　ローラが指差したのは親指程度の欠片かけらで、確かに綺き麗れいな色をした石だが、豪邸が建つようには見えない。今度はみかるが驚いた。

「えっ、噓うそっ！」

「俺……こんなにでかい大きさの初めて見たぜ。小さい頃、小指の先ほどの欠片を見た以来だ」

「本当にこんなにたくさん……もらったの？」

　二人ともまだドワライトに釘くぎ付づけで、目を見開いたままだ。それほど驚くべき鉱石なら、借金も少し減らせるかもしれない。

「うん。キャリーが、まだいっぱいあるから大丈夫って。じゃあ、これでエイデン王子の借金を精算できるかな？」

　そう聞くと、ローラはおにぎりくらいの大きさの鉱石を一つ取り、みかるの手に載せた。

「これで十分よ」

「え、こんなにちっちゃいのでいいの？」

「十分なのよ。それほど貴重な鉱石なの。まあ……エイデン王子もこの鉱石を国に持って帰ったら、エレノア姫のことが上う手まくいかなかったとしても、面めん目もくが立つわ。でもね、いい、聞いて。エイデン王子に他にもあるってことは言ってはだめよ。これだけって言うの。わかった？」

　ローラはみかるの両肩を摑つかみ、真剣な顔で言う。

　確かにそれほど貴重な鉱石なら、たくさん持ってるなどとあのエイデンに話したら大変なことになりそうだ。

「わかった」

「よかった」

「じゃあ、エレノア姫になってこれを持って行くね」

　みかるは残りをまたリュックに詰めると、スーツケースに押し込んだ。その様子を二人はなんとも不安げな顔で見下ろしている。

「どうしたの？」

「なんでもないわ。さ、着替えを手伝うわ。ディーン、みかるの鞄かばん、見張ってなさいよ」

「……余計怪あやしいだろうがっ！」

　そう叫さけぶディーンを残し、みかるはエレノアに変身すると、ローラの手を借りてドレスに着替え、額飾りも付ける。

「本当に大丈夫？　休みたかったら数日くらいやめていいのよ」

　すでに、涙の水みず瓶がめが枯かれるほど泣いて落ち着きを取り戻している。どうせみんなが心配してくれるのはわかっていたから、相変わらず胸は痛むものの、みかるはここしばらくいつもの笑顔を心がけていた。そんなみかるをローラは心配してくれているのだろう。

「大丈夫だよ。あ……これって、布に包んだ方がいいよね」

　みかるは話題を逸そらすようにそう言い、ドワライトを布に包んで両手で持つと、ジュリアンたちのいる部屋へと向かった。

「失礼します、お父様」

　中に入るとジュリアンとエイデンはテーブルを挟はさんで座っている。ジュリアンの背後の壁かべにショーンが、エイデンの背後の壁には彼の兵士と召めし使つかいが二人立っていた。

　みな突然入ってきたエレノアに驚いている。

「エレノア、呼んだ覚えはないぞ」

　ジュリアンはみかるがエレノアの姿で入ってきたのを見て、だめだというふうに目を細め、そんな王の代わりに背後に控ひかえていたショーンがやってくる。

　だが、みかるはショーンを下がらせ、言った。

「わたくし、今の問題を解決したくて、参りました」

「ようやく決断されたのか？」

「いいえ。証書を買い取らせていただきたいのです」

「失礼だがこの国には……」

　みかるはジュリアンの隣に立つと、手に持っている包みをテーブルに置いて、布を取り去った。ジュリアンやエイデンだけでなく、兵や召使いまでも息をのむのがわかった。

　みかるには今もまだピンと来ないのだが、本当に貴重な鉱石のようだ。

「こちらをお持ちください」

「え……エレノア……」

「姫……それは……ドワライトだな。近くで見たい」

「ええ。では、どうぞごらんになって」

　みかるがそう言うと、エイデンの召使いがやってきて、ドワライトを恭うやうやしく手に取ると、エイデンのもとへ戻っていった。

「もしものときに使うようにと、エルフの王からいただいたものです。今がそのときだと思ってお持ちしました」

　驚いた顔のジュリアンがこちらを見上げるのを、みかるは笑顔で受け止める。

「エレノア、だがこれは……」

「お父様、よいのです。これだけしかございませんが、エイデン王子さえよろしければ、お持ちの証書すべてと交換していただけないでしょうか」

「……わかった。私も姫がそれほど大切なものを出してこられたのだから、証書をすべてお渡ししよう。それで今回は引き上げさせてもらう」

　エイデンはしっかりとドワライトを持ったまま、今度は証書を召使いに用意するように指示し、ショーンがそれらを受け取った。

「……確かにすべて本物です」

　ショーンはそう言い、確認した証書をジュリアンへ手渡す。ジュリアンはまだ納得していないようだったが、エイデンは鉱石をすぐに布に包むと、召使いには渡さず自みずからのポケットへ入れてしまった。

「ありがとうございます、エイデン王子」

「だが、エレノア姫。姫のことを諦あきらめたわけではない。それだけははっきり言っておく」

「ええ。とても光栄なお言葉ですが、今日のところはどうか、お引き取りください」

「ジュリアン王、エレノア姫。滞たい在ざい中の温かいもてなしに心から感謝する。急ぎ、国に戻る準備に取りかかるとしよう。では、失礼する」

　やはり交換はできないと言いだされると困るからか、エイデンは席を立つとジュリアンと軽く握手を交かわし、やけに足早に出て行った。当然彼の兵も召使いも一緒に消えた。

「……エレノア、座りなさい」

　みかるはジュリアンに促され、斜め左の席に腰を下ろす。

「お父様、ドワライトですが、あれはみかるがお友達からいただいたようです」

「あのような高価なものを……簡単には譲ゆずってはくれないはずだよ」

「ええ。そのお友達と恋人の仲をみかるが取り持つ約束をしているようです」

　にこにことしていると、背後のショーンがプッと笑い、ジュリアンはますます困惑した表情になる。

「クリミナでも驚かされて、戻ってくれば城は補ほ修しゆうされて驚くほど綺麗になっている。エイデン殿は本気でエレノアを妻に娶めとりたいとおっしゃっているようだし、ホワイトやローラからも少し聞いたが、この一週間、退屈しなかったよ」

　エイデンは職人に城の外壁を補修だけでなく、手が回らなかった部屋の掃そう除じまで召使いに徹底的にさせてくれた。これについては、エイデンに感謝すべきだろう。

　とはいえ、エイデンがたくさんの兵や召使い、果ては職人まで連れてきたから、城内に人がいつでもうろついて落ち着かなかった。普通の城では日常の光景だろうが、この城には普段召使いなどいないため、みかるは彼らの目が必要以上に気になって仕方がなかった。

「ご心配をかけて……すみません」

「ところで、フィリップ王子のことをまだ話していなかったね……」

　みかるは首を左右に振って、話したくないことをジュリアンに伝えた。

　フィリップとのことは終わった。どうせすべてホワイトから聞かされているはず。知られたことを快く思っていないわけではなく、もう涙を見せたくないだけだ。

「そうか、わかった」

「ジュリアン王に急ぎ申し上げます。エイデン王子のご出しゆつ立たつの準備が整いました」

　エイデンの召使いが彼の出発を伝える。

「エレノア」

「はい、お父様。エイデン王子をお見送りいたしましょう」

　これでようやく城内も静けさを取り戻すだろう。

　みかるはゆっくりと椅い子すから腰を上げると、ジュリアンの後を追った。
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　エイデンを見送りホッとしたのもつかの間、入れ替わりのようにフィリップがやってきた。

　フィリップは髪を後ろで束たばね白の開かい襟きんシャツに黒のスラックスにマントコートといった、身分を疑われないようありふれた格かつ好こうをしている。

「彼はナジェル・ヘンドリック。私は彼らと港で会ったんだ。力を貸してほしいと言われて、一緒に来た」

　驚くべきことに、フィリップが乗ってきた馬車の中にナジェルの姿が見えた。けれど、エレノアはみかるからナジェルの話は聞いていることになっている。

「姫様、ここはわたくしが」

　ローラがフィリップから遠ざけるようにみかるを城の中へ入るよう促うながしたが、その前にナジェルが馬車から飛び出してきて、みかるの足あし下もとに跪ひざまずく。いつものマペットは左手になく、ナジェルを摑もうとしたローラをみかるが止めた。

「よいのです、ローラ。……ヘンドリックさん、みかるからあなた方のことは聞いています。とてもお世話になったと、心から感謝しておりました」

　跪くナジェルに手をさしのべたが、取ろうとしない。

　ただ、顔は真っ青で、彼自身が何かの病気ではないかと思われるほど憔しよう悴すいしている。

「みかるから聞いてくださっていたのですか。ありがたい。無礼なのは承知の上でお願いたします。どうか、エレノア姫、キャリーを助けてください。医師たちはみなお手上げだと言った。だが……スタホードの高貴なるエレノア姫なら癒いやせると。もしくはホワイトという魔導師なら、すぐさま治せると言った。だからキャリーをこちらへ連れて参ったのです」

「その方に何があったのです？」

「私が所有するクリミナの鉱山で事故があり……最初は軽い痛みだったのですが、次第に苦しむように……医者が言うには、身体からだの中で出血していて、手は出せないと……」

　廃鉱を脱出したとき、天てん井じようからいくつも岩が落ちてきた。みかるは不思議なことに怪け我が一つ負わなかったが、キャリーは足をくじいて、脇わき腹ばらを押さえていた。あのときは大丈夫だと笑っていたが、そうではなかったのだ。

「すぐに中へ……ローラ、ディーンも呼んで彼らをお部屋に案内してさしあげて。わたくしは後から参ります」

「かしこまりました」

　ホワイトを探すため一度部屋に戻った方がいいだろうと、みかるはフィリップに背を向けた。

「お父様」

「ああ、そちらの彼は私がもてなしておくよ。行きなさい」

　ジュリアンは何もかもわかったような顔でこちらの行く手に立っていて、フィリップの方をチラリと見やり、すぐさまみかるの方へ視線を戻す。

「ありがとう、お父様」

　みかるは足早に自分の部屋に戻ると、周囲をぐるりと見回して、ホワイトを呼んだ。

「ホワイト……いるの？　いたら姿を見せて」

「なんだ？」

　背後から声が聞こえ、みかるは慌あわてて振り返った。

　ホワイトはずっとそこにいたような顔で立っていたが、なぜか釣つり竿ざおを持っていた。

「キャリーがひどい怪我をしていて、お医者さまでも治せないようなの。だからホワイトに治してあげてほしいの」

「おまえにできることだ」

　驚くべきことを口にして、ホワイトは釣り針に餌えさを付けている。そんな趣味があるとは聞いていなかったが、いつもの気まぐれなのだろう。

「私にエルフのまねごとはできない」

「おまえにはエルフの血が流れている。まねごとじゃない。やれるんだ」

「待って、私……したことないし……」

　消えようとしたホワイトの腕を摑んで引き留めると、面倒くさそうに振り返る。

「意識を集中して……感じる。それはお前にしかできないことだろうな」

「でも……」

「では、な、魚を釣っているんだ。邪魔するな」

「……ホワイトっ！　私にできるわけ……もうっ！」

　みかるが摑んでいた腕とともに、ホワイトは姿を消した。

　頼みの綱が消えてしまって、しばらくはうろうろとしていたみかるだが、ホワイトはやれると言ったのだ。なら、きっとできるはず。いや、できなければキャリーを救えない。

　あんなにもよくしてくれたキャリーをこのまま死なせるわけにはいかないのだ。

　みかるは意を決して部屋を出ると、客間の方へ向かった。

　きっとあれを思い出せば、難しいことなどないのだ。

　背中に怪我を負い、ひどく化か膿のうさせてしまったことがある。そのときエルフのロレーヌに癒してもらった。

　あのとき身体の奥から温ぬくもるようだった。なによりロレーヌと強く血の繫つながり──エルフの血──の存在を感じたのだ。

　客間までやってくると、入り口ですれ違ったディーンが立ち止まる。

「姫、冷たい水や、湯、タオルを用意いたしました。他に必要なものがありましたらおっしゃってください」

「今はそれで十分です、ディーン」

　中に入ると、キャリーはベッドに横たえられていた。熱があるのか顔や身体がほんのりとピンクに染まっていて、額にはびっしり汗を浮かべている。かなり苦しいのか、薄く開いた唇くちびるから荒い息が吐き出されていた。

　キャリーは、身体に負担がかからない肌はだ触ざわりのいい布で作られた巻きワンピースを着ていて、肩のリボンで結ばれている。

「エレノア姫……お願いです。どうか助けてください。彼女を失ったら……僕は生きていけない。どんなことでも……いたしますから……」

　キャリーの手をギュッと握りしめ、ナジェルは涙で顔をぐしゃぐしゃにしていた。いつ見ても綺麗に梳くしけずられていた髪も乱れている。

「……ヘンドリックさん、どうぞ退出してください。後は任せて……」

「いいえ……僕はここに……」

「ローラ」

「かしこまりました」

　ローラはベッドから無理やりナジェルを離し、部屋の外へと連れ出した。

　みかるはそれまでナジェルが座っていた椅子に腰をかけ、乾いた布でキャリーの額に浮かんだ汗を拭ぬぐう。

「……姫様……申し訳……ございません」

　痛みで潤うるんだ瞳をこちらに向けて、キャリーはようやくそう言った。

「よいのですよ。貴方あなたはみかるのお友達ですもの」

「私……こうなって……やっとわかったんです。……大好きなナジェルの側に……いたいって……あの人の側に……。だから……死にたくない……死にたくないんです」

　ぽろぽろと涙を零こぼしてキャリーは必死に訴えてくる。その痛々しいほどのキャリーの切ない気持ちに、彼女を必ず助けるのだという強い思いが、みかるの心に満ちていく。

「もう黙だまって。大丈夫。キャリーさんはずっとヘンドリックさんの側にいることができるわ」

　みかるはキャリーのワンピースのリボンを解ほどいて、痛がっていた脇腹を目にした。そこは赤黒くなっていて、みかるは医師ではないものの、細胞が死んでいるように見えた。

「……姫様……」

「眠っているうちに終わるわ……」

　──たぶん。

　ホワイトができると言うのなら、きっとできるのだ。

　大丈夫、できる。

　エルフの娘であるエレノアの血を引いているみかるになら、大丈夫、できる。

　そう、エルフの血がちゃんとみかるの中にも流れているのだ。

　みかるは自分にそう言い聞かせ、右手をそっとキャリーの脇腹にあてがった。
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　フィリップはジュリアンの自室に案内された。

　広々とはしているが、ものがなさすぎて冷え冷えとした印象がある。

　あるはずの敷物はなく、床が剝むき出しになっていて、テーブルや椅子は市民が使っているような、安い木材で作られたものだ。ベッドの脚が一本折れているのか、添え木を巻き付け、無む造ぞう作さに結ばれている。

　ここには初めて入ったのだが、王の自室にしてはあまりにも質しつ素そで、ジュリアンの部屋だと知らされなかったら、使われていない部屋だと誤解していただろう。

「……そうだねえ。みかるにも言われているんだよ。もうすこし王様らしい部屋にしてほしいとね。とにかく売れる物はなんでも売ってしまったから、いつの間にかこうなってしまった」

　ジュリアンは人好きのする顔でそう言い、フィリップに座るよう促してきた。フィリップが座ると、ジュリアンは自らの手でボトルからカップに飲み物を注いで、目の前に置いた。

「……フィリップ王子には大変申し訳ないことをしたと……ただ謝罪するしかない立場だが、このことは秘密にしていただきたい」

　あの日フィリップは、エイデンとあれから話すことなく、港に向かった。そこで『幸しあわせ仮か面めん』のために借りている部屋でしばらく頭を冷ひやしていたのだ。

　みかるの秘密を誰かに話すつもりなど最初からないのだが、どうしてこうなったのか、事情を知りたかった。

　様さま々ざまな考えをまとめて、ようやく城へ引き返そうと表に出たら、ナジェルと再会した。

　そこで彼の窮きゆう地ちを知って、一緒にやってきたのだ。

　あのことがあろうと、みかるはフィリップを見ても動揺することなく、いつものエレノアだった。

「まずはなぜ、このようなことになったのか、事情を説明していただきたい」

「……エレノアを愛してくださる王子だからこそ、正直に話すべきでしたな。二年ほど前、エレノアは異世界の男性を愛し、その者と生きるためすべてを捨てて去りました。私自身、周囲の反対を押し切りメレディスを娶りましたから、娘の決断に反対などできなかったのですよ。ただ、国民にはエレノアはエルフの国へ戻ったことにしておりました。もしかするとエレノアが戻ってくるかもしれないと私自身が期待したからです」

　ジュリアンはどこか寂しそうに目を細め、そう言った。

「もう会えないような場所でしょうか」

「ええ。行き来できるのは……エレノアの娘であるみかるだけです」

「娘？　みかるがエレノア姫の娘!?」

　フィリップは持っていたカップを落としそうになりながら、思わず身を乗り出していた。

「私もその事実を最初は受け入れられませんでしたな。エレノアが去ってまだ二年、なのに私には十五にもなる孫がいて、娘のエレノアは三十三歳になっているなど……どう考えてもおかしな話。ですがこの世界とエレノアの住む世界は時間の流れが違うらしい」

「そんな馬鹿な……」

「王子もご存じのように私どもの国が急激に貧困に陥おちいったのも、二年ほど前からです。エレノアが去ったのと時を同じくして、ある大臣が国庫金を持ち出し逃げたことや、干かんばつなどで作物が思ったようにできなかったことなど偶然が重なりました。ですが、国民はそういったことを姫の不在とどうしても結びつけて考えてしまいがちです。姫が戻ればすべては上手くいく。みな切実にエレノアの帰国を待ち望んでいたのですよ」

　確かにこの国の経済状況が一気に悪くなったことはフィリップも知っている。

　ただ、大臣が国庫金を持ち出したことまでは知らなかった。

「そんなとき、エレノアの娘であるみかるがやってきました。容よう姿しだけで言うと、みかるはエレノアのような清せい廉れんとした美しさや、優雅な立ち居振る舞いなど持ち合わせておりません。だが、あのはつらつとした愛らしさはエレノアにはない。エレノアと同じ緑の瞳はいつもキラキラと生気に溢あふれ、困った人間を放っておけない優やさしい子です。なにより前向きで一生懸命な性格はみなを明るくし、エレノアとはまた違う魅力に溢れております。エレノアを失い暗く落ち込んでいた城の空気が、みかるがやってきてからどれほど明るくなったか。王子にも理解していただけるはず」

「ありのままのみかるを最初から受け入れることはできなかったのですか？　エレノア姫に姿を変え、人々を騙だますことは、大変な罪だと私は思うのです」

　せめて最初から打ち明けてくれてさえいれば……一人になってから、フィリップはそんなことを考えた。だが、再会したとき、エレノアからみかるの話を聞かされても、たぶん、今のような気持ちでは受け止められなかったはず。

　フィリップはエレノアともみかるとも時間を過ごした。弱者を庇かばうエレノアの凜りんとした姿や、儚はかなげに見えてしっかりと自分を持つ、意思の強さもフィリップは愛した。みかるとは冒ぼう険けんへも出かけ、彼女のいろんな面を見た。みかるがどれほど勇気があって魅力的な女の子なのかを知り、愛いとおしく感じたのだ。

　互いを知るためにこの時間は必要だったのだ。

「確かに、エレノアはすでに他の者と結婚したのですから『婚こん約やくの華はな』は早々に辞退するのが当然のこと。ただ当時の国力では、支払われる準備金をお返しすることなどできず、逆に頼るしかなかった状況でした。そんな私たちの窮地を知り、みかるはエレノアに姿を変えることを、自みずから提案してくれたのです。私たちも王子を欺あざむくようなことはしてはならないと思いつつ、みかるに甘えてしまった」

　みかるは頼られたら放っておけない心の優しい女の子だ。きっと、昨ゆう夜べのような日がいつか来ることを理解していても、エレノアにならざるを得なかったのだろう。

「……」

「ですが、王子。我が国はご存じのとおり、貧困に喘あえぎ、国民はみな疲ひ弊へいしておりました。あのとき国民に必要だったのは、エレノアの娘ではなく、エレノアそのものだったのです。たとえ偽にせ物ものでも、それを知らない国民は、エレノアの帰還を心から喜び、元来の明るさを取り戻しました。高貴なる姫が戻られたのだから、大地に実りが戻ってくると、本気で希望を持てたのです。そして今年は大豊作を迎えることができました。みかるのおかげで港も解放され、ようやくもとの機能を取り戻しております」

　ジュリアンの言っていることは、たぶん、大きな視点から見れば、正しいのだろう。ただ、誰を責めることなく、ごめんなさいと言い続けたみかるの気持ちを思うと、あまりにも切なくて、愛おしい。

「これから先も続けられるおつもりですか？」

「みかるがやめたいのなら、すぐにでもそうしてあげるつもりですよ。元の世界に戻りたいというのなら、止めることもいたしません。ですが、みかるも気づいているのです。エレノアとみかるの役目はそれぞれ違うのだと。そしてどちらもこの世界で必要とされていることをね」

「私には詭き弁べんにしか聞こえません。みかるの優しさを利用されてはおりませんか？」

「……王子は私に腹を立てていらっしゃるようだ」

　ジュリアンは苦笑じみた顔をしている。だが、フィリップは腹を立てているのだ。

　このジュリアンに。

「当然でしょう。止められる立場にあるのは、ジュリアン王だけですから」

「わかっていますよ。ただ……これでおわかりいただけたと思うが、我が国が求める婿むこは、ありのままのみかると変身したみかる、どちらも愛してくれる方であり、エレノアを愛する者にはその資格がないのです。王子だけでなくどなたの求婚プロポーズもお断りしてきたのはそのためです」

　これではもともと本人ではないエレノアが結婚などできないだろうし、誰の求婚も受けられないだろう。しかもみかる自身もこれでは恋などできない。

「だが……このようなことが公になれば、大変な不ふ祥しよう事じとなるはず」

「本当に、どうすればいいんでしょうな」

　ジュリアンは意味ありげな視線をフィリップに送ってくる。

　どれほど小さな国の王であろうと、ジュリアンは確かに王なのだと、フィリップは少しばかり感心した。

「そうですね、いい解決の方法がありますよ」

　フィリップの言葉に、ジュリアンは何もかも理解したように微び笑しようした。
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　みかるが何度もキャリーの脇腹を撫でていると、時々身体が熱くなるような感覚があって、それが癒しているのだと気づくのに、時間はかからなかった。

　こつを摑むと、意外とできるもので、みかるが触れると赤黒い肌が薄い茶色に変わり、さらに触れると、もとの肌色に戻っていったのだ。

　みかるは赤黒い肌がすべてもとの肌色に戻ったのを確かめて、ようやく手を離すことができた。

「……気分はいかが？」

「とても不思議です……あんなに痛かったのに……今は心地ここちいいくらいです」

　苦痛に喘いでいたキャリーの表情が、今はとても穏おだやかなものに変わっている。

　少しでも助けになれたことにみかるは喜びを感じながら、エレノアであることも忘れないで、口を開いた。

「これで大丈夫だと思うのだけれど、今日はこのままお泊まりになって。様子を見て、帰宅をした方が安心でしょう」

「姫様……私のような者に……」

　泣きすぎて目が腫はれているのに、キャリーがまた涙を落とす。

　そんなキャリーの目元をみかるは布でそっと拭った。

「いいえ。わたくしの方こそ、侍じ女じよのみかるによくしてくださったそうで、とても感謝しております。どうぞゆっくりと身体を休めてくださいね。いつまで滞在してくださってもいいのですよ」

「……もったいないお言葉を……ありがとうございます」

「さあ、しばらく眠って。いえ、少し待って。ヘンドリックさんを呼びましょうね」

「……はい」

　キャリーはナジェルの名前を聞いて、パッと顔を明るくさせた。

　みかるはキャリーの毛もう布ふを整えてから、部屋を出た。すると未いまだ真まっ青さおな顔をしているナジェルが駆かけ寄ってくる。

「姫様……キャリーは……キャリーは大丈夫なのでしょうか」

「ええ。今のところは落ち着いているわ。もう大丈夫だと思うのだけど、一晩様子を見たいので、ヘンドリックさんも今日のところはお泊まりになって」

「あっ……ありがとうございます。本当に……もう……だめだって思って……」

　ナジェルはみかるの手を摑んで、ローラに引きはがされるまで、上下に振っていた。

「みかるのお友達ですもの。わたくしでできることならなんでも遠慮なくおっしゃって。でも今は、キャリーさんのお側にいらっしゃって」

「……ありがとうございます」

　ナジェルは深々と頭を下げてから、キャリーの休む部屋へ入った。廊ろう下かにまだ立っているローラにみかるは『上手くいったよ』と微笑ほほえむ。

「わたくしはこれで。ローラ、後をお願いしますね」

「ええ……姫様」

　指輪の色がかなり赤くなっていて、今すぐにでもみかるに戻りそうだった。

『癒す』というのがどうなれば成功しているのか、よくわからなかったため、かなり時間がかかったのだ。

　みかるは足早にエレノアの部屋に戻ると、鍵かぎを閉めて深しん呼こ吸きゆうをしつつ、その場にずるずるとへたり込んだ。しばらくすると、エレノアだった姿はみかるへと変わり、胸以外の場所が窮きゆう屈くつになる。

「本当に……上手くいったんだよね？」

　自分に問いかけたつもりだったが、答えたのはホワイトだった。今度は釣り竿も持たず、いつの間にかみかるの隣に座っていた。

「上手くいったようだな」

「すごく……不思議。エレノア姫の姿だからできるの？」

「おまえだからだと言ったはずだ」

　何度も同じ質問をするな、おまえは馬鹿か……という目つきでホワイトはみかるを見下ろす。いつもこの調子だが、今日は特に棘とげがある。魚が釣れなかったのかもしれない。

「……少し嬉うれしい。ママと同じだって思えて……」

「同じ？　おまえはおまえだろうが。同じである必要はない」

「わかってる」

　みかるはみかる。他の誰だれにもみかるにはなれない。それはみかるにも言えること。

「あ、そうだ。ホワイト、ドワライトって鉱石をドワーフさんたちにプレゼントしたら、例の崩くずれたトンネルを掘ほってくれるのかな？」

「ドワライトなら喜んで引き受けてくれるだろう」

「じゃ、スタホードの借金を支払って残ったら、それで掘ってもらうといいんだね」

　リュックにはたくさんのドワライトがある。借金を支払ってもドワーフにもきっと渡せるよう残るだろう。

「やはり帰りたいか？」

「そろそろ一度帰ってパパやママに元気な姿を見せたいの。それに……山の中にあるっていう神殿も見てみたいし」

「……そうか」

「じゃあ、私、夕食の準備を手伝ってくる」

　着替えたみかるは部屋を出て、廊下を走ると、一階まで階段を駆け下りた。

　今は忙しくしている方が気が紛まぎれるのだ。

　ジュリアンとフィリップが何を話しているのかわからないが、穏やかな内容だとはとても思えない。

　フィリップは一いち途ずにエレノアを愛してきたから、知った事実にどれほどのショックを受けたのか、考えなくてもわかる。

　もし自分がフィリップの立場なら、数日どころか、しばらく立ち直れないだろう。

　みかるは夕食を用意するディーンの手伝いを終えると、ショーンとともにエイデンから手に入れた証書を確認し、残りの借金がどれほどあるのかを計算した。

「……まだドワライトがあるから、残りもそれで精算するとして……もらったナジェルさんには渡せないから借金が残っちゃうね」

「十分ですよ。……それで、少しは落ち着かれましたか？」

　ショーンは証書を丁寧に整え、みかるの方を向いた。避さけたい話題だったが、ショーンの穏おだやかな声に押されるように、みかるは胸の内を明かした。

「え……あ。うん。最初はほんと……死んじゃうんじゃないかって思うくらい、胸が痛かったけど……結果的に打ち明けることができたし、今はホッとした気持ちの方が大きいの。だから……言えてよかったと思う」

「……そんなに楽になれましたか？」

「うん。今だからわかるの。騙だまし続ける方が辛つらいことだったって」

　みかるの言葉に、目を伏せるショーンは、思い悩んでいるように見えた。

「ショーン。どうしたの？」

「いいえ。ただ……私も本当にここの一員になるために、私もジュリアン様に話しておきたいことを思い出しただけです。みかる様のおかげで私も決心がつきました」

　意外な言葉に、みかるは目を丸くした。だいたい、こんなショーンを見たのは初めてなのだ。

「え、ショーンが……何か……王様を騙してたの？」

「たいしたことではありませんよ」

　ショーンはそれだけを言うと話はそれだけだといわんばかりに、話題を変えた。

　どういうことかもちろん興味はあったが、自分でなんとかするつもりのショーンに、これ以上聞くこともないのだ。

　みかるは何事もなかったように書類の整理を終え、キャリーの部屋に様子を見に行った。

　だが、ナジェルの姿はなく、キャリーが起きていて、枕に凭もたれて空を眺ながめている。部屋に入ってきたみかるに気づくと、嬉うれしそうに笑った。

「キャリー、起きていて大丈夫？」

「たっぷり眠って、目が冴さえちゃってるの」

「気分はどう？」

「とてもいいわ。今すぐ走りだせそう」

　冗談を言ってくすくす笑っているものの、体力はまだ戻っていないようで、まだ薄く残る目の下に浮かんだクマが痛々しい。

「そうしたくても、今日はやめてね」

「わかってる。でも、みかる……本当にありがとう。貴方が姫様に話してくれていたから、お優しくしてもらえたのよ。普通、私たちのような身分の者に手などさしのべられないもの」

「エレノア姫は違うよ。私のことがなくても、助けてくださったと思う。そういう方なの」

　みかるがそう言うと、キャリーは両手を胸元で合わせて、うっとりした表情になった。

「痛くて仕方なかったけど……姫様のお顔を拝見しているだけで……痛みが和やわらいだわ。なのに私……姫様に向かっていろいろ叫んだ記憶があるの……もしかして失礼なこと言ってなかったかしら……」

「もしそうだったとしても、姫は気にされないよ。……あ、そうだ、ナジェルさんのマペット、どうしちゃったの？　今日左手につけてなかったから気になって……」

「願掛けだって言ってたわ。私が助かるように、一番大切なものを封印したんだって。彼らしいでしょう」

　ナジェルらしいと思いつつ、こんなにも愛されているキャリーが、羨うらやましい。

「うん。ナジェルさんらしい。でもさ、キャリー。こういう状況で不ふ謹きん慎しんかもしれないけど、なんだかいい感じに見えたんだけど、仲直りした？」

「……あのね、みかる。私、初めて死を身近に感じたの。そのとき……思った。ナジェルの側にいたいって。この人ともっと一緒にいたいって……離れたくない、誰にも渡したくないって心の底から思ったの」

　死を間近にすると真実が見えると聞くが、本当にそうなのだろうか。

　みかるもキャリーのような体験をすれば、フィリップを誰にも渡したくないと考えるようになるのだろうか。

「それって……どんな感じだったの？」

「身体の痛みとは違う痛みだったわ。胸が締め付けられるの。雑ぞう巾きんを絞しぼるみたいにギュウ──って」

「そうなんだ」

「それでね、もう一つ気づいたの。ナジェルのために身を引こうって思ったけど、それって私の見み栄えだったの」

「見栄？」

「そう……私が一番見栄っ張りだったの。ナジェルに似合う女性を選んでほしいんじゃなくて、似合わない自分が嫌いやだっただけ。人からどう思われようと、ナジェルが望んでくれてるんだから、それでいいんだって思えなかった。見み栄ばえよくなりたかったのは私。本当に見栄っ張り」

　キャリーの言葉に、みかるはハッと我に返るような、新鮮な驚きを覚えた。

　こうやって考えると見栄はどこにでもあって、誰もがとらわれてしまうやっかいなものなのかもしれない。

「……そっか。そういうのも見栄になるんだ」

「私もこうなって初めて気づいたことなの。不思議ね」

「でも……二人の関係が戻ってよかった」

　自分が落ち着いたらキャリーのために今度はみかるが力になろうと思ってきた。けれどみかるの協力など愛する二人には必要なかったのだろう。もし今日気づかなくても、きっとキャリーは自分の本当の気持ちに気づいたはず。

「ね、みかる。好きな人には告白した？」

「ううん。そんなの……できる人じゃないから……」

「本当に好きなら何も言わずにいることこそ辛つらいわ。お願いだから……告白はした方がいいわ。だめでも諦めがつくでしょ？　私のように遠回りはしないでね。見栄は絶対に張らないで。意地もね。ありのままを愛してくれる人がいたら、ありのままでいていいの」

　キャリーの言葉はどこまでも温かく、そして優しい。

　本当はみかるがキャリーのことを気遣わなければならないのに。

「……キャリー、ありがとう」

「いいのよ」

「ああ、みかる……僕はおじゃまだったかな」

　どこからか戻ってきたナジェルは部屋にみかるがいるのを見つけて言った。

「ううん。もう終わったから、じゃ、キャリー。また明日。お大事に」

「ええ」

「みかる、ちょっと」

　ナジェルは部屋から出たみかるを引き留めた。

「なんですか？」

「姫様に僕たちのことを話しておいてくれてありがとう。本当に感謝している」

「今回のことがなくても、姫様はお優しい方だから、快く引き受けてくださったはず」

「素晴らしい姫がこの国にいて、僕も誇ほこらしい」

「私もだよ。じゃ、お休み、ナジェルさん」

　左手にマペットがなくても全然大丈夫じゃない……と思いつつ、みかるは部屋に戻るためきびすを返した。
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　驚くべきことに部屋の前にフィリップが立っていて、みかるの姿を見つけると、いつもの微笑を向けた。

「やっと帰ってきたね」

「……フィリップ王子……あの……」

　ジュリアンに話をしにきたのはわかっていたが、ここでフィリップが待っているとは思わなかったみかるは、動揺を隠せない。

「少し話をしないか、みかる」

「え……あ。うん。いえ……はい」

　みかるはフィリップに連れられて、廊下の突き当たりから、バルコニーにへと出た。

　何を言われるのだろうかと、みかるは内心恐怖すら感じているのだが、フィリップはあくまでいつもどおりだ。

「あの……何か飲み物でも……」

「いや、いい。……ジュリアン王とも話をしたよ。事情も聞いた」

「私……誰にも押しつけられてないし、自分で決めたの。腹を立てるなら私に立てて」

「違うよ、みかる。誰も責めたりしていない。私の話を少し聞いてもらいたいんだ」

　フィリップはそう言うと、バルコニーの手すりに凭れて、言葉を続けた。

「みかるから打ち明けられて……最初は混乱したが、この二日間自分と向き合ってみた。私はどのエレノア姫を愛しているのかをね。不思議と……二年前のエレノア姫ではなくて、今のエレノア姫を愛していることに気づいた。同時に私はみかるのことも愛しいと思っていたんだ。だが、二人を同じだけ愛するなど、男として恥はずべきことだとずっと悩んでいたんだ」

「……え……？」

「事実を知ってわかった。私はみかるを愛しているから、みかるが中にいるエレノア姫も愛したのだと気づいた。同じ人間だから惹ひかれるのは当然だろう？　中身は変わらないんだからね」

　フィリップは何を言っているのだろう。

　みかるは自分が聞いた言葉が信じられなくて、逆に他人のことのように思えた。

　それともこれはみかるが望んだ夢なのかもしれない。夢はたいていの場合、見ている人間に有利なものを見せてくれる。

　みかるは自分の手の甲を密ひそかにつねってみたが、痛みがちゃんと走った。夢ではこういう痛みはないはずだ。

「打ち明けられた事実に……なんだそういうことかと……一人で納得して、ホッとしたんだ。私は男として恥ずべきことはしていないとね。最初から同じ人間を愛しているんだから」

　同じ人間を愛している……。

　誰と誰の話なのか。

「それって……誰と誰のこと？」

「みかるが変身したエレノア姫と、いつものみかる」

「……あの……私？」

「そうだよ」

　みかるがようやくことの重大さを理解するのと同時に、フィリップは跪いてみかるの手を取り見上げる。

「みかる……私と『華の誓ちかい』を立ててくれないか？　そして私も君たちの秘密の一部に加えてほしいんだ」

「でも……それって……私と結婚するって……ことだよ。に……似合わないよ……そんなの。だめ……おかしい」

「どうして？　私はみかるにふさわしくないのかい？」

「……そっ……そうじゃなくて」

「私はみかるとともにこの小さな国を守っていきたい。エレノア姫の夫は、王子としてのフィリップ。みかるの夫には『幸せ仮面』のフィルというのはどうかな。時々は冒険に付き合うし、付き合ってもらいたいからね」

　不思議とそのフィリップの提案が、とてもいいものに思えて、みかるは頷うなずきそうになったが、いや、それとこれは違うと思い直す。

　フィリップの気持ちは本当に嬉しくてたまらないのに、みかるは素直に受け入れられなかった。何が邪魔をしているのかわからないが、気持ちは複雑だ。

「フィリップ王子……私……」

「ねえ、みかる。『華の誓い』を立てたからといって、すぐに結婚しなくてはならないわけではないんだよ。私たちはようやく秘密を分かち合ったんだから、本当の付き合いはこれからだ。今後、みかるが私を夫としてふさわしくないと判断すれば、破棄することもできる」

　ふとキャリーの言葉をみかるは思い出した。

　ありのままの自分を愛してくれる人がここに現れたのに、見栄を張って失っていいのか。

　見栄を取り去るとそこにはみかるの本心があった。

　フィリップを心から愛している。フィリップを失いたくないし、イザベルだけでなく、誰の夫にもなってほしくない。これがみかるの本当の気持ちだ。

「……破棄なんて……しません」

「ありのままのみかるをいついかなる時も愛すると誓う……だからこの私と『華の誓い』を立ててほしい」

　フィリップの青い瞳はどこまでも誠実な輝きを灯ともしていて、みかるの緑の瞳を見つめていた。

「わ……私でよければ……誓います」

「いついかなる時も？」

「いついかなる時も……フィリップ王子を愛します」

　自分でも驚くほど、声は震えていた。目には涙が浮かんでいたかもしれない。
















　だいたい、自分でも何を言っているのかわからないのだ。なのに、みかるとは違ってフィリップはやけに落ち着いている。

「なんだか……私一人……興奮してるみたいで……恥ずかしい……」

「私もだよ、みかる」

　フィリップはそう言うと、みかるの頰ほおに手をかけて、愛する者にするキスをしてくれた。

　鉱山で意識が朦もう朧ろうとしていたときに感じたものとは違い、もっとリアルなもの。

　触れる唇は体温と同じくらい柔やわらかいのに、頰にかけられたフィリップの指は、不思議と少し硬かたく感じた。

　しばらくすると唇が離れたが、フィリップの吐息がまだ彼の顔が近くにあることをみかるに知らせ、目を開けることができない。すると額ひたいに軽くキスが落とされ、今度こそフィリップの顔が離れ、みかるはようやく目を開けることができた。

　フィリップはどういうわけか、笑っていた。

「……ど、どうして笑ってるの？」

「みかるの顔が熟うれた果実より真っ赤だからね。可か愛わいらしすぎて、思わず笑ってしまったよ」

「そ……そうかな……」

　みかるは額を擦こすりながら、照れくさい気持ちを落ち着けようとした。

　こういうとき、普通どういう顔をするものなのか、わからない。

「父に報告するとどういう顔をされるのか、楽しみだよ」

「……でも……フィリップ王子とイザベル姫の『華の誓い』を立てさせられそうになったんだよね？　勝手に私と『華の誓い』を立てて、大丈夫なのかな？」

「本来、『華の誓い』はとても神聖なものと言われているんだ。『婚約の華』は王の権限で解消できても『華の誓い』に限っては誓いを立てた二人のうち、どちらかが解消を言いださない限り、無効にはできないんだよ。もっとも今ではその古いにしえの誓いは形けい骸がい化かしてしまっているからね。確かに心配だ」

「私が立会人になってもいい。そうすればおまえたち以外、問題はない」

　いつもホワイトは唐とう突とつに現れるのだが、今はやめてほしかった。

「ホッ……ホワイト！　いい……いつから見てたの？」

「ずっとだが」

「……キスしてたの……見てたとか？」

「だからなんだ。キスなど目が腐るほど見てきたぞ」

　ホワイトは眉み間けんに皺しわを寄せて、不快感丸出しの顔をしている。だがそういう顔をしたいのはみかるの方だ。

「え～……最低！　も、ほんと、最低っ！」

「だから何を怒っているんだ」

「みかる、待ちなさい。ホワイト殿、本当に立会人になってくださるのか？」

　みかるはホワイトのデリカシーのなさに腹を立てているのだが、フィリップは真剣な顔で彼に話していた。

「こういう気まぐれはあまりないぞ」

「……え？　何？」

「『華の誓い』には口頭、契約書、魔導師の立ち会いがあって、後者にいくほど強い契約になるんだ。私の父もホワイト殿が立ち会い人だと知れば、文句も言えないだろう」

　もしこの誓いが当人たち以外の問題で危あやうくされない保証が取りつけられるのなら、みかるも安心ができる。

「いや。みかる、ホワイト殿の前で私がするように、跪くんだ。いいね」

「……わ……わかった」

　フィリップがホワイト前で膝ひざをつくのを、みかるもまねる。するとホワイトが二人の頭に手を置いた。

「この者たちの『華の誓い』を我が名で結ぶ。彼らが無事よき日を迎えられるよう、また彼らが互いの信頼を失わぬよう、ここに署名する」

　ホワイトはよく通る声でそう言うと、長ったらしい呪文を唱となえて、手を引いた。これで終わりだというように、フィリップは立ち上がり、みかるもそれに倣ならった。

　けれどみかるからすると、もっと派は手でな演出があると思っていたから、肩すかしだ。

「なんだ、不満そうだな」

「これだけなんだと思って」

「……みかる」

　フィリップは苦笑しているが、ホワイトは不満そうな顔で、言う。

「右手首を見てみろ」

「え……あ、可愛い。フィリップ王子にもあるんだ」

　言われた場所には金色のブレスレットがいつの間にかはめられていた。腕にピッタリはまっていて、幾き何か学がく模も様ようのような文字が彫られている。重さはまるで感じられず、ブレスレットをしていることを忘れそうなほどだ。

「私の署名の証あかしだ。もっとも、私が立会人というだけでかなり有効だろうからな。普通、魔導師が立ち会うと、いろいろ楽しいオプションをつけるんだが、あまりやっかいなものは、おまえたちが困るだろう？」

「やっかいって？」

「二人の誓いを脅おびやかす者はみなカエルになるというのも面おも白しろいな。ああ、どちらかが浮気をした場合も同じ、カエルだ。まあ……浮き草でもいいが」

　ホワイトは真剣な顔をしているから、つけようと思えばつけられたオプションなのだろう。

　ちょっと考えられないオプションだが、そういったものはつけられていなくてよかった。

「……カエルはいいよ」

「ありがとうございます。これで父もそう簡単には手を出してこないと思います」

「そういう隙すきを与えないよう、さっさと結婚式を挙げることだ」

　ホワイトはそう言うと、相変わらず冷えた眼まな差ざしのまま、姿を消した。

　もっとも油断も隙もないのだが。

「おっしゃるとおりです。そうしようか、みかる」

「……え、あ……は……はい」

　フィリップによって腰を引き寄せられたみかるは、また熟れた果実のように顔を赤くした。
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　みかるが自分の世界に帰る日を迎えた。お別れの挨あい拶さつに来ているというのに、ジュリアンはここしばらく、目め尻じりが下がりっぱなしで、やたらと機き嫌げんがいい。

「めでたいねえ。借金が完済できた上、私の可か愛わいい娘が素す晴ばらしい婿むこを迎えることができるなんて……胸がいっぱいだよ」

「……孫ですよ、王様」

　ショーンに突っ込まれているのに、ジュリアンは首を左右に振る。

「いや、娘だ。そういうことにしておくんだよ。みかるはエレノアでもあるんだからねえ。そうそう、気をつけて帰ってきなさい。エレノアによろしく伝えてくれ」

　ギュッと力強く抱きしめられて、みかるはちょっぴり後ろ髪がみを引かれる。それでも身体からだを離され、やっぱりにこにこしているジュリアンを見ると、みかるはもう苦笑しか浮かばない。

「はい。では王様、行ってきます」

　ジュリアンに深々と頭を下げ、みかるはジュリアンの部屋を後にした。

「ジュリアン様……ずっと浮き足立ってるわ。これからしばらくあのにやけた顔でいらっしゃるんでしょう。困ったわ。やっぱりみかるがすごいことやってくれたからよ」

「でも……勢いで『華はなの誓ちかい』を受けたけど……朝になってから、現実を思い出して……とんでもない約束をしたって思っちゃったんだけど……本当にいいのかな……これで」

　後悔など全くしていないが、わずかに残る不安が、みかるに問いかけてくるのだ。……本当にいいのか、と。

「いいんじゃない？　結婚って思い切りだっていうじゃない。突っ走ったもん勝ちなのよ」

「そ……そうだよね。フィリップ王子、ありのままでいいって言ってくれたんだもん」

　──ありのままのみかるをいついかなるときも愛すると誓う。

　あんなに素晴らしい告白は、きっともう二度と聞けないだろう。この気持ちを、そして愛を誓ってくれたフィリップをみかるは大切にしていきたい。

　こんなふうに思えるようになったのはやはりキャリーたちのおかげだ。彼らに会わなかったら、みかるは今もきっと意地や見み栄えを張っていて、素直になれなかった気がする。

　そのキャリーたちは怪け我がを治した翌日、港の屋や敷しきに戻っていった。

　しかも帰っていくナジェルの左手にマペットは復活していた。キャリーが助かったため、マペットもいつもの場所に戻ってきたようだ。

　ナジェルはエレノアがキャリーを救ったことに感謝して、お礼に利子だけではなく、スタホードの借金そのものをなかったことにしてくれたのだ。

　それに関しては、借りたものは返さなくてはならないと考えるジュリアンが、最初は難色を示していたものの、金では買えない命を姫に助けてもらったのだから、当然の礼だと言い張るナジェルに半なかば押し切られる形で解決した。

　みかるはこれからも頻ひん繁ぱんに会おうと約束し、キャリーたちを見送ったのだ。

「ねえみかる、知ってる？　フィリップ王子、ジュリアン様を脅おどしたそうよ。みかるの秘密を知って『いい解決方法がある』ってね。愛されちゃってるわね、みかる」

「や……やめて……恥はずかしい……」

　このことはホワイトから始まり、ディーン、ショーン、あのマイクにまで伝わったのだ。

　なんだかもう、恥ずかしすぎて顔が赤らんだまま戻らない。

「あ、そういえば、エレノア姫に渡されてみかるが読めない手紙ってどうするの？」

「フィリップ王子が……持って帰っちゃった。今度はみかるに書いて渡すって」

「うわもう……ラブラブすぎてやだわ」

「うん。わかる」

　嫌いやなわけではないが、どんな話題でもフィリップのこととなると恥ずかしくて、照れくさいのだ。そのくせ、嬉うれしいという気持ちもあるのだから、変な話だ。

「でも、本当に今日、帰るの？　戻ってくるんでしょうね？」

「うん。両親にもこのことは話さなくちゃ……けじめだし。すんだらすぐに戻ってくるよ」

「フィリップ王子はなんておっしゃってたの？」

「自分も帰国して父親に『華の誓い』を立てたことを報告しなくてはならないから、ちょうどいいって言ってた。でも、スタホードに戻ってきたら、出迎えてくれなければ困るって」

「あ～熱いわ～。だからジュリアン様は見送りにこられないのね。みかるがすぐに戻ってくることがわかってるから、悲しくないのよ」

　実際はどうしても外はずせない会議があって城から出られないだけだ。

「おい、荷物はこれだけだな？」

　城の外へと出るとディーンがみかるの荷物を他の馬に乗せて、準備してくれていた。

　事情がいまいち理解できていないマイクは、侍じ女じよのみかるが帰国することに、なぜみながこれほど大おお騒さわぎしているのかわかっていない。

「うん。ありがとう、ディーン」

「みかる、気をつけてね」

　留守番のマイクは寂さびしそうにそう言い、みかるは笑顔で頷うなずく。

「じゃあ、そろそろ行くぞ」

　みかるはジャスパーに乗ると、ディーンの乗る馬が先導する。ローラの馬はみかるのジャスパーと平行して歩いた。

「すぐに戻ってくるのはわかっているのに……すごく寂しいわ」

「ありがとう、ローラ」

「土み産やげも全部持ったか？」

　前からディーンが聞いてくる。

「うん。王様からだけじゃなくみんなの手紙も、この国で取れた果フル物ーツも……全部持った」

「……そか」

「なんだか、ディーンも寂しそうじゃない」

「んなことねえよ。みかるがしばらくいないってのも……静かでいいぜ～っ！」

　からかうローラに、ディーンはこちらを見ることなく、怒ど鳴なる。この二人の掛け合いがしばらく見られないのは寂しい。

　気がつくと、いつの間にかホワイトの住まいのある庭へと出た。

　そこにホワイトがすでに待っていたが、彼の口から出る台詞せりふは相変わらずだ。

「ようやく来たか。日が暮れるかと思ったぞ」

「やっと来たよ。あっ！　すごい、崩くずれた穴がちゃんと元どおりになってる！」

　以前、帰ろうとここまで来たのだが、山の斜面が崩れてトンネルが塞ふさがっていたのだ。

　すぐさまジャスパーから下りたが、みかるの上着を嚙かんで離さない。

「ぶほっ……ぶぶぶ……」

「ここから先はだめよ、ジャスパー。ちゃんと戻ってくるから、いい子で待っていてね」

　ジャスパーの頭を何度か撫なでるとようやく理解してくれたのか、上着から口を離して、鼻はな面づらを擦こすりつけてきた。

「気をつけてね、みかる」

「うん」

　ディーンがみかるの荷物を下ろそうとしたが、そこへショーンが乗る馬がものすごいスピードでやってきた。

「おい、ショーンが慌ててやってきたぞ」

「え……」

「お待ちくださいっ！　大変なことが……あのっ……じっ……実は……」

　今にも吐と血けつしそうなほど顔を真っ赤にさせたショーンが、息を整えながらも言葉を発する。

「どうしたの、ショーン。あんまり慌あわてたらはげるわよ」

「なんだよ、ショーン。さっさと言えよ」

「ノークレーブスのエイデン王子より……大変な請求書が来たんです」

「請求書!?　どういう？」

「スタホードの城の改修工事代金、他もろもろ合わせて大変な金額です。今、ジュリアン王が金策に頭を悩ませていらっしゃいます」

「ええええっ！　じゃあ……私、また帰れないの？」

　おろおろするみかるに、またもやみんなは言いだす。

「これをなんとかされませんと、フィリップ王子との『華の誓い』が怪あやしくなりますからね」

「どういうこと？」

「『華の誓い』は一年有効で、普通はこの期間に挙式を執とり行います。ただ一年を過ぎると無効となり、二度と誓いは立てられません。ご存じなかった？」

「何それ！　知らないよ」

「これはエイデン王子の策略ね。お金じゃなくて、エレノア姫とフィリップ王子の結婚をどうにかして邪魔しようとしているのよ」

　と、ローラは言うが、なぜか顔はにやついていて、みかるほど悲ひ愴そう感かんはない。

「そりゃあ、みかるがなんとかしねえとな。おまえたちがこさえた借金みたいなもんだし。可か哀わい想そうだけど、どうしようもねえ」

　と、ディーンも笑っている。

「こういうとき、借金返済の秘ひ訣けつってあるのかしら？」

「借金返済の秘訣、第四十条。『借金はすぐ返せ、スタートが肝かん心じんだ』……ていうけど」

「……じゃあ、仕方ねえよな」

「え、でも、そんな～……あっ！」

　ホワイトはみかるの身体を抱き上げてジャスパーに乗せると、無ぶ愛あい想そうな顔のまま言った。

「ジャスパー回れ右だ。城に向かって戻れ」

「これと同じ状況を以前も一度、体験した覚えがあるんだけどっ！　どういうこと!?」

　歩きだしたジャスパーを止めることもできず、みかるは背後を振り返りつつ、叫ぶ。

「気のせいだ」

　ホワイトはそう言って、口の端を上げるようにして笑った。

「そんな～……」

　──ママ、パパ。

　またしばらくこちらで過ごすしかないみたい。

　城に向かって歩くジャスパーの足取りは、やっぱり軽かった。
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　はじめましての方も、以前からご存じの方も、こんにちは。あすかと申します。

　皆様の応援のおかげで三作目を出していただけることができました。

　本当にありがとうございます♪

　今回はかなりラブが中心になっています。キャリーたちの恋愛成じよう就じゅに奔ほん走そうしつつ、みかるは自分の恋についても考えます。もちろん借金のことも忘れず、エレノアになったりみかるになったりと大忙しの中、フィリップの兄であるエイデンが横やりをいれてきて、大混乱。そんな中、みかるとフィリップは大接近します。

　私自身も楽しく書いたのですが、皆様にも楽しんでいただけたでしょうか。みかると一緒になってハラハラドキドキしてもらえたとしたら、とても嬉うれしいです。

　イラストは引き続き香こう坂さかゆう先生です。

　担当様から表紙のイラストを見せていただいたとき、二人で驚きよう喜きしました。ウエディング姿のみかるは可か愛わいいし、幸しあわせ仮か面めんのフィリップはものすごく格かつ好こうよくて、すぐにデスクトップの壁紙にしたほどです。

　で、ここしばらく毎回書いているような気がするのですが……無事にこの作品ができあがってホッとしています。今回もギリギリまで粘ねばったので、担当様に大変なご迷惑をかけてしまいました。本当にすみませんでした。次回こそは。

　ここで素す晴ばらしいお知らせを一つ。

　編集部宛にこちらの作品のご感想＋80円切手同封の方に、プリンセスロードの番外ショートストーリーをお送りする予定にしておりました。この本が出る頃には、一通りお返ししていると思います。大変遅くなったことを、本当に本当に心からお詫わびいたします。

　驚くほどたくさんのお手紙をいただいているため、一言程度のお返事しかできませんでしたが、おまけの小冊子は、かつてないほど素晴らしいものが出来上がりました。

　実はイラストの香坂先生のご厚意で、小冊子の表紙には、カラーイラストを描き下ろしてくださったんです。

　フィリップとみかるのラブラブなイラストです。すっごく綺き麗れいですよ♪

　イラストをいただいたとき、最初は自分で表紙のデザインをしようと思ったのですが、私が文字を載せるとあまりにも絵を殺してしまうため、友人でもあるプロデザイナーさんに表紙のデザインを依頼したほどです。それほど手間をかけたくなる素敵なイラストなんですよ。

　で、もう一つすごいのは、ほとんど同時期に、「刻ときの王国キングダム」のイラストを担当してくださった凪なぎ先生からもイラストをいただけたことです。それがまたすごく可愛い！　ローズと銀ぎん星せいのすっごく可愛いイラストで、見た瞬間、鼻血が出そうになりました。こちらも、同じようにデザインを依頼して、素敵な表紙の小冊子が出来上がりました。

　ただ、「刻ときの王国キングダム」のイラストつき小冊子は最近できたもので、過去にお返事した方にはこの美び麗れいな表紙のついたものはお送りできませんでした。よかったらお手数をおかけしますが、もう一度、請求してくださいね（内容の変更はありません）。

　私も小冊子が欲しい……と思ってくださる方は、どちらとも特に期限はございませんので、よろしければそれぞれの作品のご感想と80円切手を同封して、編集部宛にお送りください。

　時間はかかりますがお返事と小冊子（どちらともシリーズ１～３共通のものです）をお送りさせていただきます。

　あとこちらはお願いなのですが、表紙のカラーイラストもイラストの先生方のご厚意によるものですので、いつでもこういった形の小冊子をお返しできるわけではありません。またこの小冊子は私が個人の趣味で作っているものです。くれぐれも編集部へお問い合わせされないよう、お願いします。

　この作品を少しでも楽しんでいただけたことを心から願いつつ、また皆様にお会いできることを楽しみにしています。ここまで読んでくださって本当にありがとうございました。


あすか　拝












※この「あとがき」は２００８年９月に書かれたものです。
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　クリミナここで、みかるとフィリップが無事に国外逃亡できたのは、状況を伝えてくるだけのへっぽ魔導師の力ではなく、自分の活かつ躍やくがあってのことだと、ディーンは自じ負ふしている。

　そう、夜になるとオオカミに変身するディーンがいたから、解決したのだ。この姿は気に入らないが、いいこともある。

　ディーンはオオカミの姿でくつろいでいると、ジュリアンたちが夕食を終えて戻ってきた。

「もう帰ってもいいんじゃないのかい、ショーン。私はこういう祭は本来苦手なんだよ」

「いけません。フィリップ王子が無事に逃げられたのは喜ばしいですが、ジュリアン様がまるで役目を終えたように帰国されると、関与を疑われますよ。ご心配だとは思うのですが、最終日までいらしていただかないと」

「あ～また始まったぜ。マジでショーンはかてえなぁ、王様が帰国しようと言うんだからいいじゃんよ。あんまり深く考えたらお前、ハゲるぞ」

　ディーンはオオカミの姿であくびをしつつ、後ろ足で首の後ろをかいた。その仕草が気に入らないのか、またショーンは声を上げる。

「僕はただジュリアンさまのお立場を……」

「よしなさい、二人とも。……これ、ディーンっ！」

　小言を聞かされるのにうんざりしていたディーンは、バルコニーへ出ると、外壁にある小さな窪くぼみを足場にして、闇やみに紛まぎれつつ上の階へと向かった。

　だいたい、ディーンが行動に移したから、二人は無事にこの国から逃げられたのだ。

　ジュリアンはねぎらってくれたが、ショーンは顔を合わせるたび、くどくどと説教するのだから、鬱うつ陶とうしい。こういう場合は逃げるに限る。

　ぴょんぴょんと外がい壁へき伝って移動しているうちに、いい香りのするバルコニーに着いた。

　テーブルには燭しよく台だいの火が置かれ、飾られた花や美お味いしそうなクッキーや果物フルーツを浮かび上がらせている。ディーンは誰もいないのをいいことに、クッキーを一つほおばった。あまりの美味しさにテーブルに前足をかけてモグモグ食べていると、部屋から人の声がしてすぐさま隠れようとする。が、前足がクロスに引っかかり、テーブルに置かれたものをすべてひっくり返してしまった。

「今のは何の音!?」

　女性の声がいくつか響く中、ディーンはテーブルクロスを被かぶったまま、前が見えずにバルコニーをぐるぐる走り回る。なんとかクロスを引きはがそうとしたが、できない。とうとうディーンは女性たちに見つかった。

「なんだか白いものが動いているわ。あ、近づかない方がよろしくてよ」

「でも何かしら……気になりますわ」

　不意にクロスがずれ、上う手まい具合に刺繡孔あなから人が近づくのを確認する。すかさずディーンは、クロスを被ったまま隣のバルコニーへ飛び移った。すでに夜が支配する時間。白いクロスを被ってバルコニーや壁を飛び移るディーンの姿は誤解されたようだ。

「きゃ──っ！　あれは、幽ゆう霊れいよ！」

「あんなところへ飛んでいきましたわ！　本当に幽霊ですわっ！」

　普通の人間ではとてもできない芸当をしているためか、誤解されても仕方ないのだろう。またその方がディーンにとって都合がいい。

　女性の叫び声を背後に聞きつつ、ディーンは上の階のバルコニーに移動した。そこでクロスを脱ごうとしたが、今度は男性に声を上げられた。

「ぎゃ──っ！　ゆゆゆ……幽霊っ！」

　騒さわぎが大きくなる前にクロスを脱いでジュリアンたちの部屋に戻らなければならない。

　ディーンはあちこちのバルコニーに移動し、とにかく人ひと気けのない場所でクロスを脱ごうとしたが、どこへ行っても人がいて、そのたびに悲鳴を上げられた。いつしか兵士まで怪あやしい幽霊を追うのに参加しており、このままでは摑つかまるか、矢で射られる可能性もあった。

　上へ上へと移動したため、今更下へ向かいたくても、この騒ぎでどこのバルコニーにも人や兵の姿が見られた。

　これではクロスを脱いだとしても、下の階にあるジュリアンたちのいる部屋には戻ることができない。どこかに身を隠し、騒ぎが収まるのを待ってから、闇に紛れて戻るしかないだろう。

　ディーンは人のいない部屋をようやく見つけると、ベッドの下に潜もぐり込み、隠れた。










　翌朝、人間に戻った状態で目を覚ましたディーンは、例のクロスを腰に巻き、部屋に人がいないことを確認してベッド下から這い出した。さらにクローゼットから見知らぬ人間のコートを拝はい借しやくし、下は裸はだかの状態でジュリアンたちの部屋に戻った。が、騒ぎの原因が誰にあるのか知られていたため、半日以上、二人からこっぴどく叱しかられ続けたのは言うまでもない。

　後日、クリミナの城で祭の騒ぎに目を覚ました幽霊が、コートを盗ぬすんだという新たな七不思議が加わったのを、ディーンは風の噂うわさで聞いた。

　とはいえ、そもそもの原因が自分にあったとは、ディーンはつゆほども疑わなかった。それどころか、ポケットに入っていた金で剣を研とぎに出し、久しぶりに幸せ気分を味わった。


ＥＮＤ．










著者

あすか

Asuka




奈良県在住。７月３日生まれ。蟹座のＡ型

猛暑が続いていますが、こういうときこそ読書です！

今回もめいっぱい詰め込みました。みなさまに楽しんでいただけますように♪










イラスト

香坂ゆう

You Kousaka




８月生まれ熊本在住

ファンタジー感あふれる世界をこよなく愛しています。

今回も楽しく描かせていただきました。

みかるの恋のゆくえにドキドキわくわくしています！
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